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山村学園短期大学の特色等

(１) 短期大学を設置する学校法人（以下「法人」という）の沿革（概要）及び短期大学の

沿革（概 要）。

① 学校法人山村学園の沿革

本学園創立者である山村みよは、尋常小学校を卒業して、両親の働く製糸工場で働

き始めた。しかし、みよは、一家で働いていても一向に楽にならない生活を変えるに

はどうしたらよいか考えていた。みよは、一家の生活を支えるには、自分が学問を身

につけ、教師になることだと考え、両親を説得して東京裁縫女学校に学んで、裁縫の技

術を身につけ、さらに大妻高等女学校に進んで日本刺繍を学んだ。

東京裁縫女学校と大妻高等女学校で学んだ高度な技術と知識・精神は、その後のみ

よの 70 年に及ぶ女子教育への確かな礎となったのである。

学校法人山村学園の沿革

年 月 日 事 項

大正11年 9月 1日 山村みよ、埼玉県川越町小仙波に裁縫手芸伝習所山村塾を開設

昭和 3年 7月25日 山村裁縫女学校、埼玉県から設置認可

昭和 6年 4月30日 山村高等裁縫女学校、文部大臣設置認可(甲種中等学校)

昭和14年12月28日 川越高等家政女学校と校名改称

昭和19年 9月17日 川越高等家政女学校、文部大臣から設置許可

昭和23年 4月 1日 新学制により川越高等家政女学校として設置認可

昭和24年 4月 1日 山村中学校、埼玉県知事から認可

昭和25年11月 3日 山村女子高等学校（埼玉県入間郡坂戸町）を開校

昭和26年 3月 1日 山村要二、学校法人山村学園理事長に就任

昭和34年 7月 1日 山村女子高等学校(埼玉県川越市)が埼玉県知事から設置認可

昭和34年11月 3日 山村女子高等学校（埼玉県入間郡坂戸町）を山村第二女子高等学校に改称

昭和35年 4月 1日 山村女子高等学校(埼玉県川越市)を開校

昭和43年 3月31日 川越高等家政女学校を廃校

平成 3年 4月 1日 山村第二女子高等学校を山村国際女子高等学校に改称

平成 4年 2月 8日 山村 寛、学校法人山村学園理事長に就任

平成 9年 4月 1日 山村国際女子高等学校を山村国際高等学校に改称

平成19年 4月 1日 山村女子高等学校を山村学園高等学校に改称

平成20年 4月 1日 岡 實、学校法人山村学園理事長に就任

② 山村学園短期大学の沿革

山村学園短期大学の前身である山村女子短期大学は、平成元年、女性としての品位を

重んじた山村みよの女子教育をさらに大きく、広く発展させるとともに、時代の要求

に応える国際的な感覚と、日本の歴史と伝統文化への深い認識と理解力を身につけるこ
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とを目的として国際文化科の１学科をもって開学した。

その後の時代の変化と要望に即応して、国際文化科をコミュニケーション学科と改称

し、さらに保育学科を創設した。

平成 20 年４月に創立 20 周年を迎え、これを機会に新たな短期大学として、学生一人

ひとりを大切にし、地域貢献に大きな使命感を抱いて努力している。

山村学園短期大学の沿革

昭和61年 4月 8日 山村女子短期大学（仮称）設置準備室開設

昭和63年12月22日 山村女子短期大学、文部大臣より設置認可

平成元年 4月 1日 山村女子短期大学開学（国際文化科、入学定員150 名、収容定員300 名）

山村 健、初代学長に就任

平成 4年 6月15日 学生会館「芙蓉館」竣工（カフェテリア・多目的ホール)

平成 8年 4月 1日 東京電機大学理工学部と単位互換協定締結

平成11年 9月14日 大東文化大学と単位互換協定締結

平成13年 8月 1日 学科名称変更及び学科新設

国際文化科→コミュニケーション学科（入学定員100名、収容定員200名）

平成13年12月20日 保育学科設置認可（入学定員50名、収容定員100名）

平成14年 4月 1日 山村学園短期大学に校名変更、男女共学となる

平成16年 2月19日 幼稚園教諭二種免許状養成課程設置認可

平成18年 4月 1日 コミュニケーション学科の定員変更（入学定員70名、収容定員140名）

保育学科の定員変更（入学定員80名、収容定員160名）

平成19年10月25日 藤巻公裕、第２代学長に就任

平成20年 5月10日 創立20周年記念式典挙行

◆添付資料①「平松伴子著、『学校はわがいのち－山村みよの歩んだ道－』、７~13 頁、埼玉新聞社 1994 年」参照

(２) 短期大学の所在地、位置（市・区・町・村の全体図）、周囲の状況（産業、人口等）

等。

本学は埼玉県比企郡鳩山町石坂 604
番地にある。

埼玉県比企郡鳩山町は首都東京から

50km 圏内にあり、人口約 1 万 5 千人

（平成 21 年 4 月の推計）の町である。

就業者のうち 55 ％はサービス業、18
％は卸小売・飲食業、14 ％は建設業、

13 ％は製造業に従事している。

本学の近隣には大東文化大学、東京

電機大学、県立鳩山高等学校、地球観 山村学園短期大学

測センター、気象衛星観測所などがある。
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また、周囲にはゴルフ場が多く、こども動物自然公園、物見山公園などもあり、キャ

ンパスは小高い丘陵にあって木々に囲まれ、自然環境が豊かである。

(３)法人理事長、学長の氏名、連絡先及びその略歴、ＡＬＯの氏名、連絡先及びその略歴。

なお、連絡先としては、ＴＥＬ、ＦＡＸ、Ｅ－Ｍａｉｌ等を記載して下さい。

① 理事長の氏名・連絡先及び略歴

氏 名 岡 實（おか みのる）

連絡先 埼玉県川越市田町 16 －２ 学校法人山村学園本部

電話：049-223-3596、Fax：049-222-5356、E-mail：ok010304@mx3.nns.ne.jp

年 月 学 歴

昭和41年 3月 千葉大学園芸学部卒業

年 月 職 歴

昭和41年 4月 山梨県農務部総合技術科技師（昭和42年 3 月まで）

昭和42年 4月 山梨県立山梨園芸高等学校教諭（昭和51年 3 月まで）

昭和51年 4月 山梨県立農林高等学校教諭（平成 4 年 3 月まで）

平成 4年 4月 山梨県教育委員会学校教育課指導主事（平成9年 3 月まで）

平成 7年 4月 山梨県立峡北農業高等学校教頭（平成 9 年 3 月まで）

平成 7年 6月 学校法人山村学園理事（平成20年3月まで）

平成 9年 4月 山梨県立農林高等学校教頭（平成15年 3 月まで）

平成20年 4月 学校法人山村学園理事長（現在に至る）

② 学長の氏名・連絡先及び略歴

氏 名 藤巻公裕（ふじまき きみひろ）

連絡先 埼玉県比企郡鳩山町石坂 604 山村学園短期大学

電話：049-296-2000、Fax：049-296-4880、E-mail：hujimaki@yamamuragakuen.com

年 月 学 歴

昭和40年 3月 東北大学教育学部卒業

昭和43年 3月 東京教育大学大学院体育学研究科修士課程修了（体育学修士）

年 月 職 歴

昭和43年10月 東京工業大学工学部助手（昭和 51 年 3 月まで）

昭和51年 4月 埼玉大学教育学部講師（昭和 53 年 5 月まで）

昭和53年 6月 埼玉大学教育学部助教授（昭和 63 年 7 月まで）

昭和63年 8月 埼玉大学教育学部教授（平成 19 年 3 月まで）

平成 6年 4月 埼玉大学教育実践研究指導センター長（併任、平成 10 年 3 月まで）

平成 8年 4月 東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科博士課程担当（併任、平成 19 年 3 月まで）

平成11年 4月 埼玉大学教育学部附属養護学校長（併任、平成 14 年 3 月まで）

平成19年 4月 山村学園短期大学保育学科教授（現在に至る）

平成19年10月 山村学園短期大学学長・学校法人山村学園理事（現在に至る）
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③ ＡＬＯの氏名・連絡先及び略歴

氏 名 山村穂高（やまむら ほだか）

連絡先 埼玉県比企郡鳩山町石坂 604 山村学園短期大学

電話：049-296-2000、Fax：049-296-4880、E-mail：rxf07436@nifty.com

年 月 学 歴

昭和62年 3月 早稲田大学第一文学部卒業

平成 2年 3月 早稲田大学大学院文学研究科修士課程修了（心理学修士）

年 月 職 歴

平成元年 4月 全国療育相談センター（平成 3 年 3 月まで）

平成 2年 4月 青少年健康センター（平成 3 年 3 月まで）

平成 3年 4月 法務省法務技官調査専門官（平成 10 年 3 月まで）

平成10年 4月 山村女子短期大学講師（平成 14 年 3 月まで）

平成12年4月 山村女子短期大学副学長（現在に至る）

平成14年 4月 山村学園短期大学保育学科助教授（平成 19 年 3 月まで）

平成15年 4月 学校法人山村学園法人本部副本部長（現在に至る）

平成19年 4月 山村学園短期大学保育学科准教授（現在に至る）

(４) 平成１６年度から２２年度までの学科・専攻（通信による教育を行う学科（以

下「通信教育学科」という）、専攻科を含み、以下「学科等」という）ごとの

入学定員、入学者数、入学定員充足率（％）、収容定員、在籍者数、収容定員

充足率（％）を次ページの表を例に作成して下さい。廃止、募集停止等の学科

等を含む、該当する期間内に設置されたすべての学科等について作成して下さ

い。なお、在籍者数は毎年度５月１日時点とします。

学 科 等 の 名 称 16年度 17年度 18 年度 19 年度 20年度 21年度 22年度 備 考

入 学 定 員 50 50 80 80 80 80 80 平成 18 年度の入

入 学 者 数 61 61 80 75 82 79 70 学定員を 50 名か

保育学科 入学定員充足率（％） 122 122.0 100 93 102 98 87 ら 80 名に変更し

収 容 定 員 100 100 130 160 160 160 160 た。

在 籍 者 数 122 120 141 149 155 154 143

収容定員充足率(%) 122 120 108 93 96 96 89

入 学 定 員 100 100 70 70 70 70 70 平成 18 年度コミ

コミュニ 入 学 者 数 84 87 60 66 64 55 45 ュニケーション学

ケーショ 入学定員充足率（％） 84 81 85 94 91 78 64 科の入学定員を

ン学科 収 容 定 員 200 200 170 140 140 140 140 100 名から 70 名

在 籍 者 数 135 168 144 119 123 115 88 に変更した。

収容定員充足率(%) 67 84 84 85 87 82 62
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(５) 平成１９年度～２１年度に入学した学生（この事項においては通信教育学科の

学生を除く）の出身地別人数及び割合（１０程度の区分）を下表を例に毎年度

５月１日時点で作成して下さい。なお、短期大学の実態に沿って地域を区分し

て下さい。

出 身 地 別 学 生 数 （平成１９年度～２１年度）

地 域 19年度 20年度 21 年度

人数(人） 割合（％） 人数(人） 割合（％） 人数(人） 割合（％）

埼玉県 86 60.9 103 70.5 89 66.4

東京都 2 1.4 1 0.6 2 1.5

新潟県 1 0.7

栃木県 1 0.7 1 0.6

長野県 1 0.7 1 0.6 1 0.7

群馬県 1 0.6

福島県 2 1.4 1 0.6

岩手県 1 0.6

その他の県 4 2.8 5 3.4 6 4.5

留学生 45 31.9 32 21.9 35 26.1

合 計 141 100 146 100 134 100

(６) 法人が設置する他の教育機関の名称、所在地、入学定員、収容定員及び在籍者

数をそれぞれ下表を例に平成22年５月１日時点で作成して下さい。

教 育 機 関 名 所 在 地 入学定員 収容定員 在籍者数

山村学園高等学校 埼玉県川越市田町16-2 400 1,300 1,123

山村国際高等学校 埼玉県坂戸市千代田1-2-23 240 720 734

(７) その他

評価員が誤解しないように事前に知ってもらいたい事項や事情があれば、記述

して下さい。

特になし。
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Ⅰ 建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標

Ⅰ－１ 建学の精神・教育理念について

Ⅰ－１－ (１)

建学の精神・教育理念を記述し、その意味するところ及び建学の精神・教育理念が生ま

れた事情や背景をできるだけ簡潔に記述して下さい。

本学園は、大正 11 年９月１日、埼玉県川越町（現、川越市）において、「裁縫手芸伝

習所・山村塾」が開設されたことから始まる。昭和３年には、山村裁縫女学校となり、

昭和６年４月 30 日には当時の文部大臣より中等学校への認可がおり、山村高等裁縫女

学校となった。昭和 26 年４月、埼玉県坂戸市に家庭科課程の山村女子高等学校が開校

し（後に山村第二女子高等学校、山村国際高等学校に校名変更）、昭和 35 年４月に埼玉

県川越市に商業課程の山村女子高等学校を開設した。

学園創始者である山村みよは、大正から昭和初期にかけての時代を背景に、①高い

技術を持ち、地域社会に貢献できる女子の育成、②妥協のない厳しい指導と一人一人を

大切にする指導を建学の精神として、「貞淑、愛敬、質実」の３つの校訓を掲げた。そ

れぞれの意味するところは次のとおりである。

「貞淑」－貞とは精神が定まって動かないこと。淑とはしとやかで言葉遣いも上品であ

ること。生活の目標をしっかり立て、しっかりした心持ちで毎日を過ごすこと。自分を

大切にすること。

「愛敬」－愛はいつくしみ、めぐむこと。敬とはうやまうこと。人にも物にも親切な気

持ちで接すること。上長を敬い従う気持ちは単なる服従ということではない。人を大切

にすること。

「質実」－質とは質素のこと。実とは真実であり、正直であること。飾りなく心にいつ

わりのないこと。物を大切にすること。

その後、学校法人山村学園の２高校、短期大学が男女共学となったことから、「貞淑」

を変えて「英知…優れた知恵・高い知性をもち、豊かな創造力を発揮する人間の育成」

とした。

短期大学に関しては、山村女子短期大学国際文化科の設置が昭和 63 年 12 月 22 日に

認可され、平成元年４月１日に埼玉県比企丘陵の一角、比企郡鳩山町に定員 150 名で開

学した。一人ひとりの学生を丁寧に指導し、国際的な教養を身につけた女子を育成する

という教育理念のもとで教育活動を行ってきたが、この間、社会的諸条件の変化に対応

すべく、幾多の改革を重ねた結果、当初の国際文化科は、平成 14 年から「コミュニケ

ーション学科」に改組し、同時に、保育士の養成を目的とする「保育学科」が新設され

た。また、この機会に男女共学になったため、校名も山村学園短期大学に改めた。

現在では、「質実」「英知」「愛敬」の建学精神を引き継ぎ、保育学科、コミュニケー

ション学科ともに、①高い技術を持ち、地域社会に貢献できる人材の育成、②一人ひと
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Ⅰ

りを大切にする指導を教育理念とし、保育学科においては、自然や人を愛する精神の涵

養、高い保育技術の習得を、コミュニケーション学科においては、人を理解する心の涵

養、社会人として身につけるべき社会性の習得、高い職業能力の向上をめざして教育運

営にあたっている。

◆ 添付資料① 山村学園短期大学著、『山村学園発展の軌跡』、2008 年

参考資料① 平松伴子著、『学校はわがいのち－山村みよの歩んだ道－』、埼玉新聞社、1994 年。

山村学園短期大学建学の精神

質 実 素直な気持ちを持ち、感謝の気持ちを持って働く人間を育成する

英 知 高い知性と優れた創造力を発揮できる人間を育成する

愛 敬 人を慈しみ、尊敬する心を持った人間を育成する

Ⅰ－１－ (２)

現在は建学の精神・教育理念をどのような形や方法で学生や教職員に知らせているかを

記述して下さい。

学生や教職員に建学の精神・教育理念等を知らせるには次のような形や方法を取って

知らせている。

① 教職員が毎日出入りする玄関ロビーに建学の精神を記した銘板を掲げ、展示ケース

を設置して、建学の精神、教育理念に係る資料を展示している。

② 学生便覧のなかに本学の由来、建学の精神、教育目標を掲げ、学生への周知を図っ

ている。

③ 入学式において学長及び学校法人山村学園理事が建学の精神、教育理念を説明し、

伝えている。

④ 合宿研修、ガイダンス等において、学科長等が説明し、知らせている。

⑤ 「学校はわがいのち－山村みよの歩んだ道－」（平松伴子氏著、埼玉新聞社、1994）
は学校法人山村学園の歴史を綴った書物である。これを教職員に配付して、建学の精

神・教育理念の周知を図っている。

⑥ 本学は平成 20 年４月に創立 20 周年を迎えた。これを機に学校法人山村学園、山村

学園短期大学の足跡をまとめた「山村学園発展の軌跡」を刊行し、新入生、在学生、

教職員に配布し、知らしめている。
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Ⅰ－２ 教育目的、教育目標について

Ⅰ－２－ (１)

多くの短期大学が複数の学科等を設置しています。その場合、それぞれの学科等では建

学の精神や教育理念から導き出された、より具体的な教育目的や教育目標を掲げているも

のと思います（例えば、設置認可の際に「設置の趣旨」等で示されたもの等）。ここでは

全学的に示された教育目的や教育目標ならびにそれぞれの学科等が設定している具体的な

教育目的や教育目標を記述して下さい。

① 全学の教育目的、教育目標

現代社会では国際化、情報化、価値観等の多様化により、豊かな人間性を育むことの

必要性が指摘されている。そのようなことから本学は、山村学園短期大学学則、第 1 章

第１節第１条第２項に掲げられているように、現代社会に対応し、人間に対する深い理

解と愛情を備えた心豊かな人材を育成し、広く社会の発展に寄与することを目的として

いる。

② 保育学科の教育目標

現代社会の動向をみるに、国際化、情報化、価値観の多様化により、現代社会は混迷

の度合いを深めるばかりであり、教育的な視点から見ても、より豊かな人間性を育むこ

との必要性が指摘されている。とりわけ、若者が自分らしさを見つけて、社会人として

主体性を持って生きていくこと、そして、それを次世代を担う子どもたちの健全な成長

へとつなげることは、現代社会における大きな課題のひとつである。また、厚生労働省

及び埼玉県は、保育所入所待機児童の増加などへの対応策として、子育て支援に関する

全体的な見直しを行うために、子育て支援、認定こども園などについてさまざまな施策

を策定している。このことは、保育に対する社会的要請の高まりや保育に携わる有為な

人材を養成する必要性を示しているといえる。

このような視点から、保育学科では、実学的な教育内容を取り入れ、高い保育の専門

性と豊かな人間性を兼ね備え、地域社会に貢献できる骨太保育者の養成とその基礎とな

る教育研究の推進を目的としている。（山村学園短期大学学則、第 1 章第 1 節第１条第３

項）

③ コミュニケーション学科の教育目標

本学科は実践的なコミュニケーション能力と豊かな人間性を兼ね備え、グローバルな

視点を持って地域と社会に貢献できる人材の養成、その基礎となる教育研究の推進を目

的としている。（山村学園短期大学学則、第 1 章第 1 節第１条第４項）
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Ⅰ

Ⅰ－２－ (２)

それぞれの学科等の教育目的や教育目標を、現在はどのような方法で学生や教職員に周

知し 、またどのような方法で学外に公表しているかを記述して下さい。

① 保育学科

新入生には、学科の専任教員が入学式終了後およびその後の履修ガイダンス（合宿研

修）において、学科の教育目標、目標実現の方法について詳しく説明している。さらに、

基礎演習Ⅰの授業や実習事前指導、総合演習（宿泊研修、体験学習）でも目的・目標の

周知に努めている。

２年生には、基礎演習Ⅱの授業や総合演習、進路ガイダンス等で、主にクラス担任教

員を中心に、学科の教育目標を説明し、きめ細かな指導を行っている。さらに、基礎演

習Ⅱの授業を通し「骨太保育者」としての育ちを振り返ることができるよう、グループ

ワークを設け、実施している。

非常勤講師へは、学期ごとに行われる授業担当者会議において、学科の教育目標・方

針を説明して協力と理解を求めるなどにより、教育目標の周知に努めている。

学外への公表はホームページ、オープンキャンパス参加者への大学案内の配布等を通

して行っている。

② コミュニケーション学科

新入生には、入学時の履修ガイダンスにおいて、山村学園短期大学学則第 1 章、第 1
節第 1 条第 4 項に基づいて、学科の教育目標、目標実現の方法について詳しく説明して

いる。入学後は、ホームルームの役割も担っているコミュニケーション基礎演習、コミ

ュニケーション応用演習の時間や年間行事を通して周知を図っている。

教職員は、新学期の始まる前に、学科会議を開催して、学科の教育目標、指導の重点

事項等について確認している。

学外への公表はホームページ、オープンキャンパス参加者への大学案内の配布等を通

して行っている。

Ⅰ－３ 定期的な点検等について

Ⅰ－３－ (１)

建学の精神や教育理念の解釈の見直し、教育目的や教育目標の点検が、定期的に行われ

ている場合はその概要を記述して下さい。また点検を行う組織、手続き等についても記述

して下さい。

建学の精神や教育理念の解釈の見直しや教育目標の定期的な点検は、特に行っていな

いが、保育学科では平成 22 年度に向けてカリキュラムの一部改編を行うにあたって点
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検を行った。

点検を行う組織は学科会、将来構想委員会、自己点検・評価委員会等で細部の検討・

確認を行い、最終的には教授会で成案を得ることになっている。

Ⅰ－３－ (２)

建学の精神や教育理念の解釈の見直し、教育目的や教育目標の点検及びそれらを学生や

教職員に周知する施策等の実施について、理事会または短期大学教授会がどのように関与

しているかを記述して下さい。

建学の精神や教育理念の解釈の見直しは、将来構想委員会において具体的に検討し、

理事会において学園全体の立場から検討が加えられ、評議員会、教授会等の議を経て周

知される。

教育目的や教育目標の点検等については、学科会、将来構想委員会、自己点検・評価

委員会、教授会において検討が行われ、理事会で審議し、承認される。学生や教職員へ

周知する施策は、自己点検・評価委員会、学生支援委員会が中心となって検討し、教授

会で議した後、理事会で承認される。

Ⅰ－４ 特記事項について

Ⅰ－４－ (１)

この《Ⅰ建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標》の領域で示した評価項目や評価

の観点の他に、建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標について努力していることが

あれば記述して下さい。また短期大学で独自の使い方や別の語句を使っている場合はその

旨記述して下さい。

特になし。

Ⅰ－４－ (２)

特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現(達成)できないと

きはその事由や事情を記述して下さい。

特になし。

添付資料① 建学の精神・教育理念、教育目的・教育目標等についての印刷物
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Ⅱ 教育の内容

Ⅱ－１ 教育課程について

Ⅱ－１－(１)

学科等の現在の教育課程を、下の表を例に作成して下さい。なお学科等に複数の履修コ

ースを設定し、学生に別の教育課程表として提示している場合はコースごとに記載して下

さい。平成22年度に学科改組等を行った場合は、平成21年度の教育課程表を別途作成し、

巻末に綴じて下さい。

① 保育学科

保育学科は、平成 22 年度より、新しい教育課程を１年生に適用している。前年度の

状況については、巻末資料として添付している。

なお、新しい教育課程では、前年度の履修実績を示すことができないので、参考とし

て、平成 22 年度の履修状況を掲載した。

平成22年度保育学科入学者教育課程 平成22年5月1日現在

科目の 授業形態 単位 教員配置 Ｈ 22 年度の

種別 授業科目名 講 演 実 必 選 専 兼 兼 履修人員 備考

義 習 習 修 択 任 担 任 (ｸﾗｽ数)

日本国憲法 ○ 2 ○ 23年度開講

体育講義 ○ 1 ○ － 23年度開講

教 体育実技 ○ 1 ○ － 23年度開講

養 保育英会話 ○ 2 ○ － 23年度開講

科 生命倫理 ○ 2 ○ 43

目 コンピュータ基礎演習 ○ 2 ○ 70(2)

保育入門 ○ ○ 2 ○ － 23年度開講

基礎演習 ○ 2 ○ 70(4)

保育の 社会福祉 ○ 2 ○ － 23年度開講

本質・ 社会福祉援助技術 ○ 2 ○ 70(2)

目的の 児童福祉 ○ 2 ○ 70

理解に 保育原理 ○ 4 ○ 72

関する 養護原理 ○ 2 ○ － 23年度開講

科目 教育原理 ○ 2 ○ － 23年度開講

特別支援教育論 ○ 2 ○ － 23年度開講

保育 発達心理学 ○ 2 ○ 70(2)

の対 教育心理学 ○ 2 ○ － 23年度開講

象の 小児保健 ○ 4 ○ 72

理解 小児保健実習 ○ 1 ○ 70(2)

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ⅱ 教育の内容
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Ⅱ 教育の内容～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

科目の 授業形態 単位 教員配置 Ｈ 22 年度の

種別 授業科目名 講 演 実 必 選 専 兼 兼 履修人員 備考

義 習 習 修 択 任 担 任 (ｸﾗｽ数)

に関 小児栄養 ○ 2 ○ － 23年度開講

する 精神保健 ○ 2 ○ － 23年度開講

科目 家族援助･子育て支援 ○ 2 ○ － 23年度開講

教育相談の基礎と方法 ○ 2 ○ － 23年度開講

保育内容総論 ○ 1 ○ － 23年度開講

保育 保育内容Ａ ○ 2 ○ 70(2)

の内 保育内容Ｂ ○ 2 ○ 70(2)

容・ 保育内容Ｃ ○ 1 ○ － 23年度開講

方法 保育内容Ｄ ○ 2 ○ － 23年度開講

の理 乳児保育 ○ 2 ○ 70(2)

解に 障害児保育 ○ 1 ○ 70(2)

関す 養護内容 ○ 1 ○ 70(2)

る科 造形表現 ○ 1 ○ 70(2)

目 子どものアート ○ 1 ○ － 23年度開講

身体表現 ○ 1 ○ 71(2)

リトミック･リズム運動 ○ 1 ○ ○ － 23年度開講

音楽表現 ○ 1 ○ ○ 70

子どものうたと遊び ○ 1 ○ 70(2)

教職 教職概論 ○ 2 ○ 70

に関 教育方法･技術論 ○ 2 ○ 70(2)

する 教育課程論 ○ 2 ○ － 23年度開講

科目 保育･教育実践演習(幼稚園) ○ 2 ○ － 23年度開講

基礎 音楽 ○ 2 ○ ○ 70(3)

教科 図画工作 ○ 1 ○ ○ 70(3)

科目 幼児体育 ○ 1 ○ 70(2)

生活 ○ 2 ○ － 23年度開講

総合演習 ○ 2 ○ 70

保育 カウンセリング論 ○ 2 ○ 70(2)

者の 乳児小児救命法 ○ ○ 2 ○ ○ － 23年度開講

資質 子ども文化演習Ａ･表現 ○ 2 ○ ○ 70(2)

を高 子ども文化演習Ｂ･自然とあそび ○ 2 ○ ○ 70(2)

める 子ども文化演習Ｃ･劇 ○ 1 ○ ○ － 23 年度開講

科目 レクリエーション･野外活動 ○ 2 ○ － 23 年度開講

ピアノＡ ○ 1 ○ － 23 年度開講

ピアノＢ ○ 1 ○ － 23 年度開講

スキルアップセミナーⅠ ○ 2 ○ 70(2)



- 15 -

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ⅱ 教育の内容

科目の 授業形態 単位 教員配置 Ｈ 22 年度の

種別 授業科目名 講 演 実 必 選 専 兼 兼 履修人員 備考

義 習 習 修 択 任 担 任 (ｸﾗｽ数)

スキルアップセミナーⅡ ○ 2 ○ － 23 年度開講

実習指導Ⅰ ○ 1 ○ ○ 70

実習指導Ⅱ ○ 1 ○ ○ 70

実 実習指導Ⅲ ○ 1 ○ ○ － 23 年度開講

習 保育実習Ⅰ ○ 2 ○ 70

科 施設実習Ⅰ ○ 2 ○ 70

目 保育実習Ⅱ ○ 2選択 ○ － 23年度開講

施設実習Ⅱ ○ 2必修 ○ － 23 年度開講

教育実習Ⅰ ○ 1 ○ 70

教育実習Ⅱ ○ 3 ○ － 23年度開講

研究 クラスの運営と教材研究Ⅰ ○ 1 ○ ○ 70

理解 クラスの運営と教材研究Ⅱ ○ 1 ○ ○ － 23年度開講

〔注意〕１．実習には実験、実技を含む。

２．履修人員欄の括弧書き数字は、履修人員を幾つのクラスに分けているかを示す。

② コミュニケーション学科

平成 22 年度コミュニケーション学科教育課程 平成22年5月1日現在

科目の 授業形態 単位 教員配置 前年度の

種別 授業科目名 講 演 実 必 選 専 兼 兼 履修人員 備考

義 習 習 修 択 任 担 任 (ｸﾗｽ数)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基礎演習Ⅰ ○ ○ 2 ○ 54(3)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基礎演習Ⅱ ○ ○ 2 ○ 54(3)

教 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ応用演習Ⅰ ○ ○ 2 ○ 56(3)

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ応用演習Ⅱ ○ ○ 2 ○ 56(3)

養 経済学 ○ 2 ○ 19

日本国憲法 ○ 2 ○ 14

科 心理学 ○ 2 ○ 11

社会学 ○ 2 ○ 25

目 文学 ○ 2 ○ 9

体育講義 ○ 1 ○ 9

体育実技 ○ 1 ○ 10

英会話Ⅰ ○ 2 ○ ○ 31(2)

英会話Ⅱ ○ 2 ○ ○ 26(2)

中国語会話Ⅰ ○ 2 ○ 11
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科目の 授業形態 単位 教員配置 前年度の

種別 授業科目名 講 演 実 必 選 専 兼 兼 履修人員 備考

義 習 習 修 択 任 担 任 (ｸﾗｽ数)

教養 中国語会話Ⅱ ○ 2 ○ 8

科目 コンピュータ基礎演習 ○ 2 ○ ○ 44(3)

異文化間コミュニケーション ○ 2 ○ 16

文 比較文化論 ○ 2 ○ 35

化 文化人類学 ○ 2 ○ 5

コ 民俗学 ○ 2 ○ 5

ミ 日本文化論 ○ 2 ○ 24

ュ 日本語表現法 ○ 2 ○ 32(2)

ニ 日本文学研究 ○ 2 ○ 30

ケ 海外文学研究 ○ 2 ○ 24

｜ 言語文化論 ○ 2 ○ 19

シ 中国文化論 ○ 2 ○ 11

ョ 国際交流 ○ 2 ○ 24

ン 茶道演習 ○ 2 ○ 15

科 子どもと表現 ○ 2 ○ － 隔年開講

目 子ども文化論 ○ 2 ○ 28

児童文学 ○ 2 ○ 15

人間関係論 ○ 2 ○ 23

心 社会心理学 ○ 2 ○ 15

理 発達心理学 ○ 2 ○ 22(2)

・ 臨床心理学 ○ 2 ○ 25

福 家族心理学 ○ 2 ○ 12

祉 カウンセリング論 ○ 2 ○ 14(2)

コ カウンセリングの技法 ○ 2 ○ 7

ミ 現代家族論 ○ 2 ○ 9

ュ 児童福祉 ○ 2 ○ 0

ニ 児童福祉Ⅱ ○ 2 ○ 2

ケ 乳児小児救命法 ○ ○ 2 ○ ○ 2

｜ 福祉環境論 ○ 2 ○ 2

シ 社会福祉概論 ○ 2 ○ 2

ョ 高齢者・障碍者福祉論 ○ 2 ○ － 隔年開講

ン ボランティア論 ○ 2 ○ 7

科 ボランティア実習 ○ ○ 2 ○ 20

目 医療実務Ⅰ ○ 2 ○ － ＊

医療実務Ⅱ ○ 2 ○ － ＊
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科目の 授業形態 単位 教員配置 前年度の

種別 授業科目名 講 演 実 必 選 専 兼 兼 履修人員 備考

義 習 習 修 択 任 担 任 (ｸﾗｽ数)

基礎英語Ⅰ ○ 2 ○ 43(2)

基礎英語Ⅱ ○ 2 ○ 43(2)

総合英語Ⅰ ○ 2 ○ 32(2)

言 総合英語Ⅱ ○ 2 ○ 33(2)

語 ポップス イングリッシュ ○ 2 ○ － 隔年開講

コ スクリーン イングリッシュ ○ 2 ○ － 隔年開講

ミ トラベル英会話 ○ 2 ○ 6

ュ ビジネスライティング演習 ○ 2 ○ 16

ニ 英文ワープロ演習 ○ 2 ○ 21

ケ 実用英文法 ○ 2 ○ － 隔年開講

｜ 検定英語演習Ⅰ ○ 2 ○ 32

シ 検定英語演習Ⅱ ○ 2 ○ 32

ョ ＴＯＥＩＣ英語演習Ⅰ ○ 2 ○ 8

ン ＴＯＥＩＣ英語演習Ⅱ ○ 2 ○ 8

科 留学英語 ○ 2 ○ 5

目 中国語演習Ａ ○ 2 ○ － 隔年開講

中国語演習Ｂ ○ 2 ○ 3

海外英語演習 ○ 2 ○ － ＊

海外中国語演習 ○ 2 ○ － ＊

ワープロ演習Ａ ○ 2 ○ ○ 32(2)

ビ ワープロ演習Ｂ ○ 2 ○ ○ 29

ジ ワープロ演習Ｃ ○ 2 ○ 26

ネ 表計算演習Ａ ○ 2 ○ ○ 39(2)

ス 表計算演習Ｂ ○ 2 ○ ○ － 隔年開講

コ 表計算演習Ｃ ○ 2 ○ 22

ミ 情報システム論 ○ 2 ○ 35

ュ 国際経済学 ○ 2 ○ 14

ニ 現代企業論 ○ 2 ○ 16

ケ 経営学 ○ 2 ○ 23

｜ 会計実務Ⅰ ○ 2 ○ 27

シ 会計実務Ⅱ ○ 2 ○ 24

ョ ファイナンシャルプラン ○ 2 ○ 7

ン マーケティング論 ○ 2 ○ 14

科 販売管理論Ⅰ ○ 2 ○ 15

目 販売管理論Ⅱ ○ 2 ○ 15

秘書実務 ○ 2 ○ 20
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科目の 授業形態 単位 教員配置 前年度の

種別 授業科目名 講 演 実 必 選 専 兼 兼 履修人員 備考

義 習 習 修 択 任 担 任 (ｸﾗｽ数)

ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習 ○ ○ 2 ○ ○ － 隔年開講

観光ビジネス論 ○ 2 ○ － 隔年開講

ｶﾗｰｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ演習 ○ ○ 2 ○ 20

インターンシップ ○ ○ 2 ○ 12

基礎リテラシーⅠ ○ 2 ○ ○ 21

自 基礎リテラシーⅡ ○ 2 ○ ○ 20

己 基礎リテラシーⅢ ○ 2 ○ ○ － 22 年度開講

実 ビジネスマナー ○ 2 ○ 34

現 キャリアプランニング ○ 2 ○ 35

科 応用人文科学演習 ○ ○ 2 ○ 25

目 応用社会科学演習 ○ ○ 2 ○ 10

応用英語演習 ○ ○ 2 ○ 11

応用小論文演習 ○ ○ 2 ○ 11

応用英語演習 ○ ○ 2 ○ 11

応用小論文演習 ○ ○ 2 ○ 11

日本語基礎Ⅰ ○ ○ 2 ○ 22 22 年度開講

留 日本語基礎Ⅱ ○ ○ 2 ○ 25 22 年度開講

学 日本語読解Ⅰ ○ ○ 2 ○ 35(2)

生 日本語読解Ⅱ ○ ○ 2 ○ 35(2)

科 日本語音声表現Ⅰ ○ ○ 2 ○ 36(2)

目 日本語音声表現Ⅱ ○ ○ 2 ○ 34(2)

日本語作文Ⅰ ○ ○ 2 ○ 34(2)

日本語作文Ⅱ ○ ○ 2 ○ 34(2)

日本語演習Ⅰ ○ ○ 2 ○ 19(2)

日本語演習Ⅱ ○ ○ 2 ○ 17(2)

日本語応用Ⅰ ○ ○ 2 13(2)

日本語応用Ⅱ ○ ○ 2 12(2)

日本事情Ⅰ ○ ○ 2 ○ 31

日本事情Ⅱ ○ ○ 2 ○ 17

日本事情Ⅲ ○ ○ 2 ○ ○ 2

日本事情Ⅳ ○ ○ 2 ○ ○ 3

〔注意〕１．実習には実験、実技を含む。

２．履修人員欄の括弧書き数字は、履修人員を幾つのクラスに分けているかを示す。

３．＊は履修希望者が少なかったため、開講しなかった。

４．コミュニケーション学科では、科目の受講者数を適正に確保するために、隔年で開講する

科目を設定している。



- 19 -

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ⅱ 教育の内容

◆添付資料② 学生便覧、３３～６９頁参照。

Ⅱ－１－ (２)

教養教育の取組み、専門教育の内容、授業形態のバランス、必修・選択のバランス、専

任教員の配置等について特に強調したいことがあれば記述して下さい。

① 保育学科

山村国際高等学校との協定により、短大の単位が取得できる科目「保育入門」を新設

し、現在、高校生を対象に出張授業を行っている。教養科目については、これまでの履

修状況に鑑み、スリム化を図った。

専門科目については、保育士資格及び幼稚園教諭二種免許状が取得できるように教育

課程が編成されている。領域としては、保育の本質・目的理解、保育の対象の理解、保

育の内容・方法の理解、教職、基礎教科、保育者の資質向上、実習、研究理解の９つの

領域に分けられ、保育士及び幼稚園教諭に必要な専門領域が学習できる内容になってい

る。

さらに、「保育者の資質を高める科目」群においては、保育現場での実践力向上、社

会人としてのスキル向上を目的とした科目やカウンセリングや乳幼児の救命法を学ぶ科

目を配置しており、保育士、幼稚園教諭資格取得に加えて、保育の専門家として資質を

高められる内容にしてある。

授業形態別の科目数については以下のとおりである。講義科目よりも演習科目がやや

多い。また、保育士資格及び幼稚園教諭二種免許状の取得が目的であるため、実習科目

の数が比較的多くなっている。全開設科目 67 科目中、36 科目が選択科目となっている。

全体としては、67 科目中 47 科目を専任教員（70%）が担当している。

授 業 形 態 科 目 数

講義科目 ２１

演習科目 ３５

実習科目(含む実技科目) １１

② コミュニケーション学科

教養科目については、社会科学系、語学系、コンピュータ系の16科目が開設されてい

る。コミュニケーション基礎演習Ⅰ・Ⅱ、コミュニケーション応用演習Ⅰ・Ⅱは、クラ

スとして機能させることにしており、また、日本国憲法、英会話Ｉ、コンピュータ基礎

演習、体育実技、体育講義の５科目８単位は幼稚園教諭二種免許状を取得するための必

修科目にしている。

専門科目について、文化コミュニケーション科目、心理・福祉コミュニケーション科

目、言語コミュニケーション科目、ビジネスコミュニケーション科目、自己実現科目の

５分野で専門教育に対応している。なお、留学生については日本語力と日本理解を深め

るために留学生科目を開設している。全体として、文化理解、心理理解、言語技術、資
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格取得に直結する知識、高度な表現領域の探求等、文化面、情報技術面、社会的知識面

で理解を深めるよう配置している。

また、各専門科目群からは、４単位以上を修得することとし、コミュニケーション学

科の教育目標実現に偏りが出ないように配慮している。

授業形態については、演習科目、講義科目と両面を持つ形態を用意している。教室内

でのお互いの啓発を誘い、参加学生の学習段階からさらに発展するよう、講義科目にお

いても演習的性格を持たせている。

全体としては、114 科目中 58 科目（51%）を専任教員が担当している。

授 業 形 態 科 目 数

講義科目 ４１

演習科目 ３２

実習科目(含む実技科目) １

講義＋演習科目 ３８

講義＋実習科目 ２

◆添付資料② 学生便覧、３３～６９頁参照。 添付資料③ シラバス（コミュニケーション学科、保育学科）参照。

Ⅱ－１－ (３)

当該教育課程を履修することによって取得が可能な免許・資格を示して下さい。また教

育課程に関係なく免許・資格等を取得する機会を設けている場合は、その免許・資格名と

どのような履修方法であるかを記述して下さい。

① 保育学科

保育学科では、幼稚園教諭二種免許状と保育士資格の両方の資格が卒業と同時に取得

可能である。

教育課程に関係なく取得できる資格では、社会福祉主事任用資格、乳児小児救命法（L.

S.F.A.-Children's FIRST AIDER）の資格、ピアヘルパー、ホームヘルパー２級、ネイ

チャーゲームリーダーを取得する機会を設けている。

社会福祉主事任用資格は、本学で開設する所定の科目を履修すればその資格が得られ

る。ピアヘルパーは、保育学科の科目（カウンセリング論、発達心理学、保育臨床相談）

を受講し、資格取得に必要な課程を修了し、指定された筆記試験に合格することで資格

が取得できる。ホームヘルパー２級及びネイチャーゲームリーダーの資格については、

エクステンション講座として開設しており、ともに指定された課程を修了することで資

格が認定される。

② コミュニケーション学科

ＹＥＳ(Youth Employability Suport )科目の認定講座を修了（もしくは認定試験に

合格）し、指定の資格を一つ以上取得することにより、厚生労働省から「若年者就職基
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礎能力修得証明書」（要申請）が交付される。本学では、これまで、教育課程のなかに

認定講座を盛り込んできたが、YESの事業自体は平成21年度で終了することになった。

なお、本学の授業内容は、YESの認定の有無によらず、これまでと同様のものを平成22

年度も継続する予定である。また、所定の科目を履修することにより、社会福祉主事任

用資格が得られる。

幼稚園教諭二種免許状の資格については、保育学科開設の科目を履修することにより、

卒業と同時に取得できる。同様の方法で、乳児小児救命法の資格（L.S.F.A.-Children's

「FIRST AIDER」）が取得可能である。

ホームヘルパー２級については、教育課程以外のエクステンション講座として開講さ

れ、指定された課程を修了することで資格が認定される。

教育課程を修了するのみでは取得できない資格、その資格への対策科目、試験の内

容については、以下のとおりである。

資 格 資格対策科目 試験の内容

販売士検定 販売管理論Ⅰ・Ⅱ 筆記（1 級は＋面接）

秘書実務技能検定 秘書実務 筆記（準 1 級以上は＋面接）

ネット端末操作による試験

IC
3

情報システム論

ﾏｲｸﾛｿﾌﾄｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ試験 ワープロ演習Ｃ、表計算演習Ｃ ネット端末操作による試験

日商ＰＣ検定 データ活用 表計算演習Ｂ ネット端末操作による試験

日商ＰＣ検定 文書作成 ワープロ演習Ｂ ネット端末操作による試験

パソコン検定 情報システム論 ネット端末操作による試験

簿記検定（日商） 会計実務Ⅰ・Ⅱ 筆記

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ実務検定 マーケティング論 筆記

日商ビジネス英語検定 英文ワープロ演習 ネット端末操作による試験

ＴＯＥＩＣ TOEIC 英語演習Ⅰ・Ⅱ 筆記

実用英語技能検定 検定英語演習Ⅰ・Ⅱ 筆記・面接

ｶﾗｰｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 検定 カラーコーディネート演習 筆記

福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 福祉環境論 筆記

ピアヘルパー カウンセリング論、カウンセリン 筆記

グの技法、発達心理学

保険請求事務技能検定試験 医療実務Ⅰ・Ⅱ 筆記

◆添付資料② 学生便覧、４０～４６頁、５３～６２項参照。 添付資料③ シラバス（両学科）参照。

Ⅱ－１－ (４)

選択科目を学生が適切に判断して選択できるように、学生便覧やガイダンス等でどのよ

う指導しているか、また学生が希望する選択科目を履修しやすいように、時間割上どのよ

うな工夫を施しているか等について記述して下さい。
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① 保育学科

学生便覧には、必修、選択別の科目一覧を掲載し、年度の初めに１、２年生それぞれ

に履修ガイダンス及び履修手続のための指導日を設け、専任教員全員で履修指導にあた

っている。そこでは、履修登録用紙を各学年、各クラス別に作成するなどの工夫をし、

選択科目が明確に区別できるようにしており、選択科目の履修を積極的に奨励している。

時間割上は、必修と重ならないように工夫しているが、２年間で保育士資格及び幼稚

園教諭二種免許状を取得するために指定された科目が多いため、事実上、選択科目の自

由度は他の学科と比較して少ない傾向にある。

② コミュニケーション学科

学生便覧には、必修、選択別科目一覧を掲載し、年度の初めに、１、２年生それぞれ

に履修ガイダンス及び履修手続のための指導日を設け、専任教員全員で履修指導にあた

っている。卒業必要単位数は66単位、幼稚園教諭二種免許状を取得する学生は、更に27

単位の履修が必要であるが、コミュニケーション学科においては、フィールドユニット

制を取っており、学生が希望する科目をそれぞれの将来像を想定して、かなり自由に選

択させている。

時間割上の工夫は、資格取得に関係している科目については、同じ時間帯にならない

よう配慮し、その他にも同じ科目群の科目が同じ時間帯に集中しないよう配慮している。

◆添付資料② 学生便覧、３３～６９頁参照。 添付資料③ シラバス（両学科）参照。

Ⅱ－１－ (５)

卒業要件単位数及びその他の卒業要件（必修単位の修得、学生納付金の納付等）を示し

て下さい。また学生にはどのような方法で卒業要件を周知させているかを記述して下さい。

① 保育学科

学則第43条に「本学に２年以上在学し、次の表に定める単位数を修得した者について

は、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。」とあり、別表１に記載してある。必

修科目52単位、選択必修科目10単位、教養科目の必修科目10単位、合計単位数68単位が

卒業必要単位数である。

学生に対しては、卒業要件と保育士資格取得、幼稚園教諭二種免許状取得との関係に

ついて、学則の保育学科別表１で卒業に必要な科目及び単位数を一覧表として記載する

とともに、前期開始の初めの時間に卒業要件について説明し、履修登録時に各学年別の

登録用紙を配布して登録作業を行い、登録ミスの無いように心掛けている。

② コミュニケーション学科

学則第43条に「本学に２年以上在学し、次の表に定める単位数を修得した者について

は、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する。」とあり、学生便覧に別表とともに明



- 23 -

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ⅱ 教育の内容

示してある。また、学則の別表１には、卒業に必要な単位、科目一覧が明示してある。

卒業必要単位数は66単位である。

前期開始の初めの時間に開催される新入生及び新２年生向け履修ガイダンスにおい

て、卒業要件について説明し、周知している。

２年生については、後期授業開始時に取得単位を確認させ、卒業要件に対して余裕を

もって満たせるよう追加履修や履修変更を指導している。

◆添付資料② 学生便覧、３３～６９頁、７１～９８項、別表８３～８６項参照。

Ⅱ－１－ (６)

教育課程の見直し、改善について、学科等の現状を記述して下さい。なおこの項はでき

れば学科等の責任者（学科長、学科主任等。以下「学科長等」という）が記述して下さい。

① 保育学科

保育学科のカリキュラムについては、保育士資格及び幼稚園教諭二種免許状取得のた

めの基準に基づき作成されているため、基本的な科目については規定されているとおり

に実施していく必要があり、その点を前提条件として教育課程の見直し、改善を検討し

なければならない。

教育課程の見直し、改善については、以下のような点を教授会で決定した。

一つ目は、学生及び現場からのニーズに応え、科目の新設または廃止を教授会で決定

した点である。子どもを保育する上で必要な実践力を養う科目を増やすために、児童文

化演習Ⅰ、児童文化演習Ⅱ、児童文化演習Ⅲを新設した。

この科目は、演劇、手遊び、パネルシアター、おもちゃ作り等、保育の実践的技術を

身につけることを目的としている。

また、保育内容５領域ごとに「保育内容健康・人間関係・環境・言葉・表現」という

科目で指導していたが、幼児の実態に合わせて、これらを統合し、領域を複合させた保

育内容総論、保育内容Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄとして指導することとした。

また、山村国際高等学校との協定に基づき、科目履修により本学の単位が取得できる

「保育入門」を新設し、高等学校への出張授業を行うことにした。

廃止する科目については、受講人数の減少や講義内容等の重複を配慮し、自然環境論、

現代家族論の２科目を廃止した。

今後の検討課題としては、保育学科の卒業必要単位数と保育士資格取得のための必修

単位数が同一になっており、学生の進路変更等に柔軟に対応しづらい点が挙げられる。

この点については、メリット、デメリットの両面が指摘されており、必ずしも短所ばか

りではないものの、今後、多様な価値観を持った学生を指導する上で、卒業要件を変更

するなど、何らかの柔軟な対応をとる必要が生じると思われる。

また、平成22年３月24日、保育士養成教育課程等検討委員会より、「保育士養成課程

等の改正（中間まとめ）」として、今後の保育士養成課程の方向性について提言されて
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いる。これらの動向も注視しながら、速やかに見直し改善を行っていきたい。

② コミュニケーション学科

コミュニケーション学科のカリキュラムについては、グローバル化した世界への多様

な価値観に対応できる基礎的知識と理解力を高めること、及び卒業後の希望進路を達成

できることを目標に幅広く設定されている。しかし近年、学生数の減少等があり、開設

科目数が多すぎる感があり、その見直しが急務となっている。

現在、将来構想委員会との連携により、次年度以降は、現在の学生の任意選択によるフィ

ールド・ユニット制度から卒業後の進路をより明確に方向付けできるオフィスビジネス、サ

ービス・販売ビジネス、医療実務・福祉ビジネスの３コース制への移行と、それに伴うカリ

キュラムの見直しを検討中である。

◆添付資料② 学生便覧、８３～８６頁参照。 添付資料③ シラバス参照。

Ⅱ－２ 授業内容・教育方法について

Ⅱ－２－ (１)

シラバスあるいは講義要項を作成・配布する際に配慮していることや学生への周知方法

等を記述して下さい。

授業のねらい、授業の進め方、授業の内容、評価の方法、テキスト及び参考書につい

て、各科目ごとに明示したシラバスを学科ごとに作成し、年度初めの科目履修登録の際

に学生に配布し、説明している。授業のねらい、授業の進め方、授業の内容は、学生の

立場に立ち、解かやすい書き方をするよう心掛けている。授業実施週数については、両

学科ともに原則15週分の内容を確実に実施することとし、それに相当する内容を記述し

ている。学生への周知は、履修登録時に説明するとともに、初回の授業時にシラバスを

持参させ、周知を図っている。

◆添付資料③ シラバス参照。

Ⅱ－２－ (２)

学生の履修態度、学業への意欲等について、学科長等はどのように把握し受け止めてい

るか記述して下さい。

① 保育学科

学生の履修態度、学業への意識等については、ともすると低下する傾向がみられるた

め、保育学科では教員間の情報交換、実務的な内容を取り入れた授業展開、仲間づくり

に常に注意を払っていかなければならないと受け止めている。

保育学科では、学生の現状把握のために、専任教員で構成する学科会（週1回水曜日
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午後）と朝ミーティング（週１回月曜日朝）を開催している。その中では、個々の学生

の状況について毎回確認し、教員間の共通理解を図っている。また、非常勤講師と専任

教員との授業担当者会を年間２回実施し、学生の状況や授業の進め方に関する意見交換

を行っている。こういった会議の中で出た一つ目の課題として、私語に対する対策があ

げられたが、定員80名を２クラスから４クラスの少人数に分けて授業を行ったこと、授

業規律の徹底を図ったこと、座席指定をして名前と顔を早く一致させること、視聴覚教

材の活用やプリントの作成、小グループでの作業及び発表などを行った結果、改善され

てきている。今後も、非常勤講師と連携を図りながら、さらに学科全体として統一的な

方針を周知徹底していきたい。

二つ目の課題は、実習や現場で活用できる実務的な技術をもっと向上させようという

ことである。これについては、基礎演習の中で、「スキルアップセミナー」を新設し、

対応している。ここでは、基礎的なスキルを学んだ後、つどいの広場（ぽっぽ）におけ

る保育体験、学外での園外活動（川越巡り、ディズニーランド研修）の指導、近隣の８

園に協力して頂き、訪問させてもらう保育体験活動、園長講演会などを実施している。

この他、従来から行ってきている体験学習（飼育体験、里山体験、木工体験、和紙体験）

も行っている。授業に体験的な要素を入れることにより、授業に対する意欲が向上して

きていると思っている。

三つ目の課題は、学びの動機づけを高めることである。学科として取り組んでいるこ

ととして、１年次に行う年２回の宿泊研修があげられる。

１回目は、入学当初に行う新入生合宿研修である。大学生としての在り方や仲間作り

をここで学ぶことができる。２回目の合宿は、１年生の終わりに最高学年になるための

心構えを作ることを目的にしている。宿泊をしながらプログラムを進めることで、普段

話せないような悩みや不安などを他の学生と共有することで、保育者になる動機づけや

学生同士の仲間意識を高めている。

また、学習に関する課題がある一方で、最近では生活面から学習に対する意欲を失う

ケースが見受けられるようになっている。そのため、クラス担任を中心として、学年会

や学科会で方針を決め、学生相談室による個別の面談、保護者を含めた三者面談、時に

は自宅訪問などを行い、きめ細かい対応を行っている。

さらに、学生支援委員会と連携を取り、退学防止の対応や手続きについて協議し、欠

席の多い学生への対応を行っている。

② コミュニケーション学科

コミュニケーション学科では、専任教員で構成する学科会、また折に触れて開催する

教員ミーテイングにおいて、学生の状況を速やかに把握できるよう努めている。学生に

対する日常の指導や相談は基本的にはクラス担任が担当する。１年次、２年次それぞれ

の学年で個人面接を行い、学業への取り組みや意欲について別に確認をしている。

学生に何か問題が生ずれば関連の委員会とも協力して状況把握に努め、保護者、保証

人と連絡をとって問題解決に当たり、学生が快適なキャンパスライフを送れるようアド
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バイスしている。

今後とも、教員間の連絡を密に、教員全員が力を合わせ、対処していく所存である。

Ⅱ－３ 教育改善への努力について

Ⅱ－３－ (１)

学生による授業評価を行っている場合はその概要を記述して下さい。行っていない場合

にはその事由等を記述して下さい。

学生による授業評価は、全学生を対象に毎年行っている。質問内容は、授業への取り

組み（６項目）、授業内容（４項目）、授業の進め方（６項目）、全体的評価（１項目）、

授業の感想（自由記述）などから構成されている。

主な項目に対する結果は下表のとおりである。授業に対する学生の評価は概ね良好で

あり、満足度は高いと判断できる。

学生による授業評価 平成 21 年度前期

質 問 項 目 （５段階評定） 平均 標準偏差

①授業内容がシラバスの学習目標と合致していたか 3.81 0.95

②授業内容のレベル 3.90 1.00

③授業の進度（速さ） 3.89 1.03

④教員の説明の仕方の分かりやすさ 3.99 1.05

⑤教材・資料の活用 4.01 1.00

⑥学生の質問に対する教員の回答の適切さ 4.02 1.01

⑦授業の満足度 4.00 1.03

◆参考資料② 「授業評価アンケート」、「授業評価報告書」を参照。

Ⅱ－３－ (２)

短期大学全体の授業改善（ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）活動等）への組

織的な取組み状況について記述して下さい。また短期大学の責任者（以下「学長等」とい

う）は授業改善の現状について、どのように受け止めているかを記述して下さい。

授業改善への取り組みは、ＦＤ委員会が主体となって行っており、それには、①学生

による授業評価、②ICT（情報通信技術）講習会、③授業公開、④授業改善のためのチ

ェックリストによる教員へのアンケート調査の４つがある。

① 授業改善への取り組み

授業評価の結果は、科目ごとに集計して教員に返却され、教員はその結果を考察して

授業の反省を行い、次年度に向けての改善・工夫すべき点等について報告書を提出する。

提出された報告書は、学生がいつでも閲覧できるように、本学図書館で公開している。
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② 専任教員のICT（情報通信技術）講習会

専任教員の ICT（情報通信技術）能力の向上のために講習会を開催し、教員の力量を

高めるよう、取り組んでいる。

平成21年度はワードによる文書校正とエクセルによる作表について行ったが、教員の

ICT 能力には差があることが分かったので、次回実施する場合には、能力別グループに

分けて行う予定である。

③ 授業公開

平成 21 年度は 11 月末～ 12 月初旬に授業公開週間を設定し、学内の教員に公開した。

授業を参観した教員には意見感想等を記述したカードの提出を求め、その結果をもとに

して意見交換会が開催された。教員は、授業公開には協力的であり、今後の授業改善に

役立てて行くため、次年度も授業公開週間を実施する予定である。

④ 授業改善のための教員に対するアンケート調査

授業公開と同時期に、ＦＤ委員会では「授業改善のためのチェックリスト」を、名古

屋大学高等教育研究センターが開発した授業改善提案を参考に作成し、全専任教員に対

して調査を行った（平成21年12月）。その結果をＦＤ委員会が集計してＦＤ検討会で報

告し、今後の授業改善に役立てていくことにした。

平成20年度にＦＤ委員会規程を作成し、ＦＤ活動の根拠が築かれた。そして、平成21

年度では、ICT 講習会、授業公開、授業改善のための教員に対するアンケート調査など

を行い、さらに、事務系職員は学外で開催される諸種のＳＤ研修会に参加するなど、全

体としてみると、ＦＤ・ＳＤ活動が活発に行われるようになった。

以上のような現状をふまえ、今後は授業改善のためにＦＤ活動等をさらに充実させて

いきたいと考えている。

◆参考資料② 授業効果に関する報告書を参照。

Ⅱ－３－ (３)

担当授業について教員間の意思の疎通や協力体制、または兼任教員との意思の疎通につ

いて、学科長等は現状をどのように受け止めているかを記述して下さい。

① 保育学科

基本的なカリキュラムについては、教務担当者が中心となり教育目標に添ったカリキュラ

ムの検討を行い、教員間の理解を深めている。

また、学科会や学科内委員の会議を毎週設定し、授業や学生指導についての問題点を定期

的に話し合っている。教員個々が担当する授業については、担当者が授業の内容や方針を定

めシラバスに明記して、教員間の意思の疎通や協力体制を図っている。
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専任教員と非常勤講師との協力体制については、授業担当者会を前期、後期の年２回開催

し、学生指導や授業方法、授業内容等の情報交換の機会を設けている。平成21年度は７月に

第１回を行い、学生の授業態度、個々の学生について等情報交換を行うとともに、保育の本

質・目的の理解に関すること、保育の対象の理解に関すること、保育の内容・方法の理解に

関すること、授業規律の徹底を図ること等、授業改善に向けての意見交換がなされた。第２

回目は３月に行われ、学生についての情報交換を行ったほかに、前述の平成22年度から改訂

される新しいカリキュラムについて共通理解を図った。

以上のような現状から、教員間・非常勤教員との意思の疎通や協力体制はよく行われて

いると受け止めている。

② コミュニケーション学科

担当授業に関しては、カリキュラム構成の段階で学科会により協議し、コミュニケー

ション学科の教育方針の実現に向けて適切と思われる科目を配分している。学科会や必

要に応じて招集する専任教員ミーティングにおいて、情報交換と協力体制を効果的に実

行するよう努めている。非常勤教員との意思の疎通については、学科長が一層連絡者と

しての役目を果たすよう心掛けるべきと考える。

◆参考資料③ ＦＤ委員会規程を参照。

Ⅱ－４ 特記事項について

Ⅱ－４－(１)

この《Ⅱ教育の内容》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、例えば、他の教育

機関との単位互換制度、習熟度別授業、情報・メディア教育、国際理解教育、海外研修制

度、インターンシップ、女子教育の伝統継承と発展への取組み等、学科等において努力し

ていることがあれば記述して下さい。

単位互換制度については、コミュニケーション学科において、平成８年度から東京電

機大学と、平成11年度から大東文化大学と実施している。平成21年度は両大学の授業を

受講した学生はいなかったが、今後は積極的に受講するよう、学生に勧めていきたい。

習熟度別授業については、コミュニケーション学科における外国人留学生の日本語教

育に関する科目について、能力別に中級、上級にクラスを分けて実施している。

海外研修制度については、コミュニケーション学科の科目として、海外英語演習、海

外中国語演習が開設され、約10日間のプログラムが組まれている。平成20年度は、海外

英語演習に４名が参加し、アメリカ合衆国ワシントン州のクラークカレッジで約10日間

の研修を行ったが、平成21年度は、海外英語演習、海外中国語演習とも、参加希望者が

少なかったため実施しなかった。渡航・滞在費用等の問題があるが、今後とも、学生に

はできるだけ参加するよう、勧めていきたい。
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インターンシップについては、コミュニケーション学科の科目として開設しており、

10回程度の事前学習と２週間程度の就業体験を実施している。平成21年度の実績として

は、12名が受講した。学科としては、実習先の開拓をするとともに、できるだけ受講す

るよう、勧めている。

情報・メディア教育については、コンピュータの授業でパソコンスキルの上達を図る

他に、メール利用上のマナー、インターネット利用における個人情報の保護について指

導し、さらにパソコン資格検定試験への挑戦を促している。

Ⅱ－４－(２)

特別の事由や事情があり、この《Ⅱ教育の内容》の評価項目や評価の観点が求めること

が実現（達成）できないときはその事由や事情を記述して下さい。

特になし。

添付資料② 学生便覧等、学習等について学生に配布している印刷物

添付資料③ シラバスあるいは講義要項

参考資料① 選択科目の履修について記載している印刷物

参考資料② 学生による授業評価票

参考資料③ ＦＤ活動の組織（ＦＤ委員会等）についての規程
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Ⅲ 教育の実施体制

Ⅲー１ 教員組織について

Ⅲ－１－（１）

現在の専任教員数を下表を例にして作成して下さい。

専任教員数 平成 22 年5月1日現在

専 任 教 員 数 設置基準で定 助 備

学 科 名 める教員数 〔ハ〕

教 授 准教授 講 師 計 〔イ〕 〔ロ〕 手 考

保育学科 5 1 3 9 8(3) － － － 教育学・保育学関係

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 3 4 0 7 5(2) － 文学関係

（小 計） 8 5 3 16 13(5) － － －

〔ロ〕 － － － － － 3(1) － －

（合 計） 8 5 3 16 13(5) 3(1) － －

〔注意〕

１．上表の〔イ〕とは短期大学設置基準第 22 条別表第１のイに定める学科の種類に応じて定める教員

数（昼間または夜間において授業を行う学科が通信教育をあわせ行う場合には、短期大学通信教

育設置基準第９条第２項に定める教員数を含む）をいう。

２．上表の〔ロ〕とは短期大学設置基準第 22 条別表第 1 のロに定める短期大学全体の入学定員に応じ

て定める教員数をいう。

３．上表の〔イ〕および〔ロ〕の欄の（ ）には、短期大学設置基準第 22 条別表第 1 のイの備考第 1

号に定める教授数を記入した。

Ⅲ－１－（２）

短期大学の教員にふさわしい資格と資質の有無については、訪問調査の際に、教員の個

人調書（①履歴書、②研究業績書、③担当授業科目名、④その他）を提示していただきま

す。したがって個人調書をこの報告書に添付する必要はありません。

教員の個人調書は訪問調査時に提示する。

Ⅲ－１－(３）

教員の採用、昇任が適切に行われている状況を記述して下さい。その際、選考基準等を

示した規程等があれば訪問調査の際にご準備をお願いいたします。

教員の採用、昇任は、人事委員会規程、教授会規程、教員資格審査規程、教員資格審

査基準に則り実施している。平成 20 年度から、短期大学設置基準に準拠しながら、教

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ⅲ 教育の実施体制
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員選考規程、実務家教員基礎資格基準等の規程を整備した。

審査は、教員資格審査委員会を設け、学歴、職歴、教育研究業績、社会的活動、その

他について慎重に審査を行い、その結果を理事長への具申、教授会での審議を行い、最

終的には理事会の承認を得て採用､昇任が行われている。

Ⅲ－１－（４）

教員の年齢構成について下表を例に現状を記載して下さい。

専任教員の年齢構成表 平成 22年 4 月 1日現在

年齢ごとの専任教員数（助教以上） 助手等の 備

70 以上 60～ 69 50～ 59 40 ～ 49 30～ 39 29以下 平均年齢 平均年齢 考

合計人数

(16人) 0 8 2 5 1 0 54.8

割 合(%) 0 50.0 12.5 31.3 6.3 0 100

Ⅲ－１－（５）

専任教員は、(a)授業、(b)研究、(c)学生指導、(d)その他教育研究上の業務に対して意

欲的に取り組んでいるか。また上記4つの分野の業務取組み状況にはどのような傾向があ

るかを学長等が記述して下さい。その際、過去3ヶ年（平成19年度～21年度）程度の教員

の担当コマ数（担当コマ基準、平均担当コマ数等を含む）、 教員の研究業績、教員が参画

する学生指導の業務、教員が参画するその他の教育研究上の業務概要を示して下さい。

(a) 授業

過去３年の担当コマ数(年間平均）は、下表に示すとおりである。本学の専任教員の

担当コマ数基準は就業規則において８コマとしている。

専任教員の担当コマ基準と担当コマ数（平成19年度～21年度)

年 基 準 ~1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 6.5 7.0 7.5 合計

度 コ マ コマ コマ コマ コマ コマ コマ コマ コマ コマ コマ コマ コマ コマ (人)

H19 8 2 1 1 4 3 3 3 1 17

H20 8 1 1 1 3 3 3 4 1 17

H21 8 2 1 2 1 3 2 4 1 16

各教員の授業への取り組み、改善等については「学生による授業評価アンケート」の

結果が参考になる。

また、ＦＤ委員会の企画による教員間で授業公開を行い、他教員から見た授業改善の

ための情報交換を行っている。



- 33 -

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ⅲ 教育の実施体制

(b) 研究

教員の研究業績については、教員の研究活動全般の項（81 ページ）に示されている

が、過去３年間で何らかの研究成果をあげている。教員は日本語学校や高校訪問、体験

学習や教育実習の巡回・指導などで多忙であり、その合間を縫って研究業務を行ってい

る。教育と研究は車の両輪のごとく、どちらも重要であることから、教員は研究におい

ても一層成果を上げるよう努力している。

平成 21 年度は、子ども教育センターの事業として、「幼児の心を育てる保育者養成の

実践的研究－授業改善に向けて－」を行ってその成果を報告書としてまとめ、さらに学

内教員の共同研究による科学研究費補助金（基盤研究 B）の申請を行って外部資金の獲

得に努力するなど、学内教員による共同研究の推進に取り組んでいる。

(c) 学生指導

本学は入学定員 150 名（コミュニケーション学科 70 名、保育学科 80 名）の小規模短

期大学である。そのため学生と教員の距離は極めて近い。学生の顔、氏名、人物等をほ

ぼ把握しており、クラス担任、学生支援委員会、進路指導委員会においてきめ細かな学

生指導が行われている。

保育学科においては、毎週月曜日の午前 8 時 30 分より 30 分程度、ミーティングを実

施し、主に学生に関する情報交換を行い、学生指導に役立てている。コミュニケーショ

ン学科では､オフィスアワーを設けて､教員が学生指導にあたっている。

(d) その他教育研究上の業務

子ども教育センターでは、鳩山町地域子育て施設である「つどいの広場（ぽっぽ）」

の運営に協力しているが、その活動と成果を「大学が連携する地域子育て支援」調査報

告書（平成 20 年度）及び「幼児の心を育てる保育者養成の実践的研究－授業改善に向

けて－」(平成 21 年度）としてとりまとめた。

(a)~(d)の業務取組み状況について

授業については、就業規則上は 8 コマとしているが、それを超えている教員はいない。

しかし、教員の業務の現状は、実習の事前打ち合せと巡回指導、入学者確保のための高

校及び日本語学校の訪問、各種委員会活動、オープンキャンパス、入試相談会、入学試

験、学内行事開催をするときの学生への事前指導など、授業の他に多くの業務をこなし、

きめ細かな学生指導を行っている。

研究については、教員は単に学生の教育・指導にあたるだけでなく、大学教員として

研究業績を上げ、研修に努める必要がある。現状を見ると、それなりに研究活動をして

いるが、今後は、現状に甘んずることなく、一層、意欲的に取り組んでいくよう、啓蒙

していきたい。
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Ⅲ－１－（６）

助手、副手、補助職員、技術職員等を十分に、あるいは可能な限り配置しているか。ま

た助手等が教育研究活動等において適切に機能しているかを学長等が現状を記述して下さ

い。

本学においては、助手等は配置していない。

Ⅲ－１－（７）

2以上の校地（校地が隣接はしていないものの極めて近接しており、学生に対する日常

的な 学習相談、進路指導、厚生補導等が支障なく行うことができる体制にある場合など例

外的な場合以外）において教育研究を行う場合においては、それぞれの校地の専任教員の

配置状況について記述して下さい。

本学は、1 校地でのみ教育研究を実施している。

Ⅲ－２ 教育環境について

Ⅲ－２－（１）

校舎・校地一覧表を下の表を例に作成して下さい。

校舎について、まず短期大学設置基準第31条（通信教育学科を置く短期大学の場合には

短期大学通信教育設置基準第10条を含む）の規定による短期大学全体の基準面積（基準面

積を算出する計算式を含む）を示して下さい。また校舎を法人が設置する他の学校等と共

用している場合は、他の学校の校舎の基準面積も記載して下さい。 さらに校舎の配置図、

用途（室名）、専用・共用の別を示した各階の図面を準備しておいて下さい。なお主要校

舎については訪問調査の際にご案内いただきます。

校舎・校地一覧表 平成 22年 5月 1日現在

収容定員 校 舎 校 地

基準面積 現有面積 差 異 基準面積 現有面積 差 異

短期大学 300 人 3,650 ㎡ 7,151 ㎡ 3,501㎡ 3,000 ㎡ 67,306㎡ 64,306㎡

その他共用 0 ㎡ 0 ㎡

計 7,151 ㎡ 67,306㎡

基準面積の計算式

校舎：2,350㎡（保育学科 160 人）+1,300㎡（コミュニケーション学科 140 人）

＝3,650㎡

校地：300人×10㎡＝3,000㎡

※基準面積とは、短期大学設置基準等、各学校の設置基準で定める面積とします。
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〔注意〕 １．この項には図面（全体図、校舎等の位置を示す配置図、校地間の距離・校地間の交

通手段等を含む）を準備しておいて下さい。

２．主要校地については訪問調査の際にご案内いただきます。

３．基準面積を算出する計算式については、表外に記載して下さい。

◆参考資料⑥ 便覧 129 ～ 131 項参照。

Ⅲ－２－（２）

校地・校舎について、他の学校等との共有部分がある場合は、教育研究上の支障が生じ

ないように、どのような措置をとっているかについても記述して下さい。

他の学校等との共有はない。

Ⅲ－２－（３）

教育研究に使用する情報機器を設置するパソコン室、マルチメディア室、学内ＬＡＮ、

ＬＬ教室及び学生自習室の整備状況（機種、台数等を含む）について記述して下さい。ま

たその使用状況（使用頻度等）についても記述して下さい。なお、２以上の校地において

教育研究を行う場合においては、校地ごとに記述して下さい。

平成 17 年にインターネット回線の 100Mbps への高速化を行い、学内 LAN の再構築を

図って今日に至っている。

授業で使用する施設の利用状況は一週間あたり約７コマ程度であり、授業外の開放時

では、学生は、レポート作成とそのデータ収集、情報検索の練習などでよく利用してい

る。

情報機器の機種、台数

情 報 機 器 機 器 の 種 類 台 数 備 考

208 教室 FMV-6000SL、モニター 各31 学生用、授業以外も開放

モニター、FMV-6000SL、スキャナ 各1 教員用

富士通PRIMERGY、液晶プロジェクター 各1 管理用サーバー

201教室 ＬＬシステム、ホームシネマプロジェクタ,フ 授業用（プロジェクタを利用する

ロントスクリーン,DSPAVアンプ等 1式 授業で使われる）

図書館 モニター、DELL DIMENSION1100 各1 学生は自由に使用可

進路フロア モニター、DELL DIMENSION1100 各 4

ﾚｰｻﾞ-ﾌﾟﾘﾝﾀ 1
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Ⅲ－２－（４）

授業用の機器・備品の整備状況及び整備システム（管理の状況、整備計画等を含む）に

ついて、その概要を記述して下さい。2以上の校地において教育研究を行う場合において

は、校地ごとに記述して下さい。なお機器・備品の整備状況については訪問調査の際に校

舎等をご案内いただく際にご説明いただきます。

コンピュータ関係は、授業に支障のないようにネットワーク委員会が管理、整備を行

っている。視聴覚教室、芙蓉館の AV システム関係は事務局技術職員が保守・管理を行

っている。

音楽演習室は、保育学科を新設した際に、旧教室を改造して個人練習用のピアノレッ

スン室に当てているため、室数が不足している。不足分は芙蓉館ホールでレッスンする

ようにしてカバーしているが、できるだけ早い時期に十分な広さを持った音楽演習室と

室数の確保が必要である。財政的な問題もあるが、平成 22 年度以降、整備計画を立て

て検討していく所存である。

授業用機器・備品

教 室 器 具・装 置 名 称 台数 備 考

コンピュータ室 パソコン FMV-6000SL 32台 デスクトップ

（208教室） サーバ 1台

プリンター エプソン 2 台 カラー、モノクロ各１台

プロジェクタ 1台

スキャナー エプソン 1台

視聴覚室（203教室） AVシステム 1式 プロジェクター・アンフﾟ等

音楽演習室（317教室） アップライトピアノ 12台

電子ピアノ 27台

芙蓉館（ホール） グランドピアノ、電子ピアノ 2台 各１台

AVシステム 1式 各１台

テレビ、プロジェクタ 1台

体育館 グランドピアノ １台

トランポリン 3台

マット 14枚

跳び箱、平均台 4 台 各２台

ゴールポスト 4台

Ⅲ－２－（５）

校地、校舎の安全性、障害者への対応、運動場、体育館、学生の休息場所等について記

述して下さい。訪問調査の際にご案内いただき、ご説明願います。
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① 校地、校舎の安全性

校地は、緑豊かな林に囲まれており、周囲には自然遊歩道、公園などがあるため、自

然散策、散歩を楽しむ人が多く訪れるが、比較的安全といえる。また外部からの不審者

や侵入者を防ぐため、校地内には校門をはじめ要所要所に監視カメラが設置されて、事

務室内のモニターテレビに映し出され、記録されるなど、常時、監視体制が取られてい

る。

平成 20 年度に、教育棟と芙蓉館との間に屋根付き渡り廊下を整備したため、雨天時

の往来が非常にスムーズになった。

② 障害者への対応

校舎は、自然丘陵の地形を活かして造られているため校舎内は階段が多い。そのため

身体に障害のある学生の入学に備え、主な階段には手摺を設置し、車椅子も備えて、必

要に応じて教職員が介助する体制をとってある。

③ 運動場は、テニスコート２面の広さを有し、テニス、ミニサッカー、ハンドボール

などが可能である。

④ 体育館は、幕構造の屋根で自然光を取り入れ、雨天でも明るい。夜間照明装置もあ

るので昼夜使用可能である。広さはバレーコート２面をとれる広さであり、バスケット

コートとしても利用されている。問題は、側壁がコンクリートむき出しのため反響音が

大きく、音声が聞き取りにくいことである。側壁に吸音板を張り付けるなどの改装が必

要であるが、財政的な問題もあるので、平成 22 年度以降、年次的計画を立てて整備し

ていきたい。

⑤ 学生の休息場所

学生の休息場所等については、芙蓉館（カフェテリア）があり、昼食時のみならず、

授業の合間の休憩・憩いの場として学生によく利用されている。また正面玄関ロビー空

間には、ミニカフェ風のリフレッシュスペースが設けられており、清涼飲料水の自動販

売機も設置されているので、学生にはよく利用されている。

さらに体育館エントランス、本校舎２階廊下には学生用休憩場所を設けるなど、休憩

スペースは十分確保されている。

Ⅲ－３ 図書館・学習資源センター等（以下「図書館等」という。）について

Ⅲ－３－（１）

図書館等の概要について、全体の配置図、座席数、年間図書館予算、購入図書等選定シ

ステム、図書等廃棄システム、司書数、情報化の進捗状況等を含めて記述して下さい。な

お、図書館等には訪問調査の際にご案内いただきます。
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① 図書館の概要、配置図及び座席数

本学図書館は、平成元年に山村女子短期大学開学と同時に開館された。周囲の自然が

豊かなため館内は大変静かで、西側壁面一面に大きな窓を配しているため採光がよく、

明るく快適な学習環境を提供している。

図書館は、本部棟の半地下１階に位置し、専用延べ床面積は 406 ㎡、図書収容能力は

４万冊である。

② 座席数

閲覧席 56 席、オーディオコーナー 12 席、雑誌閲覧席 16 席、その他４席であり、閲

覧机は 12（４人掛け × ８、６人掛け × ４）である。また、オーディオコーナーでは、

現在 CD・DVD・ビデオ・LD が視聴可能である。

③ 年間図書館予算

平成 21 年度の図書予算は約 100 万円である。

④ 購入図書等選定システム

図書・紀要委員会を中心に、一般図書と分野別専門図書について、学科別選書・教員

別選書を実施している。学科別選書は、主に分野別専門（言語・文化、情報・ビジネス、

日本語・日本事情、保育内容、福祉・心理）について選定を行っている。教員別選書は、

年度初め（一部は後期初め）に全教員（専任・非常勤）に対し「教科参考図書購入願」

の用紙を配布し、学生の学習参考とすることを基本として選書を行っている。その他に

リクエスト箱の設置及びアンケートを実施して、学生の希望を反映させている。

⑤ 図書等廃棄システム

図書等の廃棄システムに関しては、平成 20 年度に「山村学園短期大学図書館図書資

料除籍要領」を制定し、その要領に基づき除籍処理を行っている。

⑥ 司書数

図書館業務遂行及び蔵書管理など中心的な役割を果たす司書は１名である。その他に

非常勤職員２名を交代で図書館業務にあてている。

⑦ 情報化の進捗状況等

図書管理貸出システムは、平成 20 年度、「CASAplus 図書館資料管理システム（日版）」

を導入した。その他に学生用パソコンが２台あり、インターネット利用が可能である。

本館は開架式であるため学生用の蔵書検索は実施しておらず、図書館職員が対応してい

る。
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⑧ 配置図

LD LD
DVD DVD
VTR VTR CD 視聴コーナー

CD (8 台)

高橋文庫(社会教育等) 他

大

高橋文庫(社会教育等) 学

の

洋 書 紀

洋 書 要

政 治、経 済、法 律

中 国 関 連

中 国 関 連

日 本 史、埼 玉 関 連

世 界 史、自然科学、コ

ンピュータ

外 国 文 学

日 本 文 学

日 本 文 学

民 俗 学、哲 学

社会学、教育学

教科参考図書、 心理、教育

芸 術、医 学

日本語、外国語、辞典

保 育 関 連 図 書

絵本工作集 保育雑誌 ＰＣ 英 語、辞 典、検 定 ＰＣ

白 書、百科事典、美術書

寄 贈 文 庫

ﾘｰﾌﾚｯﾄ等 一般雑誌 ｺﾋﾟｰ

視

聴

覚

カウンター 資

料

靴 棚 出入口

書

架

閲

覧

机

書架・雑誌架

ﾘｸｴｽﾄ箱

貸出･返

却･閲覧

受付・

質問等

閲覧用ｿﾌｧｰ 新聞架
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Ⅲ－３－（２）

図書館に備えられている蔵書数（和書、洋書、学術雑誌数、AV資料数等）を下表を例に

作成して下さい。

図書館蔵書数一覧 平成 22 年５月１日現在

和 書 洋 書 学 術 雑 誌 AV 資 料

冊(種･点)数 32,250 冊 3,004 冊 25 種 381 点

Ⅲ－３－（３）

図書館等には学生が利用できる授業に関連する参考図書、その他学生用の一般図書等は

整備されているか。また学生の図書館等の利用は活発かを、図書館等の責任者（図書館長

等）が現状をどのように捉えているかを記述して下さい。

① 整備状況

授業に関連する参考図書、学生用一般図書、専門雑誌等は整備されている。さらに授

業担当教員による授業関連参考図書の選書により、教科参考図書コーナーを設けている。

教科参考図書受け入れ冊数

年 度 平成 19 度 平成 20 年度 平成 21 年度

受入冊数 55 冊 82 冊 92 冊

② 利用状況等

保育学科学生の保育関連の利用や留学生の日本語学習用の利用が目立っているため、

保育関連の書棚を設置し、貸出カウンター上に日本語学習・編入・就職・レポート作成

の関連書を集め、設置している。職員が近くにいるので相談しやすいのが利点である。

教員別の教科参考図書も高書架の中でも入口に一番近い棚に設置することにより、学生

が頻繁に利用している。また、教科参考図書コーナー及び保育幼児教育図書コーナーは、

授業や実習準備及びレポート作成等、学生の利用は特に試験期間が多くなっている。

館内にリクエスト箱を設置して学生の希望を募り、予算の許す限り、内容を確認した

上で受け入れている。その他、隔年で全学アンケートを実施している。選書された図書

等資料は「図書館便り」に掲載して全学生に配布するとともに館内掲示も行っている。

年度初め、1 年生を対象に図書館ツアーを実施し、利用方法を説明している。その他

にも、教員が事前予約により図書館で授業を行うなどにより活用している。

また、現在ある蔵書をアピールし活用するよう、季節・話題・教養・学習参考など幅

広い範囲でテーマを考えて展示を行っている。頻繁に新しい展示を提供することにより

（同時に複数展示する場合もある）、学生が図書館に親しみを感じ身近ではなかった図
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書にも興味をもてる環境を提供するよう努めている。

入館者数 平成 22 年 3 月 31 日現在

年度 19 年度 20 年度 21 年度 年度 19 年度 20 年度 21 年度

月 人数/日数 人数/日数 人数/日数 月 人数/日数 人数/日数 人数/日

4 月 281/19 253/16 546/18 10 月 405/22 687/22 931/21

5 月 310/21 466/21 604/18 11 月 393/20 574/18 785/19

6 月 403/21 524/21 847/22 12 月 255/12 770/16 688/16

7 月 527/22 759/23 1345/22 1 月 652/18 798 /17 1194/16

8 月 － 90/ 4 43/8 2 月 178/ 9 1 / 1 5/1

9 月 109/ 6 172/ 7 178/7 合 計 3513/170 5094/166 7166/168

（在籍数：平成 19 年度 269 人、平成 20 年度 278 人、平成 21 年度 232 人）

Ⅲ－３－（４）

図書館等からの学内外への情報発信、他の図書館等との連携等、現在の図書館活動につ

いて、図書館長等がどのように受け止めているかを記述して下さい。

本館は小規模館であるが、大学図書館として他館との連携は大変重要である。特に、

近隣大学との関わりの中で果たす役割は大きい。開学当初から埼玉県大学・短期大学図

書館協議会(SALA)に加盟し、互いに情報交換を行っている。

埼玉県大学・短期大学図書館協議会(SALA)に加盟しているため、「共通閲覧証」を使

用した埼玉県内の他大学図書館との相互利用が可能であるが、平成 19・20・21 年度と

も利用がない。その原因として、他大学へ出向く手間（事前予約が必要・閲覧のみで借

り出し不可）や、カリキュラムに卒業論文がないこと、毎年、教科参考図書や保育幼児

教育図書のコーナーの充実に努めていること、レポート作成のためのインターネット利

用が増加していること等が考えられる。他大学学生の本館利用がないことについては、

規模を考えると妥当と思われる。同様に国立国会図書館からの借り出しについても現状

では利用がない。また、情報（資料）の共有化が急がれる中、本学としてもその役割を

果たして行かなければならず、平成 20 年度には図書館管理システムの更新を行った。

文献複写依頼については平成 19 年度に他館から 2 件あったが、20、21 年度はなかった。

本学は 2 学科合わせて 1 学年 150 名の小規模な短期大学であり、そのため、きめ細か

いサービスができる等の利点がある。テーマ展示を実施し、旧蔵書の活用も含め、利用

者サービスに努めている。

Ⅲ－４ 特記事項について

Ⅲ－４－（１）

この《Ⅲ教育の実施体制》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、例えば外国人

教員の採用、授業の公開、学習評価活動等、努力していることがあれば記述して下さい。
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ＦＤのため、教員間で授業公開を実施している。

Ⅲ－４－（２）

特別の事由や事情があり、この《Ⅲ教育の実施体制》の評価項目や評価の観点が求める

ことが実現（達成）できないときはその事由や事情を記述して下さい。

特になし。

参考資料④ 教員の個人調書（①履歴書、②研究業績書、③担当授業科目名等、④そ

の他）

※「②研究業績書」については、評価領域Ⅵの〈参考資料〉と同じもので結構です。

参考資料⑤ 教員選考基準を示した規程等

参考資料⑥ 校舎、校地に関する図面（全体図、校舎等の位置を示す配置図、用途（室

名）を示した各階の図面、校地間の距離、校地間の交通手段等）

参考資料⑦ 図書館等の規程
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Ⅳ 教育目標の達成度と教育の効果

Ⅳ－１ 単位認定について

Ⅳ－１－(１)

次の「単位認定の状況表」を例に、単位認定の方法と評価の実態を記載して下さい。な

お、この表は平成２１年度卒業生が入学時より卒業までに履修した科目について作成して

下さい。

① 保育学科

保育学科の単位認定の状況表

種 授業科目名 授業形態 履修 主な単位認定の 単位取得状況(％) 最終の評価(％)

別 人数 方法 本試 再試等 計 A+ A B C D F

経済学 講義 1 試験 0 0 0 0 0 0 0 0 100

日本国憲法 講義 75 試験 96 4 100 4 32 40 24 0 0

心理学 講義 13 試験 92 0 92 46 8 31 8 0 8

教 社会学 講義 7 試験･ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 71 0 71 0 71 0 0 0 29

文学 講義 0 ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 0 0 0 0 0 0 0 0 0

養 体育講義 講義 74 試験･小ﾃｽﾄ 100 0 100 3 34 38 26 0 0

体育実技 実技 75 平常点 100 0 100 4 43 47 7 0 0

科 英会話Ⅰ 演習 75 試験 100 0 100 32 45 13 9 0 0

英会話Ⅱ 演習 1 試験･平常点 100 0 100 0 0 100 0 0 0

目 中国語会話Ⅰ 演習 5 試験･平常点 100 0 100 60 20 20 0 0 0

中国語会話Ⅱ 演習 1 試験･平常点 100 0 100 100 0 0 0 0 0

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ基礎演習 演習 75 平常点 100 0 100 65 35 0 0 0 0

コンピュータ演習Ａ 演習 12 試験･平常点 92 0 92 83 8 0 0 0 8

コンピュータ演習Ｂ 演習 12 試験･平常点 100 0 100 67 0 33 0 0 0

保育の 社会福祉概論 講義 80 試験 85 10 95 14 21 25 35 5 0

本質・ 社会福祉援助技術 演習 75 試験 84 16 100 55 28 13 4 0 0

目的の 児童福祉 講義 75 試験 95 5 100 31 21 29 19 0 0

理解に 児童福祉Ⅱ 講義 13 平常点 100 0 100 31 62 8 0 0 0

関する 保育原理 講義 78 試験･平常点 91 9 100 3 23 41 29 4 0

科目 養護原理 講義 75 レポート 95 5 100 7 44 27 23 0 0

教育原理 講義 78 試験 100 0 100 0 100 0 0 0 0

発達心理学 講義 76 試験 93 7 100 12 34 21 33 0 0

保育 発達心理学Ⅱ 講義 29 試験･発表 66 0 66 31 14 14 7 21 14

の対 教育心理学 講義 78 試験 79 21 100 13 19 29 38 0 0

象の 小児保健 講義 76 試験 99 1 100 13 37 36 13 0 0

理解 小児保健実習 実習 77 試験･平常点 99 1 100 25 34 30 10 0 1

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ⅳ 教育目標の達成度と教育の効果
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種 授業科目名 授業形態 履修 主な単位認定の方 単位取得状況(％) 最終の評価(％)

別 人数 法 本試 再試等 計 A+ A B C D F

に関 小児栄養 演習 76 試験 42 58 100 20 21 17 42 0 0

する 精神保健 講義 75 試験･平常点 81 19 100 37 27 13 23 0 0

科目 家族援助論 講義 75 試験 93 7 100 28 33 15 24 0 0

保育臨床相談 講義 78 試験 97 3 100 14 50 28 8 0 0

保育内容総論 演習 80 試験･平常点 96 4 100 21 29 18 33 0 0

保育 保育内容健康 演習 79 試験･小ﾃｽﾄ 99 0 99 6 33 33 27 0 1

の内 保育内容人間関係 演習 79 試験 94 5 99 10 29 32 28 0 1

容・ 保育内容自然 演習 79 ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 99 0 99 1 29 54 14 0 1

方法 保育内容環境 演習 78 試験 94 6 100 15 40 27 18 0 0

の理 保育内容表現Ⅰ 演習 80 試験、平常点 100 0 100 16 63 19 3 0 0

解に 保育内容表現Ⅱ 演習 79 ﾚﾎﾟｰﾄ･作品 92 6 99 18 41 34 6 0 1

関す 保育内容言葉 演習 80 試験 95 5 100 39 36 18 8 0 0

る科 乳児保育 演習 76 試験 99 1 100 0 12 36 53 0 0

目 障害児保育 演習 75 試験 100 0 100 20 37 33 9 0 0

障害児保育概論 講義 25 試験 88 0 88 4 20 60 4 0 12

養護内容 演習 77 試験･ﾚﾎﾟｰﾄ 99 0 99 1 18 73 6 0 1

教職に 教職概論 講義 79 試験 100 0 100 8 52 32 9 0 0

関する 教育方法･技術論 講義 79 試験 100 0 100 9 46 37 9 0 0

科目 教育課程論 講義 79 試験 94 6 100 47 23 22 9 0 0

音楽Ⅰ 演習 80 試験 98 3 100 23 55 21 1 0 0

基 音楽Ⅱ 演習 79 試験 99 0 99 24 66 9 0 0 1

礎 図画工作Ⅰ 演習 80 作品提出･平常点 100 0 100 10 61 26 3 0 0

教 図画工作Ⅱ 演習 81 作品提出･平常点 94 6 100 16 53 22 7 0 1

科 幼児体育Ⅰ 演習 80 平常点 100 0 100 20 58 19 4 0 0

科 幼児体育Ⅱ 演習 80 平常点 100 0 100 21 45 10 24 0 0

目 幼児体育Ⅲ 演習 78 平常点 97 3 100 13 41 29 17 0 0

生活 講義 77 試験 100 0 100 18 39 27 16 0 0

総合演習 演習 78 平常点･レポート 94 6 100 0 28 47 24 0 0

保育 生命倫理 講義 12 レポート 100 0 100 58 33 8 0 0 0

者の 自然環境論 講義 4 レポート 100 0 100 100 0 0 0 0 0

資質 カウンセリング論 講義 76 試験･平常点 100 0 100 9 43 41 7 0 0

を高 社会心理学 講義 12 試験 100 0 100 58 33 8 0 0 0

める 家族心理学 講義 7 試験 86 0 86 14 57 0 14 0 14

科目 青年心理学 講義 18 試験 83 6 89 22 17 33 17 0 11

現代家族論 講義 2 レポート 100 0 100 0 50 0 50 0 0

乳児小児救命法 講義・演習 75 実技試験･平常点 95 0 95 28 48 19 0 0 5

実習指導Ⅰ 実習 76 提出物･平常点 100 0 100 1 37 49 12 0 0
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種 授業科目名 授業形態 履修 主な単位認定の方 単位取得状況(％) 最終の評価(％)

別 人数 法 本試 再試等 計 A+ A B C D F

実習指導Ⅱ 実習 75 提出物･平常点 100 0 100 63 19 15 4 0 0

実 保育実習Ⅰ 実習 75 実習園の評価･日誌 100 0 100 40 45 13 1 0 0

習 保育実習Ⅱ 実習 75 実習園の評価･日誌 97 3 100 31 35 31 4 0 0

科 施設実習Ⅰ 実習 75 実習園の評価･日誌 100 0 100 15 41 44 0 0 0

目 施設実習Ⅱ 実習 0 実習園の評価･日誌 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育実習 実習 77 実習園の評価･日誌 99 0 99 18 30 48 3 0 1

研究 基礎演習Ⅰ 演習 76 提出物･平常点 100 0 100 12 34 43 11 0 0

理解 基礎演習Ⅱ 演習 75 提出物･平常点 100 0 100 27 16 29 28 0 0

② コミュニケーション学科

コミュニケーション学科の単位認定の状況表

種 授業科目名 授業形態 履修 主な単位認定の方 単位取得状況(％) 最終の評価(％)

別 人数 法 本試 再試等 計 A+ A B C D F

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基礎演習Ⅰ 講義･演習 51 試験･平常点 98 0 98 18 71 8 2 0 2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ基礎演習Ⅱ 講義･演習 50 試験･平常点 100 0 100 22 56 14 8 0 0

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ応用演習Ⅰ 講義･演習 55 試験･平常点 96 0 96 15 53 24 5 0 4

教 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ応用演習Ⅱ 講義･演習 54 試験･平常点 100 0 100 4 69 19 9 0 0

養 経済学 講義 15 レポート 93 7 100 0 53 33 13 0 0

科 日本国憲法 講義 17 試験 71 6 76 12 18 12 35 0 24

目 心理学 講義 25 試験 96 0 96 32 20 28 16 0 4

社会学 講義 23 試験･ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 96 0 96 9 39 48 0 0 4

文学 講義 24 ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 92 0 92 4 50 33 4 0 8

体育講義 講義 7 試験･小ﾃｽﾄ 71 0 71 0 0 43 29 0 29

体育実技 実技 20 平常点 95 0 95 5 45 35 10 0 5

英会話Ⅰ 演習 33 試験･平常点 97 3 100 45 33 21 0 0 0

英会話Ⅱ 演習 29 試験･平常点 90 0 90 14 28 48 0 0 10

中国語会話Ⅰ 演習 14 試験･平常点 100 0 100 21 57 21 0 0 0

中国語会話Ⅱ 演習 8 試験･平常点 88 0 88 25 63 0 0 0 13

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ基礎演習 演習 50 試験･ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 96 0 96 70 8 12 6 0 4

文 異文化間ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 講義 23 平常点 100 0 100 0 91 9 0 0 0

化 比較文化論 講義 30 試験･ﾚﾎﾟｰﾄ 97 0 97 20 40 33 3 0 3

コ 文化人類学 講義 27 試験･ﾚﾎﾟｰﾄ 81 0 81 4 22 37 19 0 19

ミ 民俗学 講義 18 試験 89 0 89 17 22 39 11 0 11

ュ 日本文化論 講義 24 ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 100 0 100 0 33 54 13 0 0

ケ 日本語表現法 講義 19 ﾚﾎﾟｰﾄ･課題･ 84 0 84 5 37 42 0 0 16

日本文学研究 講義 35 ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 94 0 94 6 54 23 11 0 6
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種 授業科目名 授業形態 履修 主な単位認定の方 単位取得状況(％) 最終の評価(％)

別 人数 法 本試 再試等 計 A+ A B C D F

｜ 海外文学研究 講義 28 試験･ﾚﾎﾟｰﾄ 100 0 100 57 32 11 0 0 0

シ 言語文化論 講義 25 ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 92 0 92 0 44 40 8 0 8

ョ 中国文化論 講義 7 ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 71 0 71 0 71 0 0 0 29

ン 国際交流 講義 26 ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 73 0 73 23 31 19 0 0 27

科 茶道演習 演習 15 平常点 100 0 100 20 67 7 7 0 0

目 子どもと表現 講義 12 平常点 92 0 92 8 67 17 0 0 8

子ども文化論 講義 13 ノート提出 100 0 100 0 85 8 8 0 0

児童文学 講義 17 ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 94 0 94 0 35 53 6 0 6

心 人間関係論 講義 33 ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 91 0 91 3 36 24 27 3 6

理 社会心理学 講義 16 試験 69 6 75 25 25 6 19 0 25

・ 発達心理学 講義 28 試験･平常点 79 7 82 4 21 18 39 4 14

福 臨床心理学 講義 22 試験 82 5 86 32 14 14 27 5 9

祉 家族心理学 講義 9 試験 67 11 78 11 22 22 22 11 11

コ カウンセリング論 講義 26 試験･平常点 96 4 100 15 31 27 27 0 0

ミ ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞの技法 講義 8 試験･ﾚﾎﾟｰﾄ 88 0 88 13 25 50 0 13 0

ュ 現代家族論 講義 8 試験 100 0 100 13 13 38 38 0 0

ニ 児童福祉 講義 3 試験 100 0 100 33 33 0 33 0 0

ケ 児童福祉Ⅱ 講義 2 平常点 100 0 100 0 0 50 50 0 0

｜ 乳児小児救命法 講義･演習 4 実技試験･平常点 75 0 75 0 50 25 0 0 25

ョ 福祉環境論 講義 1 試験･平常点 100 0 100 100 0 0 0 0 0

ン 社会福祉概論 講義 12 試験 92 0 92 8 25 42 17 0 8

科 高齢者･障碍者福祉論 講義 3 ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 100 0 100 33 67 0 0 0 0

目 ボランティア論 講義 11 平常点 91 0 91 36 18 0 36 0 9

ボランティア実習 講義･実習 6 実習評価･平常点 83 0 83 0 33 33 17 0 17

基礎英語Ⅰ 演習 25 試験･平常点 84 0 84 8 36 32 8 8 8

基礎英語Ⅱ 演習 24 試験･平常点 92 0 92 17 38 29 8 4 4

総合英語Ⅰ 演習 21 試験･平常点 100 0 100 29 38 19 14 0 0

言 総合英語Ⅱ 演習 21 試験･平常点 86 0 86 24 43 14 5 0 14

語 ﾎﾟｯﾌﾟｽｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ 演習 15 レポート 100 0 100 0 60 40 0 0 0

コ ｽｸﾘｰﾝｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ 演習 2 試験 100 0 100 50 50 0 0 0 0

ミ トラベル英会話 演習 5 試験 80 0 80 40 0 20 20 0 20

ュ ﾋﾞｼﾞﾈｽﾗｲﾃｨﾝｸﾞ演習 演習 17 試験･平常点 82 0 82 24 41 12 6 0 18

ニ 英文ワープロ演習 演習 11 試験･平常点 100 0 100 18 27 18 36 0 0

ケ 実用英文法 演習 10 試験･平常点 90 0 90 50 40 0 0 0 10

｜ 検定英語演習Ⅰ 演習 16 試験･平常点 94 0 94 63 19 13 0 0 6

シ 検定英語演習Ⅱ 演習 16 試験･平常点 94 0 94 69 25 0 0 0 6

ョ TOEIC英語演習Ⅰ 演習 5 平常点 80 0 80 0 60 20 0 0 20
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種 授業科目名 授業形態 履修 主な単位認定の方 単位取得状況(％) 最終の評価(％)

別 人数 法 本試 再試等 計 A+ A B C D F

ン TOEIC英語演習Ⅱ 演習 5 平常点 80 0 80 0 80 0 0 0 20

科 留学英語 演習 7 ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 86 0 86 29 14 43 0 0 14

目 中国語演習Ａ 演習 4 試験･平常点 100 0 100 50 50 0 0 0 0

中国語演習Ｂ 演習 4 試験･平常点 100 0 100 25 75 0 0 0 0

海外英語演習 演習 4 平常点 100 0 100 100 0 0 0 0 0

海外中国語演習 演習 0 平常点 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ワープロ演習Ａ 演習 44 試験･ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 95 0 95 70 18 5 2 2 2

ワープロ演習Ｂ 演習 9 試験 100 0 100 0 89 0 11 0 0

ワープロ演習Ｃ 演習 34 試験 88 0 88 71 9 3 0 6 12

ビ 表計算演習Ａ 演習 49 試験･ﾚﾎﾟｰﾄ･平常点 92 0 92 55 29 6 2 0 8

ジ 表計算演習Ｂ 演習 11 試験 64 0 64 0 55 9 0 9 27

ネ 表計算演習Ｃ 演習 37 試験 73 0 73 73 0 0 0 22 5

ス 情報システム論 演習 16 試験 94 0 94 0 25 6 56 0 13

コ 国際経済学 講義 10 レポート 90 0 90 10 40 10 30 10 0

ミ 現代企業論 講義 13 レポート 92 0 92 8 54 31 0 0 8

ュ 経営学 講義 22 試験 82 0 82 18 23 23 18 0 18

ニ 会計実務Ⅰ 講義 26 試験･平常点 100 0 100 31 42 15 12 0 0

ケ 会計実務Ⅱ 講義 23 試験･平常点 61 0 61 9 30 17 4 26 13

｜ ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝ 講義 2 試験 100 0 100 50 0 50 0 0 0

シ マーケティング論 講義 10 試験 90 0 90 20 20 30 20 0 10

ョ 販売管理論Ⅰ 講義 22 試験 82 0 82 27 27 18 9 0 18

ン 販売管理論Ⅱ 講義 23 試験 87 0 87 26 26 17 17 0 13

科 秘書実務 講義 27 試験･平常点 89 0 89 15 33 19 22 0 11

目 ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習 講義演習 10 レポート 100 0 100 50 10 10 30 0 0

観光ビジネス論 講義 12 試験･平常点 83 0 83 25 25 17 17 8 8

ｶﾗｰｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ演習 講義･演習 26 試験 85 0 85 23 31 23 4 4 15

インターンシップ 講義･実習 5 実習と実習報告 80 0 80 80 0 0 0 0 20

基礎リテラシーⅠ 講義 34 試験 88 9 97 12 74 12 0 0 3

自 基礎リテラシーⅡ 講義 35 試験 94 0 94 9 17 46 29 0 0

己 ビジネスマナー 講義 44 試験･平常点 95 0 95 20 30 41 5 0 5

実 ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 講義 36 平常点 100 0 100 33 44 22 0 0 0

現 応用人文科学演習 講義･演習 14 試験･レポート 93 0 93 21 36 36 0 0 7

科 応用社会科学演習 講義･演習 9 レポート 89 0 89 0 56 11 22 0 11

目 応用英語演習 講義･演習 3 試験･平常点 100 0 100 0 100 0 0 0 0

応用小論文演習 講義･演習 12 レポート･課題・平常 92 0 92 17 33 17 25 0 8

日本語読解Ⅰ 講義･演習 19 試験･平常点 89 5 95 42 26 26 0 0 5

日本語読解Ⅱ 講義･演習 21 試験･平常点 86 0 86 24 43 14 5 0 14
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種 授業科目名 授業形態 履修 主な単位認定の方 単位取得状況(％) 最終の評価(％)

別 人数 法 本試 再試等 計 A+ A B C D F

留 日本語音声表現Ⅰ 講義･演習 18 試験･平常点 89 0 89 28 50 11 0 0 11

学 日本語音声表現Ⅱ 講義･演習 14 試験･平常点 93 0 93 29 57 7 0 0 7

生 日本語作文Ⅰ 講義･演習 18 平常点 100 0 100 28 33 33 6 0 0

科 日本語作文Ⅱ 講義･演習 18 試験･平常点 100 0 100 6 33 39 22 0 0

目 日本語演習Ⅰ 講義･演習 16 試験･平常点 81 0 81 25 44 13 0 0 19

日本語演習Ⅱ 講義･演習 12 試験･平常点 75 0 75 25 50 0 0 0 25

日本語応用Ⅰ 講義･演習 12 試験･平常点 75 0 75 25 33 8 8 0 25

日本語応用Ⅱ 講義･演習 10 試験･平常点 90 0 90 20 70 0 0 0 10

日本事情Ⅰ 講義･演習 14 試験･課題･平常点 100 0 100 14 21 43 21 0 0

日本事情Ⅱ 講義･演習 13 試験 100 0 100 23 23 38 15 0 0

日本事情Ⅲ 講義･演習 2 レポート･平常点 50 0 50 50 0 0 0 0 50

日本事情Ⅳ 講義･演習 3 平常点 100 0 100 0 0 100 0 0 0

Ⅳ－１－(２)

学科長等がそれぞれの学科について、単位認定の方法、単位の取得状況及び担当教員に

よる評価の現状についてどのように受け止めているかを記述して下さい。

① 保育学科

ⅰ 単位認定の方法

単位認定の基本的な方法については保育学科履修規程に示されており、具体的な評価

方法については「保育学科の単位認定の状況表」の中の「主な単位認定の方法」のとお

りである。それによれば期末に行う試験（筆記）、レポートや実技試験だけでなく、日

頃から実施している小テスト、小レポートや作品などの提出物、実習に関する実習日誌

や園の評価、日常の授業への参加態度や出席状況などを総合的に評価するなどの工夫を

科目ごとにしている。これらの単位認定の方法は保育学科及びその科目の特徴、性質を

活かした評価の観点を反映したものであり、専門性、人間性、社会性が必要とされる保

育者養成という見地からみれば妥当なものであると考えている。

ⅱ 単位の取得状況を保育学科全体でみると、かなりの散らばりがあるが、平均すると

92.5 ％であり、単位取得率が高い。

また、F 評価（履修登録はしたが、その後欠席したり、履修を放棄したため評価不能

の者）の者が少ない。単位取得率が高いのは、本学科では評価を甘くしているというこ

とではなく、１学級 20 名以下の少人数制を行っているため、学生と教員間の距離が近

く、専任教員の研究室や非常勤教員の講師控室に気軽に質問や相談ができる学科全体の
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雰囲気や環境にあることによる。また、視聴覚教材の導入など、授業内容の理解に重点

を置いた指導の工夫の結果が反映されているとみている。

② コミュニケーション学科

ⅰ 単位認定の方法

単位認定の基本的な方法についてはコミュニケーション学科履修規程に示されてお

り、具体的な評価方法については、「コミュニケーション学科の単位認定の状況表」の

中の「主な単位認定の方法」欄に示されている。それによれば試験、小テスト、レポー

ト、授業内課題、発表、実習と実習報告、平常点、出席状況、授業参加・態度など、多

様な方法が取られている。

ⅱ 単位の取得状況をコミュニケーション学科全体でみると 50 ～ 100 ％の散らばりが

あり、幅が広いが、平均すると 89.6 ％であり、単位取得率は低くはない。しかし一方、F
評価（履修登録はしたが、その後欠席したり、履修を放棄したため評価不能の者）の者

が多い。履修計画を作成し、履修届を提出する際の事前の指導等の充実が必要であると

考えている。

ⅲ 担当教員の評価の現状

担当教員による評価については、担当者によって評価に対する認識がずれることがあ

り、個人差のあることは否めないが、本学科ではコミュニケーション学科履修規程に基

づいて、規定の範囲内で、各専門の教員の判断を尊重・重視している。

Ⅳ－１－(３)

学長等は、単位認定の方法、単位の取得状況及び担当教員による評価の現状につい

て、短期大学全体の状況をどのように受け止めているかを記述して下さい。

基本的な考え方として、成績評価・単位の認定は、科目担当教員と学生の信頼関係を

深める大切な要素であるので、客観的かつ透明であるべきであると考える。

① 単位認定の方法

短期大学全体の単位認定の考え方は、各学科の教育目標に照らし合わせ、科目の特性

を活かしながら、できるだけ多様な方法を取り入れ、それらをもとに総合評価を行うと

いう方針である。

科目ごとの評価法の詳細は、各年度のシラバスに示されており、シラバスは年度当初

に学生に配布され、ガイダンス、履修相談等の機会を通して周知徹底を図っている。

現状を見ると、両学科とも、単に授業終了時の試験またはレポートによるだけでなく、

小テスト、出席状況、授業への参加態度など複数の方法を取り入れ、総合的な視点から

評価を行っている授業科目がほとんどである。さらに実技、実習をともなう科目におい
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ては発表、実習と実習報告、作品提出、技術の習得度などの方法を取り入れ、科目ごと

の工夫がなされている。

以上のことから、現状は概ね妥当な方法が取られていると考えているが、更に細かく

見ていくと、検討すべき問題がある。例えば、ある科目で複数の認定方法を取り入れた

場合、最終的には総合評価に持って行くにしても、全体に占めるそれぞれの方法の重み

（割合）を決めて学生に公表するなどの点については、現状ではそれを明確に示してい

る科目とそうでない科目があり、今後検討すべき課題として残されている。

② 単位の取得状況

コミュニケーション学科、保育学科の両学科を通してみて、最終的な単位取得者の割

合は 50 ～ 100 ％である。科目によっては本試験の合格率の低い（50 ％）ものもあるが、

再試験の結果を含めると合格率は高いことから、全体的に見れば良好な状態にあると言

える。

③ 担当教員による評価の現状

学生の立場から見れば、担当教員によるずれのないことが望ましいが、実際には担当

教員によって評価結果にずれが生じている。しかし極端に偏っているケースは見られな

いことから特に問題はないと考えられる。

現状を以上のように受け止めているが、問題が発生しないようにするために、引き続

き学科会議、授業担当者会議等を通して教員間で共通理解を図るよう指示していきたい。

Ⅳ－２ 授業に対する学生の満足度について

Ⅳ－２－(１)

各授業について、終了後に「学生の満足度」の調査を実施していればその調査の概

要を記述して下さい。また調査票の様式等を訪問調査の際にご準備下さい。

授業に対する学生の満足度調査については、FD 委員会が中心となって、前・後期の

全授業科目を対象に実施している。授業の最後に調査票を配布して、満足－不満足の程

度を５段階評定で求め、調査票を回収後、科目ごとに集計し、平均値を算出する。全科

目の平均は 4.0（平成２１年度前期）であり、学生の授業の満足度は高いといえる。

なお、調査票は、授業への取り組み、授業内容、授業の進め方、満足度などの質問項

目から構成（18 項目）されており、それらの結果は図書館で公開され、学生がいつで

も自由に閲覧することができるようにしている。

Ⅳ－２－(２)

担当教員が授業終了後の学生の満足度に配慮しているかについて、学科長等が現状

をどのように受け止めているかを記述して下さい。
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① 保育学科

本学科においては科目によって平均点にバラツキはあるが、全科目の平均点が 3.8 で

あることから、学生の授業評価は高いと判断され、教員の努力が反映していると考える。

今後はこの結果を維持するとともに、さらに組織的に授業改善に取り組むことにより一

層学生の満足度を高めていくことが重要であると認識している。

② コミュニケーション学科

授業アンケートの集計結果をみると、本学科の全科目の平均点は４点以上であり、３

点を下回るものがないことから、学生の満足度は高いと受け止めている。学科長として

は、この結果を維持し、さらに細かい点に留意しながら、次の授業に活かすよう教員に

働きかけ、指導していきたいと思っている。

◆参考資料② 授業アンケート用紙を参照。

Ⅳ－２－(３)

学長等は短期大学全体の現状をどのように受け止めているかを記述して下さい。

各教員によるアンケート結果の考察、満足度、授業の問題点、具体的な改善の方策等

について通覧すると、全体として授業に対する学生の満足度は良好であることから、今

後この状態を維持していきたいと思っている。

改善を図るべき点は、平均点が 3.0 に達しない科目である。学生の評価がすべてでは

ないにしても、学生の満足度は授業改善の手がかりとして意味があり、科目担当者から

出されている改善策によって次年度は向上するよう指導していきたい。

Ⅳ－３ 退学、休学、留年等の状況について

Ⅳ－３－(１)

過去３ヶ年（平成19 年度～21年度）の退学、休学、留年等の数を、次の表を例に

して学科等ごとに記載し、学科等の状況を明らかにして下さい。

退学者等一覧（保育学科） 平成 22 年 3 月 31 日現在

区 分 19 年度入学生 20 年度入学生 21 年度入学生 備 考

入学者数 75 82 79

うち退学者数 6 6 6

うち休学者数 0 0 0

休学者のうち復学者数 0 0 0

留年者数 0 0 0

卒業者数 69 76

〔注意〕
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平成 20 年度入学生の卒業者数 76 名のうち 1 名は、コミュニケーション学科に転学科し、コミュニケ

ーション学科を卒業。

退学者等一覧（コミュニケーション学科） 平成 22 年 3 月 31 日現在

区 分 19 年度入学生 20 年度入学生 21 年度入学生 備 考

入学者数 66 64 54

うち退学者数 14 11 13

うち休学者数 0 2 5

休学者のうちの復学者数 0 0 0

留年者数 0 1 0

卒業者数 52 50

Ⅳ－３－(２)

退学者の退学理由割合、退学理由の最近の傾向及び退学者、休学者（復学者を含む）

及び留年者に対する指導（ケア）の現状について学科等ごとに記述して下さい。

① 保育学科

ⅰ 退学理由割合、退学理由の最近の傾向

平成 19、20、21 年度入学者の退学者数は各６名であり、退学理由は進路変更（就職、

家庭の事情）、体調不良、適応障害等である。平成 21 年度入学生の退学者の傾向として

は、進路変更、体調不良、家庭の事情のほか、もともと既往がある場合も含めて、集団

への適応が難しい者が２名見られた。

ⅱ 退学者、休学者（復学者を含む）及び留年者に対する指導（ケア）の現状

クラス担任教員は常にクラスの学生の様子を把握するようにしており、数日間連続で

欠席したり、連絡がない場合など、気になることがあれば呼び出して随時面談を行い、

学科会に報告している。内容が重要な場合には、学生相談室規程に基づき学生相談室長、

副学長、学生支援委員長で構成する検討会議において対応を協議している。具体的な対

応については、３者面談、家庭訪問、アルバイト先への訪問などである。休学者につい

ては、定期的に電話で連絡を取り、必要に応じて面談等を行っている。

② コミュニケーション学科

ⅰ 退学理由割合、退学理由の最近の傾向

平成１９年度入学者の退学者数は１４名、平成２０年度は１１名、平成２１年度は１

３名であった。退学の理由は進路変更、住所不明、学費未納などである。退学者のうち

外国人留学生は退学理由として経済的な事情による進路変更が多い。また、住所不明・
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学費未納により退学した者はすべて除籍処分となっている。

ⅱ 退学者、休学者（復学者を含む）及び留年者に対する指導（ケア）の現状

クラス担任教員が電話等で連絡を取って個人面接などを行い、アフターケアを行うほか、

学生相談室規程に基づき学生相談室長、副学長、学生支援委員長で構成する検討会議に

おいて対応を協議し、留学生については必要に応じて中国人非常勤講師（学生の相談員

を兼務）も協議に加わるようにしている。休学者については、定期的に電話で連絡をと

り、必要に応じて面談等を行っている。

Ⅳ－３－(３)

退学、休学、留年等の現状を、学科長等がどのように受け止めているかを学科等ご

とに記述して下さい。

① 保育学科

毎年度７～８％が退学しており、少ない数とは言えない。退学の理由の大きな割合を

占める「進路変更」に関しては、多くの場合、予想以上に学習等やることが多くついて

いけないといったことから、自分には保育は向いていないという理由になっている。

休学については家庭の事情による場合が多く、経済的な理由が主である。退学、休学、

留年をなくすために、学生のかかえる問題をいち早く把握し、親身な相談、適切な指導

・対応が重要であると考える。定期的（ほぼ週１回の割で）に学科会、教職員による朝

ミーティング（毎週月曜日午前 8 時 30 分から 30 分程度）を開催し、「学生動静」につ

いてクラス担任からの報告を受けている。特に２回重ねて欠席している学生には、クラ

ス担任が欠席の理由を訊くなどし、必要な対応をしている。また、学科長は、非常勤教

員とも連絡を取り合い必要な情報交換を行っている。

来年度に向けて、ⅰよりまとまりのある学年作りができるよう行事・授業展開を工夫

する、ⅱ経済的な負担を軽減する対策を講じる必要がある、ⅲカウンセラーとの連携を

作り上げるなどが課題である。

② コミュニケーション学科

日本人学生の場合は家庭の事情、経済的な理由によるものであり、留学生の場合、最

初の履修登録の時に既に登校しないことも多く、その理由は本学に入学の手続きをした

ものの、その後新たな進路が決定されていることもある。また、長期欠席のために連絡

を試みても連絡手段が不通となっていることもある。きめ細かなケアが必要となるが、

経済的な事情など教員の手に余る問題が内在するケースが多い。また、学生の心の問題

もある。その場合には、専門のカウンセリングが必要な場合もあり、また登校拒否の傾

向を持って入学して来る学生もいて、専門のカウンセリングが必要な場合もある。本学

では平成 21 年度からカウンセラーを配置し、相談・指導を行っている。
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Ⅳ－３－(４)

学長等は、短期大学全体の現状をどのように受け止めているかを記述して下さい。

本学では平成 19 年度から教授会における学長指示・連絡等で、学生を受け入れた以

上は全員が卒業まで漕ぎつけるようにするという方針を打ち出し、授業、課外活動等を

通して日々の学生の動静を把握しながら、きめ細かな指導をおこない、さらに必要に応

じて保護者への対応など、極力退学防止に努めてきた。

しかし、過去３年間の短期大学全体の退学率は平成 19 年度は 14.2%、平成 20 年度は

11.6%、平成 21 年度は 14.3%であり、10%を超える退学率は看過できる数値ではない。

退学、休学の理由は、昨今の社会経済不況による家庭の経済状況の悪化、入学後の学

業及び学生生活不適応などである。前者のようなケースの場合は本学として学資・教育

ローン制度、学園内奨学金制度の活用等を勧めるなどして対策を取っているが、ケース

によってはそうした制度を活用することができずやむなく退学に至るケースもある。

入学後に学業や学生生活に不適応を起こすのは最近の学生に限った現象ではなく、そ

れ以前からの問題であるが、短期大学の場合、修業年限が２年と短いため、単位不足や

実習の失敗などにより卒業要件を欠いて、退学、休学、留年などに結びつきやすい。そ

の防止対策として学習への適応、学生生活上の悩み、生活指導などに関して、これまで

以上に学生支援活動を強化する必要がある。その具体策として、平成 21 年度から、カ

ウンセラーを配置して学生相談体制の強化を図るとともに、新入生合宿研修を導入して、

指導体制の一層の充実を図った。

平成 22 年度からは、キャリア支援センターを設置し、さらに指導体制の強化を図っ

ていきたい。

Ⅳ－４ 資格取得の取組みについて

Ⅳ－４－(１)

《Ⅱ教育の内容》の【教育課程について】（３）で報告頂いた取得が可能な免許・

資格、また教育課程とは別に取得の機会を設けている免許・資格の取得状況（取得を

めざした学生数、取得者数、取得割合等）を学科等ごとに示して下さい。

① 保育学科

保育学科では、保育士及び幼稚園教諭二種免許状の他に、ホームヘルパー２級、ピア

ヘルパー、乳児小児救命法(L.S.F.A.)、ネイチャーゲームリーダーの資格をそれぞれ取

得することができる。それらの免許・資格取得を目指した学生数、取得者数、取得割合

等は下表のとおりである。
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諸資格の取得状況（保育学科）

資格名 １９年度 ２０年度 ２１年度

取得を目 取得者 取得率 取得を目 取得者 取得率 取得を目 取得者 取得率

指した数 数 (％) 指した数 数 (％) 指した数 数 (％)

(人) (人) (人) (人) (人) (人)

保育士資格 ＊ 70 70 100 69 69 100 75 75 100

幼稚園教諭二種免許状 ＊ 70 69 98.6 69 69 100 73 73 100

ピアヘルパー 49 48 97.9 41 25 60.9 21 18 85.7

簿記検定３級 1 1 100

漢字検定２級 3 1 33.3

漢字検定準２級 9 5 55.6

漢字検定３級 6 2 33.3

乳児小児救命法資格 72 72 100 70 70 100 76 74 97.4

ホームへルパー2級 28 28 100 24 24 100 29 29 100

ネイチャーゲームリーダー 13 13 100 隔年開講のため実施せず 44 44 100

〔注意〕 １．＊は教育課程を修了すれば取得できる資格

２．無印は教育課程とは別に取得の機会を設けている資格

② コミュニケーション学科

コミュニケーション学科では、秘書検定、販売士検定、簿記検定などのビジネス系の

検定やコンピュータ関連の資格、英語関係の検定などを目指した対策科目が充実してい

る。また希望者は、幼稚園教諭二種免許状を取得することも可能である。過去４年間の

免許・資格取得者は以下のとおりである。

諸資格の取得状況（コミュニケーション学科）

資格名 １９年度 ２０年度 ２１年度

取得を目 取得者 取得率 取得を目 取得者 取得率 取得を目 取得者 取得率

指した数 数(人) (％) 指した数 数 (％) 指した数(人) 数(人) (％)

(人) (人) (人)

YESプログラム修了証 19 17 89.5 32 30 93.8 19 17 89.5

幼稚園教諭二種免許状 3 3 100 5 5 100 4 3 75.0

秘書検定２級 16 5 31.3

秘書検定３級

パソコン検定 1 0 0

実用英語技能検定２級 5 1 20.0 1 0 0

実用英語技能検定準２級 7 2 28.6

販売士検定３級 11 6 54.5 5 1 20.0

簿記検定３級 (日商) 6 １ 16.7 5 0 0 4 4 100

簿記検定３級 (全商) 5 １ 20.0
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資格名 １９年度 ２０年度 ２１年度

取得を目 取得者 取得率 取得を目 取得者 取得率 取得を 取得者 取得率

指した数 数(人) (％) 指した 数 数 (％) 目指した数(人) (％)

(人) (人) (人) 数(人)

M i c r o s o f t O f f i c e

Specialist Word 12 12 100 21 21 100 28 26 92.9

M i c r o s o f t O f f i c e

Specialist Excel 12 11 91.7 12 12 100 23 22 95.7

M i c r o s o f t O f f i c e

Specialist Expert

M i c r o s o f t O f f i c e 1 1 100 1 1 100

Specialist PowerPoint

ＩC 1 1 100３

漢字検定２級 1 1 100

漢字検定準２級 1 1 100

日商ＰＣ検定 文書作成 13 8 61.5 4 4 100

日商ＰＣ検定 データ活用 6 1 16.7

保険請求事務技能検定 19 14 73.7

試験

ビジネスコンピューテ

ィング３級

日本語文書処理技能検

定３級

TOEIC ＩＰテスト

乳児小児救命法の資格 1 1 100

ピアヘルパー 3 2 66.7

ホームヘルパー2級 1 1 100 4 4 100 2 2 100

ネイチャーゲームリーダー 隔年開講のため実施せず

Ⅳ－４－(２)

今後導入を検討している免許・資格があれば記述して下さい。

両学科で取得できる資格として、平成 21 年度から医療事務関係の資格取得講座の導

入を予定した。その他に、ビジネス系の資格講座の導入を検討している。
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Ⅳ－５ 学生による卒業後の評価、卒業生に対する評価について

Ⅳ－５－(１)

学科等ごとに専門就職（当該学科等で学習した分野に関連する就職）の状況（専門

就職数、割合等）について記述して下さい。また学科等ごとに専門就職先からの卒業

生に対する評価について何か文書や資料があれば参考資料として準備して下さい。

① 保育学科

専門就職者数（保育所・幼稚園・施設等）は下表のとおりである。

( )は%

機 関 名 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度

保 育 所 33（47.1 ） 31（45.0） 47（66.2）

幼 稚 園 25（35.7） 31（45.0） 16（22.5）

福 祉 施 設 4（ 5.7） 3（ 4.3） 3（ 4.3）

② コミュニケーション学科

本学科の専門就職状況は下表に示すとおりである。傾向としては、コンピュータやビ

ジネス関係の資格を取得し、事務系、販売系の職を希望し就職する者が多い。また、幼

稚園教諭二種免許状を取得した学生が幼稚園教諭として専門職に就いたり、ホームヘル

パー２級を取得した者が福祉施設に就職した。

( ）は%

職 種 平成 19年度 平成20 年度 平成 21年度

事 務 系 12（25.5） 8（16.0） 20（38.4）

販 売 系 8（17.0） 12（24.0） 5（ 9.6）

幼 稚 園 等 0（ 0.0） 3（ 6.0） 0（ 0.0）

福 祉 施 設 等 2（ 4.3） 1（ 2.0） 2（ 3.8）

専門就職先等からの卒業生に対する評価については、保育学科は就職先機関の所属長

に対し、出勤状況、勤務態度、幼児や保護者への関わり方などに関するアンケート調査

を実施している。その他、幼稚園や保育園、福祉施設の実習巡回指導の折や実習後に行

っている実習園との連絡協議会でも、雇用者の卒業生に対する評価、意見等を聴取した。

コミュニケーション学科は就職先企業に出勤状況、勤務態度、職場での対人関係等に

ついてアンケートを実施している。また、編入先の四年制大学に対して学生の学業状況

や学生生活についてのアンケート調査を実施している。

Ⅳ－５－(２)

卒業生に対する就職先（専門就職に限らない）及びその他の進路先（編入先等）か

らの評価をどのように受け止めているかについて、短期大学全体については学長等が、

学科等については学科長等が記述して下さい。



- 58 -

Ⅳ 教育目標の達成度と教育の効果～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

① 保育学科

調査結果からは、それぞれの園（所）、卒業生それぞれで異なるが、概ね良好の評価

を得ている。園からは「辛抱強く、研究意欲もあり、前向きに物事を受けとめ素直であ

る。」の評価が多く見られる。１～２年の間の退職者が比較的少ないことからも、園の

評価を裏付けているといえよう。欠員が生じると本学科に「求人」があることからも卒

業生の評価は良好とみている。

しかし、所属長のアンケートに「知らないことが多い」との指摘があり、卒業生から

も「もっと学んでおけば良かった」の記述があることは見逃すことはできない。学科は

これらの評価を真摯に受け止め、一層の手立てを講じていきたい。

② コミュニケーション学科

平成元年より就職斡旋をし、実績をあげ、同一企業（銀行関係など）への複数の就職

内定が年次ごとにあることから、卒業生が良く評価されていると判断している。今年度

実施した卒業生の就職先へのアンケート結果からも良好な評価を得ている。今後は、ア

ンケートの回収率を上げ、その状況を詳しく把握していくことが必要であると考えてい

る。また四年制大学へ編入した学生については、進学先からのアンケート結果から、本

学の卒業生は学業成績、生活態度等において高い評価を受けている。

③ 短期大学全体

大学全体についてみると、総じて真面目に仕事をする学生を輩出していると評価され

ていると考えている。保育学科におけるアンケート調査の結果からも、勤務に関しては

真面目に取り組んでいる様子がうかがえる。コミュニケーション学科に関しては、定期

的に卒業生を採用してくれる企業が複数あり、真面目に働く学生を育てているという評

価が得られていると思われる。

一方、スキルに関しては、社会人として身につけるべき知識、技術の習得により一層

の努力が必要であると思われ、社会人としての常識、マナーについても、より徹底した

指導が必要になってくると思われる。

Ⅳ－５－(３)

卒業生に対して「学生時代についてのアンケート（卒業後評価等）」等を実施して

いる場合はその概要とその結果を記述して下さい。また教育の実績や効果を確認する

ための卒業生との接触、同窓会等との連携等を行っている場合もその取組みの概要と

結果について記述して下さい。

卒業生に対する｢学生時代についてのアンケート(卒業後評価等)｣については、平成 21
年 3 月に実施した。内容は、学習支援、学園生活支援、進路支援、施設・環境のについ

てである。その結果、「専門分野の学習・実習が将来に役に立つ」、「少人数制はよかっ

た」、「友人・先生とのよき出会いがあった」、「希望の資格・免許等を取得できた」、「就
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職・進学指導は適切であった」等に対する評価が高かった。

一方、休校や休講の連絡、掲示の適切さ、健康相談や怪我等の対応の適切さ、奨学金

制度や授業料減免制度についての周知徹底等に対する評価は低かった。これらについて

は今後検討し、学生に指導に活かしていく必要があると認識している。

同窓会は、年１回、学園祭(山緑祭)に合わせて総会及び懇親会を開催し、卒業生と教

職員相互の情報交換を行っている。総会の模様と教員及び卒業生の近況報告を報告書と

してまとめている。

保育学科では、平成 19 年度より卒業後のケアを目的として｢深緑きずなの会｣が発足

した。卒業生が保育現場で直面している問題や悩みを語り合い、ともに研鑽を積む機会

となっている。平成 21 年度は３回開催し、卒業後の保育実践力を高めることをねらい

として「パネルシアター」、「絵本の読み聞かせ」、「手遊びの実践」を取り上げ、保育技

術を高めるよう努めた。今後も保育現場の要請に合致した実効性のある課題を取り上げ、

卒業生の支援と教育を進めて行く予定である。

Ⅳ－５－(４)

卒業生が社会からどのように評価されているか、学科長等、学長等は現状をどのよ

うに受け止めているかを記述して下さい。

① 保育学科

幼稚園、保育所、施設での卒業生への評価はそのまま社会の評価とすることができる

であろう。卒業生の就職先は企業も少なからずあるので企業等の評価も必要であろうが、

企業については平成 20 年度も実施していない。反省点として今後は企業等の評価につ

いても考えたい。

社会的評価は、保育学科卒業生を輩出してから５～６年間しか経過していないため、

社会的評価は定着しているとはいえないが、小規模保育者養成校（１学年定員 80 人）

の家庭的な雰囲気の中で、素直で真面目な人材を育てていると評価されていると考える。

今後は更に、人格、知識、技術に優れた卒業生を世に送り出し、社会に貢献できるよう

にしたい。

② コミュニケーション学科

本学科の卒業生の就職に関して、特に学校推薦でつながりのある企業からは真面目、

素直な態度などの点で仕事上好ましい評価を得ている。企業内における仕事の遂行には

能力とともに、仕事に対する態度の要因が重要と思われるが、その点で本学卒業生は従

業員として能力とともにその機能を果たしていると思われる。

③ 短期大学全体

卒業生の社会からの評価を短期大学全体から見ると、地域社会での本学園全体の印象

とも重なるところがあり、それは両学科とも、地味だが真面目で素直な人材を養成して

いると評価されていると思っている。
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Ⅳ－６ 特記事項について

Ⅳ－６－(１)

この《Ⅳ教育目標の達成度と教育の効果》の領域で示した評価項目や評価の観点の

他に、教育目標の達成度と教育の効果について努力していることがあれば記述して下

さい。

特になし。

Ⅳ－６－(２)

特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。

特になし。

参考資料⑧ 「学生の満足度」の調査票の様式

参考資料⑨ 専門就職先からの卒業生に対する評価についての文書や資料

参考資料⑩ 卒業生アンケートの調査票等
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Ⅴ－１ 入学に関する支援について

Ⅴ－１－(１)

入学志願者に対し、短期大学は建学の精神・教育理念や設置学科等の教育目的・教

育目標、求める学生像をどのような方法、手段で明示しているかを記述して下さい。

なおそれらが記載されている短期大学案内等の印刷物を添付して下さい。

オープンキャンパス、学校案内、ホームページ、インターネットを通じての掲載など

で明示している。また、ロビーに建学に係る展示コーナーを設置しオープンキャンパス

等の来校者に対して説明するなどして明示している。建学の精神・教育理念に関しては、

学則の変更を行い、学生、学校関係者に徹底するために学生便覧には建学の精神・教育

理念、教育目的・教育目標、学則を掲載している。

Ⅴ－１－(２)

入学志願者に対し、入学者選抜の方針、選抜方法（推薦、一般、ＡＯ入試等）をど

のような方法、手段で明示しているかその概要を簡潔に記述して下さい。なおそれら

が記載されている募集要項等の印刷物を参考資料としてご準備下さい。

入学者選抜の方針と選抜方法については、大学案内、ホームページ、インターネット

を通じての掲載、雑誌への広告、電車内広告、募集要項などで各選抜方法別に明示して

いる。また、学外での進学説明会に積極的に参加したり、高校訪問等により、本学教職

員が口頭で直接説明もしている。

Ⅴ－１－(３)

広報及び入試事務についての体制（組織等）の概要を記述して下さい。また入学志

願者、受験生等からの問い合わせにはどのような体制で応じているかを記述して下さ

い。

広報及び入試事務については、事務局内入試広報担当者が事務全般を担当し、受験生

からの問い合わせ、電話及びホームページのメール等に対応している。内容が教学的な

ものであれば教員が対応している。

入試相談会や見学者等については、教員と事務局員で役割分担して対応している。ま

た、オープンキャンパスにおける受験生、保護者への説明や質問への回答は教員が行っ

ている。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ⅴ 学生支援
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Ⅴ－１－(４)

願書受付から合否通知にいたる入学試験の流れについて、選抜方法ごとにその概要

を記述して下い。また多様な選抜を公正かつ正確に実施しているかどうか、入試事務

の責任者は現状をどのように受止めているかを記述して下さい。入学願書等を参考資

料としてご準備下さい。

① ＡＯ入試

学業成績だけではなく、意欲、適性、自分の長所等を評価の対象とした入学試験で、

４つのステップから成っている。

ステップ１では、エントリーシートによりＡＯ入試のエントリーを行う。平成 21 年

度より、保育学科のＡＯ入試については、エントリー別に、(ⅰ)一般エントリー、(ⅱ)

専門学科総合学科エントリー、(ⅲ)園長推薦エントリー、(ⅳ)社会人エントリーとし、

コミュニケーション学科にあっては、(ⅰ)一般エントリー、(ⅱ)社会人エントリーに入

試区分を整理して行った。エントリーの際には、高校の担任の先生の確認を取ることに

している。

ステップ２では、面談を行う。面談時間は 30 分で、志望動機、高校時代の学習や生

活等を質問する。同時に、エントリーシートに記載された事項(部活動、社会体験活動、

出席、資格取得等の状況等)と面接をもとに順位を割り出す。その結果にもとづいて判

定会議を開き、出願の可否を決定する。

ステップ３では、面談で選考結果通知書において「出願可」となった者に、出願して

もらう。

ステップ４では、出身校の調査書を提出してもらい、判定会議を開き、最終的な合否

を決定する。

② 推薦入試

学校推薦（指定校・公募）、自己推薦（コミュニケーション学科のみ）がある。調査

書、推薦書を指定の期日までに提出してもらい、それをもとに指定された受験日に面接

を行う。書類審査と面接をもとに順位を割り出し、その結果をもとに判定会議で合否を

決定する。

③一般入試

筆記試験により、合否を判定する入試である。入試問題の作成にあたっては、学長か

ら入試問題作成の委嘱がなされ、作問委員会で慎重に審議し、最終的には学長の決裁を

受けた後、事務局で厳重に保管している。調査書等を提出してもらい、指定された受験

日に筆記試験を受ける。保育学科にあっては、面接も課している。受験科目は、保育学

科は国語、コミュニケーション学科は国語または英語である。

どの方法においても面接時間を厳守し、面接教員を２名配置している。さらに、AO
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入試における出願の可否や合否判定は。全教員参加のもとで判定している。

入試事務としては、入試の回数や形態が増え、手続等が複雑化している感はあるが、

多様な選抜を行うという本学の方針を考えるとやむを得ない状況である。むしろ、より

工夫された形態や入試方法が必要であると認識している。

Ⅴ－１－(５)

合格者もしくは入学手続き者に対し、入学までの間、授業や学生生活についてどの

ような方法、手段で情報の提供を行っているかを記述して下さい。なおそのための印

刷物等があれば参考資料として準備下さい。

保育学科とコミュニケーション学科では方法、手段が異なるので学科別に記述する。

① 保育学科

ＡＯ入試及び推薦入試の入学手続き者に対して、入学前指導として、「おすすめプラ

ン１～７」を作成し送付している。「プラン１」では絵本を読んで「わたしの絵本ファ

イル」作成を、「プラン２」では５日間のピアノの奏法指導を、「プラン４」では手遊び

３種を紹介しながら「わたしの手遊び集」作成を行うなど、入学前から保育に対する学

習意欲を引き出すことに主眼を置いた学習プランを紹介し、入学後に７つのプランの中

から好みのプランについてその学習成果を提出するよう求めて、保育の学習のイントロ

ダクションを入学前より始めるよう促している。

② コミュニケーション学科

入学手続き者に対して、入学後の授業にスムーズに適応できるよう、基礎学力の向上

及び専門分野への意識を高めることを目的とし、以下のような入学前指導を実施してい

る。

ⅰ 推薦図書リストの送付

書名、出版社名、価格などを上げ、数冊読むよう指導している。

ⅱ 資格チャレンジリストの送付

本学科で取得可能な資格とその内容について、入学前によく理解しておくよう指導し

ている。

ⅲ 入学前セミナー

入学前セミナーでは、「短大での学び方講座」「パソコン使用の基礎講座」「レポート

作成の基礎講座」「授業体験」等を開講し、短大入学後の学習への動機付けを行ってい

る。また、特に外国人留学生に対しては、短期大学の授業で最低限必要とされる日本語

の語彙力・漢字力に関する情報を提示し、参考テキストによる学習を促している。

学生生活に関しては、特に遠方からの入学希望者に対する住居の紹介、地域に関する
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情報の提供などの本学のさまざまなサポート態勢や、教員による「オフィス・アワー」

等を紹介することによって不安を軽減し、新しい環境へ円滑に適応できるよう情報提供

の面で配慮している。

Ⅴ－１－(６)

入学後（入学直前を含む）、入学者に対して行っている学業や学生生活のためのオ

リエンテーシﾖン等の概要を示して下さい。

入学後のオリエンテーション等については、入学式後にオリエンテーションと履修指

導を行ない、授業開始までの間に学生生活に必要な情報を提供している。主な内容は、

カリキュラムと単位の意味や時間割作成、自分の将来目標に合った履修の仕方、卒業要

件などの説明、資格取得について、学生生活に係ること、図書館や学生相談室、教員・

学生の自己紹介などである。

特に学生生活については、自動車、自転車通学対象者について地元警察の協力を得て

交通安全講習会を開催して安全意識を高めるとともに、専門家による虐待に関する講演

会を開催し、虐待防止の意識を高める指導も行っている。

なお、平成 21 年度から、保育学科では新入生合宿研修を実施している。新入生合宿

研修のプログラムは、建学の精神に関する講話や履修登録のほか、レクリエーションゲ

ーム、グループミーティング、キャンプファイヤー、野外炊飯などであり、保育者を目

指す学生の気持ちを引き締めるとともに、早く大学生活や友人たちに馴染めるよう友だ

ちづくりに重点を置いたものである。

Ⅴ－２ 学習支援について

Ⅴ－２－(１)

入学時もしくは学期ごとに行っている学習や科目選択のためのガイダンス等の概要

を示して下さい。

保育学科とコミュニケーション学科ではガイダンスの方法が異なるので学科別に記述

する。

① 保育学科

入学時には、新入生オリエンテーションにおいて、カリキュラム、学年暦、履修登録、

他学科履修・単位互換など学習や科目選択のために必要な説明を行っている。学科カリ

キュラムの特性上選択科目が少ないことから、説明後は教室内で一斉に履修届の記入を

行い、専任教員が学生の求めに応じて助言するとともに、提出された履修届の卒業要件

等必要単位の確認を行っている。

２年次生の履修ガイダンスは、１年次の３月下旬に登校日を設け、入学時と同様の方

式で実施している。ただし、１年次に必修科目が不認定になるなど、成績不振の学生に
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対しては、履修ガイダンス前に特別指導を行い、今後の学習、学生生活について指導助

言している。

また、１・２年次生ともに定期試験期間の直前と学期末には、基礎演習の時間を使っ

て、試験の受け方や注意事項、長期休暇中の学習の目安などのガイダンスを行い、定期

試験や長期休暇中の学習意欲の喚起を図っている。

② コミュニケーション学科

新入生に対しては、入学式後に履修登録ガイダンスを行う。学科の教務担当教員を中

心に教員全員が参加して、日本人学生と外国人留学生に分けて、２年間の（卒業までの）

教育課程、卒業要件、定期試験、成績評価、履修登録について説明及び注意事項を伝え

ている。

これに続いて、学生は１年次の科目選択と履修届への記入を行う。その際、教員は学

生の質問に答えるとともに、履修についての助言も行っている。

なお、授業開始から初めの１週間を履修登録変更期間として、学生が初めに履修登録

した科目の変更、あるいは新たな科目の追加登録を認めている。

２年生に対しては、前年度の３月末に登校日を設け、１年次の成績通知表を渡すとと

もに、日本人学生と留学生に分けて履修ガイダンスを実施している。その際、卒業要件

を間違いなく満たすように学生には注意を払わせている。また、１年次の取得単位数が

著しく少なかったり、幼稚園教諭二種免許状取得希望者で不合格の必修科目がある学生

に対しては、ガイダンスの前に呼び出して２年次の履修に関する注意を与えている。

また、保育学科からコミュニケーション学科２年に転学科が決まった学生に対しては、

同じく３月中に個別に、卒業要件となる２年次の科目履修について説明と助言を行った。

後期開始前には、前期の単位が相対的に不足している学生を呼び出して、後期の追加

履修と履修変更について指導している。また、後期開始後１週間は履修変更期間として、

前期の成績に応じて追加履修と履修変更の申請を学生に認めている。

Ⅴ－２－(２)

学習や科目選択のための印刷物（学生便覧等を除く）があれば参考資料としてご準

備下さい。

訪問調査時に提示する。

Ⅴ－２－(３)

基礎学力不足の学生に対し補習授業等の取組みを行っている場合は、その概要を記

述して下さい。

保育学科では、カリキュラム上、補習授業として位置づけて開設している科目や講座

はない。しかし、基礎学力の養成については、クラス担任が担当する基礎演習・スキル
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アップセミナーにおいて、漢字や四字熟語、作文・論文の書き方などの演習を通常の授

業内容に盛り込んだり、就職特別講座において、政治・経済や地理・歴史、数学や物理

・化学などの問題演習を行ったりするなど、特定の学生に対してではなく全学生の基礎

学力向上に取り組んでいる。

コミュニケーション学科では、すべての留学生を対象に、一連の日本語科目以外に、

コミュニケーション基礎演習（１年生）ないしコミュニケーション応用演習（２年生）

の授業では、日本語の読み書き、聴き取り、日本の社会・文化に関する学習が行われて

いる。また、四年制大学への編入や国内での就職をめざす学生には、卒業後の進路に応

じて、日本語や試験科目の学力アップのための指導を、正課以外に教員が個別に行って

いる。

日本人学生についても、同様にコミュニケーション基礎演習ないしコミュニケーショ

ン応用演習の中で、日本語力および一般常識の知識向上をめざした学習が行われている。

その他進路指導の一環として、就職試験特別講座を８月初旬に開講し、その中で国語、

英語、数学、社会、福祉、心理学の分野における基礎学力アップをめざした正課外授業

を希望者に対して実施している。

販売士３級試験の直前には、受験予定者に対して受験対策講座を正課（販売管理論Ⅰ

・Ⅱ）外で実施している。同様にパソコン関連の資格検定試験を受検する学生に対して

は、本学科の教員が空き時間に対策を指導したり、受検手続きを支援している。

若年者就職基礎能力支援（YES）関連の授業では、認定講座（出席回数）で修了でき

なかった学生には、厚生労働省認定試験（学内実施）の受験機会を設定し、そのための

事前の個別指導を担当教員が行っている。

Ⅴ－２－(４)

学生の学習上の問題、悩み等に対し指導助言のための取組みや体制があれば記述し

て下さい。通信教育学科を置く場合には、添削等による指導の学習支援、教育相談の

体制及び運営状況を記述して下さい。

保育学科では、学生生活全般にわたる問題・悩み等に対する指導・助言のための学生

相談室を設置していることに加え、１年次から卒業年次までクラス制をとり、各クラス

に担任教員を置き、教員間で緊密に情報交換を行いながら、学生個々の学習上や生活上、

あるいは実習・就職などの問題や悩みなどに対して個別面談を含め指導・助言を行って

いる。

また、「総合演習」において、1 年次の入学直後と春休みにそれぞれ１泊２日の合宿

を行い、研修プログラムにはグループエンカウンター、グループミーティングなどを取

り入れて、仲間とともにこれまでの自分を振り返ったり、今後の学習課題を明確にした

りすることで、仲間との絆を深め、学生自ら成長できる手立てを得られるよう支援して

いる。

コミュニケーション学科では、コミュニケーション基礎演習（１年生）では、年度初
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めに担当教員が、大学での学習の仕方の基本について、上記Ⅴ－２－(１)で述べたよう

な取組みを行っている。また、同科目のほか２年生のコミュニケーション応用演習でも、

担当教員が個々の学生の学習・進学相談に応じている。また、特定の科目に関しては、

当該科目（分野）の担当教員が個々の学生の要望に応じて、学習指導や進学相談を行っ

ている。

こうした個々の学生の相談を受けるために、全教員がオフィスアワーを設けているほ

か、年度初め及び途中で、コミュニケーション基礎演習ないしコミュニケーション応用

演習の担当教員が学生との個別面談を実施し、学習だけではなく進路、生活等の相談に

応じたり指導を行ったりしている。

また、幼稚園教諭二種免許状の取得や保育学科からの転学科を希望する学生に対して

は、保育学科の担当教員とともに学生の相談や悩みに対応した面接指導を行っている。

その他新たな問題が生じた時には、学科全体で協議して対策を講じている。また、学

生相談室でも学生の悩みごとの相談を受け付けており、学習上の問題であれば、各学科

教員がその連絡を受けて当該学生への指導助言を行っている。

Ⅴ－２－(５)

進度の早い学生や優秀学生に対する学習上の配慮や学習支援を行っていれば、記述

して下さい。

① 保育学科

第一に、各教科担当者による科目ごとの個別指導があげられる。例えば、音楽であれ

ば、学習進度表を作成し、個々の学生の進度により、授業の指導の中でより進度の早い

学生には、より高度な課題を課すようにしている。また、授業時間外の指導においても、

個別の指導を行うと同時に、オープンキャンパス、学内行事などでピアノ演奏、弾き歌

いの発表をさせるなど、より高度な技術の習得に努めている。同様に、実習指導におい

ても、授業時間外に個々に実習指導案の指導を行っている。これらの科目以外において

も、学生の要望に応じて適宜、学習の支援を行っている。

第二に、保育関係のサークルによる活動があげられる。教員主導により、人形劇の指

導、カウンセリングの勉強会、壁面制作、「つどいの広場」でのボランティア活動、ス

テンドグラス制作など、意欲のある学生に対して、授業科目以外の場でも保育技術を向

上できるよう配慮している。

② コミュニケーション学科

日本人学生については特待生制度を設けて、高校３年次の学業成績（評定平均値）と

入学試験時の課題作文および面接により、特待生を選抜して授業料の減免を行っている。

２年次に進学の際は、１年次の学業成績を参考にして、真摯な学習と優秀な成績が証明

されれば特待生への経済的な学習支援を継続している。

外国人留学生については、年度初めに全員を対象に日本語試験を実施し、得点上位の
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１年生と、同得点の基準を超え、しかも１年次の成績優秀な２年生に対して、個人面談

を実施したうえで、日本学生支援機構による私費外国人留学生学習奨励費給付制度の給

付対象者として推薦している。

こうした一種の奨学金給付は、日本人、留学生を問わず、学生の積極的な学習を促し

学習成果を正当に評価する奨励制度となっているとみなせる。

このほか個別の授業で、学習上の配慮や支援を行っている。たとえば進度の早い学生

に対して、より上位の課題を与えたり、関連する資格検定試験（パソコン操作に関連す

る資格など）の受験を勧めたりすることを行っている。後者の場合には、教員が授業以

外の時間を使って学生の資格検定試験対策にあたっている。

また、四年制大学をめざす優秀な学生の編入学試験（留学生の場合には一般入学試験

を含む）対策として、あるいは日本留学試験対策として、教員が正課以外に、個々の学

生の要望に応じた個別学習指導も行っている。

Ⅴ－３ 学生生活支援体制について

Ⅴ－３－(１)

学生生活を支援するための組織や体制（教員組織、事務組織のいずれも）の現状を

示して下さい。

学生生活を支援する組織として学生支援委員会（教員４名、事務局員２名）を設置し、

教員と事務局員が一体となって支援体制を取っている。

委員会は月２回程度開催され、学生指導・支援に関する事案について協議するととも

に、修学、就職、友人関係、メンタルな問題、学費納入に関する問題など、幅広い問題

に対応している。

また、きめ細かい指導・支援を行うためにクラス担任制を取って対応しているほか、

基礎演習、総合演習などにおいて一人ひとりの状況に応じたアドバイスを行っている。

平成 20 年度には、学生相談室規程を制定して学生相談体制を整備し、更に、学生相

談対応フローを作成して、問題発見からその対応策までを流れ図で示したものを作成し

て、全教職員が意思統一して対応できる体制の整備を図った。

また、平成 21 年度から教育カウンセラー（臨床心理士、週１日）を配置し、メンタ

ルケアにあたるとともに、教職員の研修会も行っている。

Ⅴ－３－(２)

クラブ活動の現状、学友会の現状、学園行事（学園祭、短大祭等）の実施の状況を、

その指導体制及び学生の活動状況を含めて記述して下さい。

クラブ活動は、15 サークルが結成されており（平成 21 年度）、顧問（教職員）による

指導・協力体制が確立され、定期的に活動している。５名の賛同者があれば、新規サー



- 69 -

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ⅴ 学生支援

クルの結成を認めている。

サークル一覧

種 類 部またはサークル名

スポーツ系 フットサル部、バレーボール部、バスケットボール部、テニス部、

剣道部、バドミントンサークル、ダンスサークル、ソーランサー

クル

文 化 系 ぽっぽサークル、英会話サークル、ボランティアサークル、DTP

サークル（写真）、軽音楽サークル、会計実務サークル、SOS 団 AKS

（アニメサークル）

〔注意〕 ぽっぽサークル（保育実技を高めるサークル）

スポーツ系の中で、テニス部、バドミントン部、バスケットボール部などは全国私立

短期大学体育大会に出場し、フットサル、剣道などは地域の大会に出場している。

文化系では、ボランティアサークル、軽音楽部などいくつかのサークルが、地域の子

育て支援事業に協力し、施設訪問、動物園や児童館等で活動を行い好評を博している。

学友会の現状について見ると、本学では、学生の本学への帰属意識を持たせ、学校行

事等に学生の意見を反映させるために、学生会を置いている。学生会は全学生で構成さ

れ、そのなかに執行委員会、学生会総務委員会、山緑祭実行委員会などの組織が置かれ

ている。学生会は諸問題を討議し、決定する機関であり、活動方針や規約改正などにつ

いて、年１回の学生総会において決定される。

学生会を中心として行われる学校行事及び学生会が主体的に参画して行われる学校行

事の実施状況は下表のとおりである。

学生会による学園行事

４月 学校行事・サークル説明会、スポーツ大会

５月 学生会総会

11 月 学園祭（山緑祭）

２月 地域ぐるみ餅つき大会

３月 卒業記念パーティ

学生会による学校行事は、学生会総務委員会、山緑祭実行委員会が実施するが、学生

支援委員会、基礎演習等のクラス担当教員が指導と援助を行っている。また学園祭にお

いては近隣大学（東京電機大学、女子栄養大学）との相互交流により、互いに援助しあ

う仕組みが成立している。

学校行事の企画・運営に関しては、①予算、物品管理や運営、②関係各所との連絡調

整、③参加団体の掌握と指示等が必要不可欠であるが、そのほとんどを学生会総務委員

会や山緑祭実行委員会に任せることは難しく、学生支援委員会の教職員の指導・支援が

欠かせない。
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Ⅴ－３－(３)

学生の休息のための施設・空間、保健室、食堂、売店の設置の概要について記述し

て下さい。なお訪問調査の際にご案内いただきます。

学生の休息場所としては、カフェテリアのほか学内４か所にあるテーブルセット、本

館２階廊下踊り場にある３カ所のミーティングスペース、本館・体育館ロビーのテーブ

ルセットなどがあり、学生同士あるいは学生と教職員との語らいの場ともなっている。

学生食堂（カフェテリア）には室内 38 卓 200 席、オープンテラス 11 卓 36 席を設けて

おり、広さとしては十分である。カフェテリアには売店、清涼飲料水の自動販売機も併

設されており、売店では文具類、スナック等が販売されている。

また、キャンパス内の木立の中や玄関前広場、中庭にも長椅子を置き、本学の特徴で

ある自然の中でも休憩したり、語らったりできるよう配慮している。

保健室にはベッド、救急用品が備えられており、発熱や気分の悪くなった学生などの

一時的休養に利用されている。

Ⅴ－３－(４)

短期大学が設置する学生寮の状況、下宿・アパート等の宿舎の斡旋の体制、通学の

ための便宜（通学バスの運行、駐輪場・駐車場の設置等）の概要を示して下さい。

宿舎の斡旋体制は、最寄りの業者へ委嘱して行っている。留学生のためには、格安で

あることと面倒見のよい家主との連携等にも留意している。

学生の通学は、東武東上線高坂駅前よりの民間バスによっている。通常の時間帯は、

「山村学園短大前」より本学まで徒歩約３分であるが、朝８時台の登校時間、及び午後

２時台、４時台の下校時間には、校舎玄関前の停留所「山村学園短大タワー前」まで乗

り入れが行われている。

自家用車による通学は、原則として１年次の後期（９月）から学生の申請に基づき許

可している。学内に２カ所、計 42 台の学生用駐車スペースを設けている。自家用車利

用の学生に対しては、毎年、最寄り警察署の協力を得て実施する「交通安全講座」への

出席と、任意保険への加入を義務づけるなど交通安全の徹底を図っている。駐車場利用

が許可された学生からは規程に基づき費用を徴収している。

Ⅴ－３－(５)

平成21年度の日本学生支援機構等の外部奨学金の取得状況を記述して下さい。また

短期大学独自の奨学金等があればその概要を記述して下さい。

本学では、学生は①日本学生支援機構奨学金（一種・二種）、②私費外国人留学生学

習奨励費及び本学独自の③山村学園育英会奨学金が受給できる体制となっている。平成
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21 年度の受給者は下表のとおりである。

人

日本学生支援機構奨学金 私費外国人留学生 山村学園育

学 科 学年 一 種 二 種 学習奨励費 英会奨学金

保 育 学 科 1 年 2 13 － －

2 年 5 13 － －

計 7 26 － －

コ ミ ュ ニ ケ ー 1 年 2 － 9 －

ション学科 2 年 － 1 10 －

計 2 1 19 －

総 計 9 27 19 －

① 日本学生支援機構奨学金

日本学生支援機構奨学金一種は、平成 19 年度 13 名、平成 20 年度 22 名、平成 21 年

度は 9 名が受給している。一方、同二種は、平成 19 年度 27 名、平成 20 年度 13 名、平

成 21 年度 27 名が受給している。平成 20 年度の一種と二種の人数が逆転したのは、一

種の予約採用者が多かったためである。この年の一・二種合計の受給者は、在籍学生の

約 17 ％に達していた。

② 私費外国人留学生学習奨励費

日本学生支援機構私費外国人留学生学習奨励費の受給者は平成 19 年度 11 名、平成 20
年度 9 名、平成 21 年度 19 名であった。受給者数は、留学生在籍者数に基づいて自動的

に決められるため、その年度の留学生在籍者数の多寡によって異なる。

なお、平成 21 年度の場合、留学生在籍者数は 61 名であったが、特別加算枠が追加さ

れたため、受給者比率は約 31 ％となった。

③ 山村学園育英会奨学金

学内掲示で若干名を募集し、面談で家庭の経済状況を確認、審査のうえ、毎月 5,000
円を給付する制度である。受給者は平成 18 年度３名、平成 19 年度１名、平成 20、21
年度０名であった。

このように見ると、日本学生支援機構奨学金受給希望者が増加する一方で、山村学園

育英会奨学金の希望者は減少してきている。その原因は受給金額の多寡によるものと思

われ、後者については支給金額の増額や利用についての周知に努めることが必要である。
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Ⅴ－３－ (６)

学生の健康管理、メンタルケアやカウンセリングの体制の概要を示して下さい。

本学では、年度初めに行うオリエンテーションの期間中に、全学生を対象に健康診断

を実施している。その結果により再検査・加療が必要な学生に対しては、クラス担任よ

りその結果が通知され、サポートが行われる。また、本学には保健室が設置されている

が、専属のスタッフは配置されていない。緊急の場合には救急車を要請している。なお、

AED（自動体外式除細動器）が設置され、学生・教職員に対し最寄りの消防署の協力の

もと、使用説明会を実施している。

保健室の利用は下表のとおりで、平成 21 年度は 53 人であった。なお、医療関係の相

談は、その都度校医と行っている。

平成 21 年度保健室利用状況 （人）

症 状 利用者数

腹痛、頭痛、歯痛、胃痛 19

体調不良 10

腰痛、突き指、打撲、捻挫 8

切り傷 6

発熱 5

風邪 4

虫さされ 1

合計 53

② メンタルケアやカウンセリングの体制について

メンタルケアやカウンセリングについては、クラス担任、学生相談室長、臨床心理士

の資格を持つ学校教育カウンセラー（平成 21 年４月から非常勤職員として配置）の連

携により問題解決が図られている。学生の状況により、必要に応じて心理学担当教員、

保健体育担当教員、中国人講師（留学生が対象）等がカウンセリングにあたっている。

学校教育カウンセラーが扱った平成 21 年度の相談件数は 25 件であり、主な相談内容は

進路、体調、友人関係等の問題であった。

Ⅴ－３－(７)

学生支援のために学生個々の情報等を記録していれば、それらはどのように保管・

保護されているかを記述して下さい。

学生が 2 年間の学生生活を安全かつ健康に過ごし、自信を持って社会に巣立っていけ

るよう支援するために、以下に掲げる諸種の情報や学生本人が記した学生記録カード等

をもとにして、学生個々の情報を記録している。その情報・資料の収集に関しては、個
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人情報保護法に関する規程に基づいて行い、情報の管理についても適正に扱うように努

めている。学生個々の情報・記録等は以下のとおりであり、いずれも事務局が所定の場

所に保管している。教職員から閲覧の希望があれば事務局に申し出て閲覧することが可

能である。

① 学生生活支援に関するもの

健康診断検診判定結果表 本学園奨学金申請書一式

保健室使用簿（体調不良者） 学生教育研究災害傷害保険関係書類

学生支援機構第一種・第二種確認書 学生総合保険加入依頼書及び保険者名簿

学生支援機構第一種・第二種スカラネット入力用紙 学外授業届

学生支援機構第一種・第二種返還誓約書 アルバイト届

学生支援機構第一種・第二種的確認定奨学金継続願

〔注意〕以上のうち、健康診断関連情報は業務委託業者から提供を受けている。

② 就職活動支援に関するもの

インターンシップ関係諸表、採用内定通知、就職・進路登録カード、進路内定・決定届、

受験報告書（就職）

③ 教務に関するもの

学籍簿、成績原簿、卒業生台帳、学生記録

なお、上記①～③とは別に、クラス担当教員は、当該クラス学生の学生記録カードを

保持し、管理している。

Ⅴ－４ 進路支援について

Ⅴ－４－(１)

下の進路状況表を例に、過去３ヶ年（平成19年度～21年度）の就職状況を学科等ご

とに記載して下さい。また進路一覧表等の印刷物があれば参考資料としてご準備下さ

い。

① 保育学科

保育学科の就職率は過去３年間、全ての年度で 100 ％を達成している。卒業生のうち、

約 90 ％は保育園、幼稚園に就職している。平成 20 年度は寄居町と滑川町の、平成 21
年度は上尾市、入間市、所沢市、蓮田市、東京都板橋区の公務員試験（保育士職・教育

職）に合格した。
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保育学科の進路・就職状況 ( )内は%

事 項 19 年度 20 年度 21 年度

a 卒業者数 70 69 75
b 就職希望者数 b/a 68(97.1) 67(97.1) 71(94.6)
c うち学校で斡旋した就職者数 c/b 68(100) 67(100) 71(100)
d うち自己開拓分の就職者数 d/b 0 0 0
e 就職未定者 e/b 0 0 0
f 進学・留学希望者数 f/a 2(2.9) 1(1.5) 1(1.3)
g 進学・留学者 g/f 2(100) 1(100) 1(100)
h 進学・留学準備中 h/f 0 0 0
i その他進路決定者 i/a 0 0 4(5.3)
j 不明・無業者数 j/a 0 1(1.5) 0

② コミュニケーション学科

平成 19 年度、20 年度の就職内定率は極めて高かったが、平成 21 年度は不況のあおり

を受け、学生の就職活動は、一変して厳しいものとなった。就職活動が長期化する中、

学生の就職に対するモティべーションを維持させ、就職活動に積極的に取り組むよう指

導を続けた結果、全国平均を上回る内定率を得ることができた。

今後は、学生の進路に対する意識を早期から一層高め、少人数である学科の特性を活

かすことにより、進路状況をさらに向上させることが可能であろう。

コミュニケーション学科の進路・就職状況 ( )内は%

事 項 19 年度 20 年度 21 年度

a 卒業者数 47 50 54

b 就職希望者数 b/a 24(51.1) 26(52.0) 37(68.6)

c うち学校で斡旋した就職者 c/b 11(45.8) 12(46.1) 8(21.6)

ｄうち自己開拓分の就職者数 d/b 13(54.2） 12(46.1) 22(59.4)

e 就職未定者 e/b 0 2(7.7) 7(18.9)

f 進学・留学希望者数 f/a 13(27.7) 15(30.0) 11(20.4)

g 進学・留学者 g/f 13(100) 15(100) 11(100)

h 進学・留学準備中 h/f 0 0 0

i その他進路決定者 i/a 0 0 0

j 不明・無業者数 j/a 10(21.3) 9(18.0) 6(11.1)

Ⅴ－４－(２)

学生の就職を支援する組織や体制（教員組織、事務組織のいずれも）の現状を記

述して下さい。

学生の就職を支援する組織は、短期大学全体は進路指導委員会で行い、さらに各学科
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でも支援体制を取っている。

① 進路指導委員会

進路指導委員会はコミュニケーション学科教員２名、保育学科教員４名、事務局職員

２名により組織され、学生の進路（就職及び進学）実現をめざし、計画的に学生指導、

情報収集、職場開拓等に努めている。また、学校推薦による応募の場合には、進路指導

委員会で推薦者を決定している。

② 保育学科

保育学科の進路先は、保育所（園）、幼稚園、施設、一般企業への就職のほか、四年

制大学への編入学、専門学校への入学が主である。学生の「一人一人のライフプランの

確立と進路の開発」を目標に、個々の将来を見据えたきめ細かい指導を行うために組織

の整備を行い、各担任との連携を図りながら進路支援にあたっている。

１年次後期より、２年次後期まで、時間割上に位置付けられた毎週１コマの「進路ガ

イダンス」の時間を中心に支援が行われている。進路ガイダンスは本学で編集した「進

路への手引」をもとに、進路指導年間スケジュールに沿って指導が進められる。主な内

容は、下表のとおりである。

(1) 卒業後の進路見定めのための指導と支援

外部講師講演会、卒業生の体験発表、職業適性検査、進路登録カード作成、進路相談・面談

(2) 志願書提出までの指導と支援

求人票の見方、説明会・見学会の参加の仕方、希望先へのアポイントの取り方、エントリーシー

トの書き方

(3) 就職試験対策のための指導と支援

漢字検定模擬試験・解説、一般教養模擬試験・解説、幼稚園教諭採用模擬試験・解説、保育士採

用模擬試験解説、作文・小論文の書き方、面接指導、保育技術指導

学生の就職活動は、保育園や幼稚園の求人票が集る９月後半から活発になる。履歴書

など提出書類の指導や模擬面接の指導は、学科教員全員が協力して学生の側に立った指

導や支援が行われている。

③ コミュニケーション学科

コミュニケーション学科の学生は、一般企業への就職、幼稚園への就職、四年制大学

への進学が進路の主たるものである。

就職希望者への進路ガイダンスは、本学で編集したテキスト（「進路への手引」）に従

い、１年次後期から毎週１時限実施され、９月中に「進路登録カード」を提出させ、10
月には第１回個人面談を実施して「進路登録カード」の確認を図るとともに学生の希望

を把握する。以後１年次終了までに、「適職・適性検査」、「就職模擬試験」を行いなが

ら、企業研究の方法、履歴書の書き方、面接への対応などを指導し、一方で、インター

ネットによるリクナビ、その他の就職情報機関への登録も行う。
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１年次春季休業（２月）には「就職特別セミナー」を実施し、模擬面接を行いながら、

立ち居振る舞い、言葉遣いなどの指導を徹底している。

幼稚園教諭をめざす学生については、保育学科の進路ガイダンスに出席させ、保育学

科担当教員から指導を受けるようにしている。

就職活動が開始された後の履歴書・エントリーシートの最終チェックや模擬面接につ

いては、学科教員全員が協力して学生を支援し、外部講師による就職指導も実施してい

る。

Ⅴ－４－(３)

就職支援室、就職資料室等の現状を示し、学生にどのように就職情報等を提供して

いるかを記述して下さい。

本学で就職支援室に相当するのは学生相談室である。ここには就職に関係する参考書

・テキスト等が置かれている。また、学生相談室前のロビースペースには就職情報検索

用パソコン（４台）を設置するとともに、就職情報誌やパンフレット、その他就職関係

情報ファイルをおいて、学生の閲覧に供している。他方、進路資料閲覧室には、四年制

大学進学希望者のためには、各大学の大学案内等の資料を書架に配している。

なお、求人票は進路指導委員会で管理し、ロビースペースの就職用掲示板に、企業、

幼稚園、保育所、施設に分けて掲示し、学生の閲覧に供している。

Ⅴ－４－(４)

過去３ヶ年（平成19年度～21年度）の就職状況について、就職率及び就職先を学長

等、学科長等はどのように受け止めているかを記述して下さい。

① 保育学科の就職状況について

この３年間において、全員が就職できていることからみれば、学生は所期の目的を達

したといえ、本学としても、今後も就職率 100 ％を維持して行きたいと考えている。

ここ 1，2 年の傾向として、公務員試験（保育士職・教育職）に合格し、就職する者

が増えてきていることがいえる。平成 20 年度は２名であったが、平成 21 年度は５名が

最終試験に合格し、就職した。平成 19 年度以前は本学ではほとんどいなかったことか

らすれば、画期的である。このような成果は、本人の熱意と努力の結果であることはも

ちろんであるが、教員の熱意ときめ細かな指導の賜物であるとも考えている。

以上のような好結果の反面、卒業したての卒業生が仕事・職場に適応し、継続してい

くかどうかという点から考えると、本学で行っている教育、保育者養成は決して完璧で

はなく、まだまだ不十分な所があると思っている。特に最近は子どもの教育・保育だけ

でなく、保護者への対応が難しく、今後は学生に対して、保護者に対する適切な対応の

仕方などについても十分教育して送り出す必要があると考えている。
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② コミュニケーション学科の就職状況について

過去３年間の本学科の就職率は、平成 19 年度は 96 ％、平成 20 年度は 92 ％、平成 21
年度は 77 ％であり、平均すると 88 ％である。比較的高い就職率ではあるが、社会経済

不況の影響で、企業の採用抑制は相変わらず続いており、平成 21 年度は全国平均より 10
前後上回ったものの、前年度に比べて 15 ポイント低下し、大きな影響を受けた。社会

経済的な条件は一短期大学だけではどうにもならない要因であるが、しかし、そのまま

手をこまねいている訳にはいかない。これまで以上にきめ細かく企業訪問、企業開拓を

強力に進める、インターンシップの一層の充実などが必要であると考えている。

就職先については、この学科の学生は販売関係、サービス業、一般事務系への就職が

多く、在学中に取得した資格を活かしている者が多い。今後は在学中により上位の資格

を取得するような指導と対策を立てる必要があると感じている。その他では、数名が福

祉施設、幼稚園教諭の免許をとって幼稚園に就職している。これは、この学科に在籍し

ながら他の専門分野の免許が取得できるという本学の制度上の利点であると思ってい

る。

さらに留学生について言えば、数年前までは四年制大学への編入者が多かったが、こ

こ２、３年は企業就職者が増えてきているので、これまで以上に就職指導を推し進める

ことが必要である。

③ 短期大学全体について

前述したように、各学科の就職状況が異なっているが、短期大学全体としてみれば、

毎年高水準を維持していると思われる。それは進路指導委員会、各学科教員、事務局職

員が連携して徹底した就職指導を行っている成果の現れであると考えている。

就職指導においては、職業適性検査の活用、履歴書や作文・小論文の書き方の指導、

卒業生の体験談を聞く、求人票の見方や説明会・見学会の参加の仕方、就職希望先への

アポイントメントの取り方、面接指導においては通り一遍の指導ではなく、個別面接、

集団面接等の模擬面接を繰り返し行うなど、学生一人一人について多方面にわたってき

め細かく指導しているからであろう。そういったことが可能なのは、本学のような小規

模短期大学の強みであると考えている。いずれにしても短期大学としては本人の希望を

最大限尊重するようにしており、学生の満足度も高いことから、今後も鋭意努力してい

きたい。

就職先については、両学科とも埼玉県西部地域に就職する者が多いことから、今後も

地域内の企業、教育機関との結びつきを大切にし、地域社会の発展に貢献したいと思っ

ている。

Ⅴ－４－(５)

過去３ヶ年（平成19年度～21年度）の進学（四年制大学、専門学校等）及び海外留

学の実績について、その支援はどのような方法、体制で行ったかを記述して下さい。
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過去３ヶ年の進学実績は下表に示すとおりである。保育学科では、他短期大学の専攻

科などであるが、進学率は 100 ％である。進学支援の方法は入学試験対策として、在学

中に修得した保育者としての教養・専門知識の復習等を行うよう教員が指示し、模擬面

接を繰り返し行った。

コミュニケーション学科の数値は留学生であり、四年制大学への編入者である。進学

率は平成 19 年度～ 21 年度は 100%である。進学支援の方法は、２年次応用演習クラス

担当教員を中心に、希望学部・学科の分野に関連する科目担当教員が個別に相談に応じ

るとともに指導に当たった。

なお、本学科では、日本留学試験対策に向けた授業をカリキュラムのなかに組み込ん

でいる。

海外留学については、本学に海外留学制度があるが、過去３年間、希望者はいなかっ

た。

各学科の進学実績

学 科 進 学 状 況 19 年度 20 年度 21 年度

進学希望者数（人） 2 1 1

保 育 学 科 進学者数（人） 2 1 1

進学率(%) 100 100 100

コミュニケー 進学希望者数（人） 13 15 10

ション学科 進学者数（人） 13 15 10

進学率(%) 100 100 100

Ⅴ－５ 多様な学生に対する支援について

Ⅴ－５－(１)

過去３ヶ年（平成19年度～21年度）の留学生・社会人・帰国子女・障害者・長期履

修学生・科目等履修生の受け入れ状況を示し、その学習支援、生活支援はそれぞれど

のような方法体制で行っているかを記述して下さい。なお、学生数はいずれの年度も

５月１日時点とします。

留学生の受け入れはコミュニケーション学科のみで行っている。コミュニケーション

学科では、非漢字圏の国の学生を対象に、日本人学生をボランティアチューターとして

参画させるなどの措置をとっている。また、日本語の非常勤講師に委託して補習なども

実施している。

社会人の受け入れは、保育学科で平成 21 年度に３名であった。受け入れについて入

試広報委員会で十分話し合い、入学後も担任教員が履修登録等についてアドバイスした

ため、特別な体制を取っての学習支援、学生生活の支援は必要としなかった。在学中は、

概ね一般学生と同等に扱ったが、年長者、社会の経験者として一般学生の相談に乗るな

ど、むしろよい影響を与えていた。

なお、帰国子女、障害者、長期履修学生、科目等履修生については過去 3 年間、入学
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希望者はいなかった。

留学生・社会人の受け入れ状況 人

学 科 種 別 19 年度 20 年度 21 年度

保 育 学 科 留学生 0 0 0

社会人 1 0 3

コミュニケー 留学生 45 32 35

ション学科 社会人 0 0 0

Ⅴ－６ 特記事項について

Ⅴ－６－(１)

この《Ⅴ学生支援》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、例えば、学生の

個人情報保護への取組み、成績不良者への支援、長期欠席者への援助、学生に対する

表彰制度等、学生支援について努力していることがあれば記述して下さい。

学生の個人情報保護の取組みについては、個人情報保護に関する規程（学生便覧 102
ページ）を定め、情報の取得、情報管理等について、学生の人権と利益を守るよう努め

ている。

学生に対する表彰制度については、優秀な成績を収めた学生は、表彰制度の規定によ

って表彰することとし、卒業式において学長賞の賞状と副賞を授与している。

成績不良者への支援については、各教科科目の担当教員が指導、アドバイス等を行い、

成績不良者をなくすよう努力している。また、長期欠席者には、電話、メール、家庭訪

問等を行って、登校できるような指導・支援をしている。

また、携帯電話をとおして、休講等の諸連絡を学生に一斉に配信している。

Ⅴ－６－(２)

特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。

特になし。

添付資料④ 平成 21 年度山村学園短期大学案内

参考資料⑪ 平成 21 年度山村学園短期大学募集要項、入学願書等

参考資料⑫ 入学手続き者に対する入学までの情報提供のための印刷物等

参考資料⑬ 学習や科目選択のための印刷物

参考資料⑭ 学生支援のための学生の個人情報を記録する様式

参考資料⑮ 進路一覧表等の実績（過去３ヶ年）についての印刷物
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Ⅵ 研究

Ⅵ－１ 教員の研究活動全般について

Ⅵ－１－（１）

次の「専任教員の研究実績表」を例にして過去３ケ年（平成19年度～21年度）の専

任教員の研究状況を記載し、その成果について記述して下さい。

最近 3 年間の研究実績を見ると、ほとんどの教員は、著書・学術論文・学会発表・そ

の他（学術論文以外の印刷物、作品発表等）について、何らかの形で研究成果を上げて

いる。今後はさらに研究実績を積むよう啓蒙するとともに、教員の責務として、学会等

への積極的な参加の勧めをはじめ、積極的な研究活動をするよう促していきたい。

平成 19 年度～ 21 年度 専任教員の研究実績表

学科 研 究 業 績 国際的活 社会的活 備考

名等 氏 名 職 名 著作数 論文数 学会等 その他 動の有無 動の有無

発表数

藤巻公裕 教 授 1 2 0 0 無 有

保 三好 勝 教 授 0 0 0 3 有 有 22 年から非常勤

野口一夫 教 授 3 0 0 11 無 有

育 高橋好次郎 教 授 0 0 0 11 無 有

山村穂高 准教授 0 0 0 1 無 有

学 橋本淳一 講 師 1 2 1 5 無 有

村石理恵子 講 師 1 0 0 2 無 無

科 羽岡佳子 講 師 0 3 0 8 無 有

渡辺本江 教 授 0 3 1 0 無 有 21 年３月退職

船越忠雄 教 授 1 0 1 0 無 有 21 年３月退職

齋藤稔子 教 授 0 0 0 0 無 有 21 年３月退職

渋沢忠雄 准教授 1 0 0 1 無 有 22 年３月退職

工藤充枝 講 師 2 0 0 0 無 有 21 年３月退職

ｺﾐ 宮本正和 教 授 1 4 2 0 無 有

ｭﾆ 大本憲夫 教 授 0 2 0 1 有 有

ｹｰ 平工博司 教 授 0 0 0 2 無 有

ｼｮ 野地 薫 准教授 2 0 0 0 有 有

ﾝ 柳井まどか 准教授 0 0 0 1 無 有

学 中島禎志 准教授 0 0 1 0 無 無

科 淺野忠克 講 師 7 8 13 0 有 有

〔注意〕

１．上表の根拠となる教員個人の研究業績書（設置認可等の際に文部科学省に提出する様式等を準

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ⅵ 研究
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用。過去 3 ヶ年分）を訪問調査の際に拝見しますのでご準備下さい。

２．上表には助教以上について記載してください。

Ⅵ－１－（２）

教員個人の研究活動の状況を公開していれば、その取組みの概要を記述し、公開し

ている印刷物等を訪問調査の際にご準備下さい。

教員の研究の成果を発表する場として、研究紀要を年 1 回発行している。平成 14 年

度以降の研究紀要は、国立情報学研究所論文ナビゲータ（CiNii）において一般公開して

いる。また多くの教員が研究開発支援総合ディレクトリ（ReaD）に登録しており、研究

活動の状況を公開している。教員個人の研究活動の状況は、本学ホームページでの公開

は行っていないが今後の課題である。

Ⅵ－１－（３）

過去３ヶ年（平成19年度～21年度）の科学研究費補助金の申請・採択等、外部から

の研究資金の調達状況（件数）を一覧表にして下さい。

外部からの研究資金の調達状況

外部研究資金調達先 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度

申請 採択 申請 採択 申請 採択

科学研究費補助金 0 0 1 0 1 0

その他の外部研究資金 0 0 0 0 1 0

Ⅵ－１－（４）

学科等ごとのグループ研究や共同研究、短期大学もしくは学科等の教育に係る研究

の状況について記述して下さい。

学科教員が取り組んだ共同研究

年 度 研 究 内 容 等

研究テーマ：子育ての楽しみと悩みに関する研究

平成 18･19 年度 研究分担者：藤巻公裕、渡辺本江、齋藤稔子、村田光子、橋本淳一、三好 勝

研究内容 ：①子育ての喜び、②子育ての悩み・不安・心配事、③子育て上の悩

みや困っていること、④子育ての悩み解決の手だて、⑤子育てサー

クルへの参加状況、⑥希望する子育てサークル、⑦研究のまとめ

発 行 者：山村学園短期大学子ども教育センター
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年 度 研 究 内 容 等

研究テーマ：大学が連携する地域子育て支援－つどいの広場(ぽっぽ)の開設を通

して－

研究分担者：渡辺本江、斎藤稔子、三好 勝、船越忠男、高橋好次郎、橋本淳一

平成 20 年度 研究内容 ：①研究のあらまし、②本学における子育て支援の経緯、③鳩山町に

おける子育て支援の現状、④本学における地域子育て支援の活動、

⑤「つどいの広場(ぽっぽ)」の概要、⑥「つどいの広場(ぽっぽ)」

の活動記録、⑦これからの「つどいの広場(ぽっぽ)」

発 行 者：山村学園短期大学子ども教育センター

研究テーマ：幼児の心を育てる保育者養成の実践的研究－授業改善に向けて－

研究分担者：山村穂高、渋沢忠雄、高橋好次郎、野口一夫、羽岡佳子、橋本淳一、

平成 21 年度 三好勝、村石理恵子

研究内容 ：①新教育課程について、②詩歌に秘められた幼児教育の理念発掘と

その教育的解釈、③様々な遊びや活動をとおして、どのように子ど

もたちの人間関係をつくっていくか、④子どもとエコロジー、⑤体

を動かし、心を育てる、⑥科学遊びをとおして、環境と係る心を育

てる、⑦音楽家における授業改善、⑧幼児の心を育てる保育者養成

の実践的研究

発 行 者：山村学園短期大学子ども教育センター

Ⅵ－２ 研究のための条件について

Ⅵ－２－（１）

研究費（研究旅費を含む）についての支給規程等（年間の支出限度額等が記載され

ているもの）を整備していれば訪問調査時に拝見します。なお規程等を整備していな

い場合は、過去３ヶ年（平成19年度～21年度）の決算書から研究に係る経費を項目（研

究費、研究旅費、研究に係る施設、機器・備品等の整備費、研究に係る図書費等）ご

とに抽出し一覧表にして参考資料として準備して下さい。

訪問調査時に提示する。

Ⅵ－２－（２）

教員の研究成果を発表する機会（学内発表、研究紀要・論文集の発行等）の確保に

ついて、その概要を説明して下さい。なお過去３ヶ年（平成19年度～21年度）の研究

紀要・論文集を訪問調査の際に拝見いたしますのでご準備下さい。

教員の研究成果を発表する機会としては、研究紀要「山村学園短期大学紀要」がある。

毎年、論文投稿の申し込み締め切りは５月、原稿提出締め切りは 11 月、刊行は年度末
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の３月である。

山村学園短期大学紀要の刊行は平成元年（本学開学）から始まっており、毎年刊行し

てきている。研究紀要の編集発行業務は図書・紀要委員会が担当し、山村学園短期大学

紀要刊行規程により、年 1 回発行している。

Ⅵ－２－（３）

教員の研究に係る機器、備品、図書等の整備状況について、平成21年度の決算より

その支出状況を記述して下さい。また訪問調査の際の校舎等案内時に教員の研究に係

る機器、備品、図書等の状況を説明して下さい。

研究に係る機器、備品、図書等の整備については、概ね各教員の個人研究費から支出

している。平成 21 年度の支出状況は、機器、備品が 45 万円、図書関係が 53 万円であ

った。

Ⅵ－２－（４）

教員の教員室、研究室または研修室、実験室等の状況を記述して下さい。なお訪問

調査の際に研究室等をご案内願います。

教員には、若干名を除き 24 ㎡程度の個人研究室が提供されており、両袖事務机、椅

子、テーブル（２）、椅子（12）、本棚、食器キャビネット、ロッカー等が設置されてい

る。研究室には LAN 回線が引き込まれ、インターネット利用等の情報通信環境が整備

されている。

Ⅵ－２－（５）

教員の研修日等、研究時間の確保の状況について記述して下さい。

教員には原則として週１日の研修日が確保されている。平成 21 年度までは各教員の

研修曜日がまちまちなため学科会、各種委員会の曜日、時間帯の確保に困難を来してい

たが、平成 22 年度から月曜日、水曜日、木曜日のいずれかで学科会、各種委員会が開

催できるようにするために、これらの曜日は研修日に当てないようにすることとした。

Ⅵ－３ 特記事項について

Ⅵ－３－（１）

この《Ⅵ研究》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、教員の研究について

努力していることがあれば記述して下さい。

特になし。
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Ⅵ－３－（２）

特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。

特になし。

参考資料⑯ 教員個人の研究業績書（過去３ヶ年）

参考資料⑰ 教員の研究活動について公開している印刷物等（過去３ヶ年）

参考資料⑱ 研究費（研究旅費を含む）等の支給規程等（規程がない場合は実績の一覧

表）

参考資料⑲ 過去３ヶ年の研究紀要・論文集
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Ⅶ 社会的活動

Ⅶ－１ 社会的活動（国際的活動は別項で記述）への取組みについて

Ⅶ－１-（１）

社会的活動への取組みについて、その理念や方針等、教育・研究における位置づけ

について、短期大学ではどのように考え、また今後どのように取組む予定かを記述し

て下さい。

地域に開かれた大学として、その役割を十分に果たすことを本学の使命と考え、本学

の保有する知的財産を地域のために活用し、十分に地域に貢献できるよう、様々な活動

を行っている。特に以下のような社会的活動に重点を置いて取組みを行っている。

「ボランティア論」、「ボランティア実習」をカリキュラムとして開設して学生にその

意義を教育している。また、サークル活動においてもボランティアサークルが活発な活

動を展開している。本学のボランティア活動は地域からも高く評価され、地元ロータリ

ークラブや社会福祉協議会からの支援を受けている。さらに本学の子ども教育センター

が主体となって、地域への出前講座や子育てに関する研究調査などの活動を行っている。

また、平成 20 年４月からは地元鳩山町の委託事業として、地域の子育て支援施設であ

る「つどいの広場（ぽっぽ）」の管理運営に当たり、月１回の本学教員による特別講座

をはじめとした支援、学生の「つどいの広場（ぽっぽ）」での活発なボランティア活動

が積極的に行われており、今後も継続して活動していく予定である。

Ⅶ－１-(２)

社会人受け入れの状況について、生涯学習の観点から短期大学では社会人の受け入

れを今後どのように考えているかを記述して下さい。

本学では、諸種の資格取得を目指して入学を希望したいといった社会人については、

積極的に受け入れるようにしている。その方法としては科目等履修生制度を設けている

ほか、通常の入試とは別枠で、社会経験を有する者（21 歳以上）を対象として社会人

入試を実施している。

平成 14 年より社会人入学者に対する優遇措置として、入学料の減免をコミュニケー

ション学科で適用し、２年分の学費で 4 年間の在学が可能とする措置を両学科で適用し

ている。

社会人入学者の受け入れ状況は、平成 21 年度では保育学科で３名受け入れている。

生涯学習の観点から考えると、子育てしながら様々な分野の勉強をしたい人へは、単

に公開講座等の単発的な機会を設けるだけでなく、社会人として入学し、学生と一緒に

勉学するといった学習の機会、制度を設けることや、幼稚園、保育所等に就職しながら、

子育て等のために一旦離職した人たちの再就職希望者に対する再教育の機会を幅広く設

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ⅶ 社会的活動
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けるなどが考えられ、短期大学の役割、使命として大事なことであると考えている。

Ⅶ－１-(３)

過去３ヶ年（平成19年度～21年度）に短期大学が行った地域社会に向けた公開講座、

生涯学習授業、正規授業の開放等の実施状況を記述して下さい。

社会人の教養と文化の向上に資するとともに、本学が有する諸資源を地域社会に提供

することは、地域社会に開かれた短期大学として重要な社会的活動と認識している。

各講座とも開講式を行って講座の趣旨・目的を述べ、閉講式においては受講者一人ひ

とりに学長から修了証を渡している。

公開講座は毎年行っており、平成 22 年度以降も継続して行っていく予定である。平

成 19・20・21 年度の実施状況は下表のとおりである。

〔平成 19 年度〕

講座名 親子で生き生き子育て2007

期 間 平成 19年10月11日、18日、25日の10：40～12：10

場 所 本学

講 師 村田光子准教授、三好勝講師、藤巻公裕教授、船越忠男講師

対象者 乳幼児の親子(0 ～ 3 才くらいまで)

受講者数 48 人(24 組)

受講料 500 円

講座名 ポップスで英語を学ぶ

期 間 平成 19年11月21日、28日、12月5日の10：40 ～ 12：10

場 所 本学

講 師 野地 薫准教授

対象者 近隣在住または在勤の社会人

受講者数 24 人

受講料 無料

〔平成 20 年度〕

講座名 親子でいっしょにあそぼうよ2008

期 間 平成20年10月16日、23日、27日の 10：40～ 12：10
場 所 本学

講 師 高橋好次郎講師、工藤充枝講師、渡辺本江教授

対象者 乳幼児の親子(２・３歳児を中心とする)

受講者数 30 人(15 組)

受講料 500 円
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講座名 生・老・病・死をめぐる民俗

期 間 平成20年11月21日、28日、12月5日の10：40～12：10

場 所 本学

講 師 大本憲夫教授

対象者 近隣在住または在勤の社会人

受講者数 12 人

受講料 無料

〔平成 21 年度〕

講座名 親子で生き生き子育て 2009

期 間 平成21年10月6日、13日、20日の 10：40～ 12：10
場 所 本学

講 師 野口一夫教授、村井小夜子講師、村石理恵子講師

対象者 ２・３歳以上の親子

受講者数 10 組 21 人

受講料 500 円

講座名 シェイクスピア鑑賞－英詩を楽しむ－

期 間 平成21年10月30日、11月6日、13日の 10：40～ 12：10
場 所 本学

講 師 宮本正和教授

対象者 近隣在住または在勤の社会人

受講者数 9 人

受講料 無料

Ⅶ－１-(４)

過去３ケ年（平成19年度～21年度）の短期大学と地域社会（自治体、商工業、教育

機関その他の団体等）との交流、連携等の活動について記述して下さい。

本学は、埼玉県比企郡鳩山町に所在し、さらに近隣には東松山市、坂戸市、川越市な

どがある。そのため、それらの行政当局等から本学教職員に対して各種委員会の協力委

員の依頼・委嘱、講師派遣等の要請が多々あり、これに対し本学では可能な限り協力し、

積極的に交流・連携を図っている。

平成 20 年 4 月からは、地元鳩山町の委託事業として、地域の子育て支援施設である

「つどいの広場（ぽっぽ）」の管理運営にあたっている。

地域住民との交流では、学生による演習授業の発表会である「七夕会」、「クリスマス

会」を公開して地域住民・園児を招待するなど、地域との交流を図っている。

さらに本学では、地域における体験学習を重視して総合演習科目としてカリキュラム
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に組み入れ、体験学習を通じて地域との交流を深めている。

地域内の教育機関との連携では、東京電機大学および大東文化大学と単位互換制度の

協定を結んでおり、希望する学生はそれぞれの大学で聴講し、単位取得している。

・埼玉県こども動物自然公園での動物飼育体験学習

・ときがわ町における木工および里山保全体験学習

・小川町和紙体験学習センターにおける和紙体験学習

・つどいの広場（ぽっぽ）における子育て体験学習

・川越めぐり・市立美術館見学

Ⅶ－２ 学生の社会的活動について

Ⅶ－２－(１)

過去３ヶ年（平成19年度～21年度）の学生による地域活動、地域貢献あるいはボラ

ンティア活動等社会的活動の状況を記述して下さい。

災害救助活動の一環として、災害時の募金を中心とした活動に早くから取り組み、ま

たボランティア論、ボランティア実習がカリキュラムとして位置づけられ、ボランティ

ア活動が学生のなかに定着してきている。平成 14 年度に保育学科が開設され、ボラン

ティア活動は、保育所（園）、幼稚園などでの子育て支援、福祉施設や知的障害者施設、

児童センターにも活動が拡がり、ボランティアサークルが推進役となり、活発に行われ

ている。本学のボランティア活動は近隣地域の評価も高く、地元ロータリークラブ、社

会福祉協議会の支援も得ている。

平成 20 年４月の「つどいの広場（ぽっぽ）」開設でその管理運営を鳩山町から本学に

委託されたことから、「つどいの広場（ぽっぽ）」でのボランティア活動(子育て支援)

も活発に行われている。

学生による地域活動では、学生はＪＡ埼玉・埼玉中央農協・餅つき踊り保存会・野本

市民活動センター等が行う行事に参加し、本学を会場に「地域ぐるみ餅つき大会」を開

催するなど、活発に活動している。

Ⅶ－２－(２)

短期大学では学生の地域活動、地域貢献あるいはボランティア活動等についてどの

ように考え、どのように評価しているか記述して下さい。

本学は、地域貢献活動、ボランティア活動等は、短期大学を卒業して社会人となる学

生にとっては重要な活動・経験としてとらえている。本学学生は、地域活動、地域貢献

あるいはボランティア活動等には比較的関心が高く、また本学としても、学生に奨励し、

積極的に勧めている。

地域貢献活動、ボランティア活動等を行った場合、学生には報告書を提出するように
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促しているが、多くの学生は、活動を通して学んだことの意義、貢献できたことによる

喜びの実感などが記されていることから、そういった活動を高く評価している。

今後とも地域活動、地域貢献あるいはボランティア活動等については積極的に取り組

むとともに、学生には積極的に奨励していくつもりである。

Ⅶ－３ 国際交流・協力への取組みについて

Ⅶ－３－(１)

過去３ヶ年（平成19年度～21年度）の学生の海外教育機関等への派遣（留学〈長期

・短期〉を含む）の状況を記述して下さい。

本学にはセメスター留学制度があり、アメリカ合衆国ワシントン州のクラークカレッ

ジ及び中国北京市の「北京経済管理幹部学院国際部」・「北京君誠語言学校」と提携を結

んでいる。時期、期間は、１年次の後期に３ケ月から６ケ月の短期留学であるが、過去 3
年間では参加者はいなかった。

Ⅶ－３－(２)

過去３ヶ年（平成19年度～21年度）の短期大学と海外教育機関等との交流の状況を

記述して下さい。

海外教育機関等との交流は、前述のセメスター留学以外では、海外英語演習、海外中

国語演習を通して行っている。いずれも 10 日程度の短期研修である。10 日間のうち 5
日間（計 15 時間）は授業に出席するほか、ツアー、夕食会等を通して現地の学生、教

員、留学生スタッフと交流している。

海外英語演習の参加者は、平成 19 年度は７名、平成 20 年度は４名であったが、平成 21
年度は参加希望者が少なかったため行わなかった。また、海外中国語演習は、ここ３年

は定員に満たず実施していない。

しかし、これからの社会においては、国際的な交流を学生に体験させ、多文化、異文

化の理解を図ることは重要であると認識しているので、海外教育機関との交流を一層盛

んにしていきたいと考えている。

Ⅶ－３－(３)

過去３ヶ年（平成19年度～21年度）の教職員の留学、海外派遣、国際会議出席等の

状況を記述して下さい。

短期大学としての教職員の留学、海外派遣は行われていない。国際会議・学会への出

席は、韓国及び米国で開催された国際学会等に参加している。今後は、教職員の留学、

海外派遣制度を整備するなどして、教職員が海外の教育・研究状況に接する機会を多く

したいと考えている。
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Ⅶ 社会的活動～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

Ⅶ－４ 特記事項について

Ⅶ－４－(１)

この《Ⅶ社会的活動》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、例えば高大連

携等の他の教育機関との連携、外国人への日本語教育等、社会的活動について努力し

ていることがあれば記述して下さい。

高校－大学との連携では、教員が高等学校に出向いて高等学校の授業の一部として講

義や実習指導を行うなどの出前授業を実施している。その他に、教員が近隣市町村にお

ける高齢者を対象とした「きらめき市民大学」においてシェークスピアの講義などを行

っている。

Ⅶ－４－(２)

特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。

特になし。

添付資料⑤ 社会人受け入れについての印刷物等

参考資料⑳ 海外留学希望者に向けた印刷物等
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Ⅷ 管理運営

Ⅷ－１ 法人組織の管理運営体制について

Ⅷ－１－(１)

短期大学を設置する法人のトップである理事長は、短期大学の運営に対して適切に

リーダーシップを発揮しているか、また短期大学に係る重要事項はどのような流れで

決定し、その流れのなかで理事長はどのように関与しているかを、できれば理事長自

身が率直に現状を記述して下さい。

理事長は、理事会において、学長から短期大学の状況を報告させ、検討すべき事項等

を指示している。平成 21 年度は、主に入学者確保のための工夫、短期大学の財務の健

全化のための対策を指示した。短期大学内での検討の結果、地域の高等学校への出張授

業の実施、ＡＯ入試改変、オープンキャンパスなどの入試広報活動の拡充等を実施した。

財務の健全化対策としては、授業料減免制度の見直しや授業料の納入方法の適正化を

図り、併せて経費節減の徹底を指示した。このようなことから、理事長は短期大学の運

営に対して適切にリーダーシップを発揮していると考えている。

短期大学に係る重要事項については、短期大学の教学に関するものは、委員会や教授

会の議を経て、理事会または理事長が決定している。短期大学の人事については、採用

や昇任の候補者について事前に学長から報告してもらい、教授会の議を経た後、候補者

と面接し、理事長が発令している。予算、決算については理事会で決定するが、財務状

況については理事会等で学長から報告してもらい、その都度必要な事項を指示している。

Ⅷ－１－(２)

過去３ヶ年（平成19年度～21年度）の理事会の開催状況（主な議案、理事の出席状

況等を含む）を下表を例に開催日順に記述して下さい。加えて理事会についての寄附

行為上の規定を記述して下さい。平成22年５月１日現在の理事・監事・評議員名簿等

を準備し、理事の構成に著しい偏りがないことをお示し下さい。また理事会議録は必

要に応じて閲覧いたします。

理事会の開催状況及び理事会の寄附行為上の規定は、下表に示すとおりである。

理事会の開催状況

年 月 日 主 な 議 案 出席者数 定数

平 5 月 25 日 寄付行為の一部変更について 7 7

成 山村学園短期大学における学納金等の一部改定について

19 平成 18 年度事業報告、計算書類、監査報告について

年 7 月 24 日 山村学園短期大学学長の職務代理者について 6 7

度 山村女子高等学校学則変更について



- 94 -

年 月 日 主 な 議 案 出席者数 定数

平 9 月 25 日 山村学園短期大学学長山村 健氏の学長辞任並びに後任学長候補者 6 7

成 について

19 山村学園短期大学の平成 19 年度私立大学等経常費補助金特別補助

年 事業の申請について

度 10 月 23 日 山村学園短期大学学長の承認について 6 7

理事並びに評議員の選任について

1 月 29 日 山村学園短期大学の借用地の購入について 7 7

山村学園短期大学の名誉学長設置規程について

2 月 26 日 就業規則の一部変更について 7 7

定年退職者再雇用制度の制定について

3 月 11 日 山村学園短期大学教職員給与規程の一部改正について 7 7

3 月 18 日 理事長山村 寛氏辞任に伴う理事長の選任について 7 7

平成 20 年度事業計画（案）並びに予算（案）について

山村学園高等学校及び山村国際高等学校の平成 20 年度学則変更に

ついて

3 月 31 日 山村女子高等学校のストライキ回避について 7 7

平 5 月 23 平成 19 年度事業報告、計算書類、監査報告について 7 7

成 山村学園高等学校学則定員の変更について

20 9 月 30 日 学校法人山村学園「人事委員会規程」について 7 7

年 山村学園短期大学 ｢人事委員会規程｣について

度 山村学園短期大学研究費の適正管理に関する規程について

山村学園公益通報等に関する規則の制定について

10 月 28 日 山村学園高等学校のグランド用地取得計画の経過について 6 7

11 月 25 日 グランド用地取得計画について 7 7

12 月 9 日 理事・監事の選任並びに評議員の推薦について 7 7

寄附受け入れ施設の名称について

12 月 16 日 平成 20 年度 補正予算(案)について 7 7

山村学園短期大学の学則変更について

3 月 24 日 平成 21 年度当初教職員の人事異動について 7 7

理事の退任に伴う選任区分の変更について

3 月 27 日 川島グランド売却について 7 7

平成 20 年度補正予算（案）

平成 21 年度事業計画（案）・予算（案）について

学園内二高等学校学則変更について

平 4 月 28 日 山村学園高等学校・山村国際高等学校両校のグランド取得引当 7 7

成 特定預金取崩しについて

21 5 月 26 日 平成20年度事業報告について 7 7

年 平成 20 年度計算書類について
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年 月 日 主 な 議 案 出席者数 定数

平 5 月 26 日 平成 20 年度監査報告について

成 山村学園短期大学の校地売却について

21 6 月 23 日 高等学校二校の運用資金借入ついて 7 7

年 7 月 28 日 山村学園短期大学の学則変更について 7 7

度 9 月 8 日 山村学園短期大学「経営改善計画書」の審議について 7 7

改革・将来構想検討準備会（仮称）の設置について

9 月 15 日 改革・将来構想検討準備会の方針について 7 7

10 月 13 日 希望退職優遇措置について 7 7

10 月 27 日 学園運営委員会の構成について 7 7

11 月 4 日 グランド用地確保の確認について 7 7

12 月賞与支給に伴う資金の借入について

11 月 17 日 野田グランド用地取得プロジェクトについて 7 7

11 月 24 日 緊急課題について 7 7

12 月 8 日 山村学園高等学校の校舎建設について 7 7

山村学園短期大学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科のｶﾘｷｭﾗﾑについて

5 ケ年計画の内容等について

12 月 24 日 平成 21 年度補正予算(案)について 7 7

山村学園短期大学学則変更について

1 月 12 日 校舎建設計画組織（案）について 7 7

1 月 26 日 地労委斡旋について 7 7

3 月 23 日 評議員の推薦について 7 7

3 月 26 日 平成 21 年度補正予算(案)について 7 7

平成 22 年度予算（案）について

平成 22 年度事業計画（案）について

評議員の選任について

野田地区のグランド用地について

学校法人山村学園寄附行為（抜粋)

（理事会）

第１５条 この法人に、理事をもって組織する理事会を置く。

２ 理事会は、学校法人の業務を決し、理事の職務の執行を監督する。

３ 理事会は、理事長が招集する。

４ 理事長は、理事総数の３分の２以上の理事から会議に付議すべき事項を示して理事会の招集を請

求された場合には、その請求のあった日から７日以内に、これを招集しなければならない。

５ 理事会を招集するには、各理事に対して、会議開催の場所及び日時並びに会議に付議すべき事項

を書面により通知しなければならない。

６ 前項の通知は、会議の７日前までに発しなければならない。ただし、緊急を要する場合はこの限

りでない。
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７ 理事会に議長を置き、理事長をもって充てる。

８ 理事長が第４項の規定による招集をしない場合には、招集を請求した理事全員が連名で理事会を

招集することができる。この場合における理事会の議長は、出席理事の互選によって定める。

９ 理事会は、この寄附行為に別段の定めがある場合を除くほか、理事総数の過半数の理事が出席し

なければ、会議を開き、議決をすることができない｡ただし､第１２項の規定による除斥のため過半

数に達しないときは、この限りではない。

10 前項の場合において、理事会に付議される事項につき書面をもって、あらかじめ意思を表示した

者は、出席者とみなす。

11 理事会の議事は、法令及びこの寄附行為に別段の定めがある場合を除くほか、出席した理事の過

半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

12 理事会の決議について、直接の利害関係を有する理事は、その議事の議決に加わることができな

い。

Ⅷ－１－(３)

理事会の下に理事会の業務を一部委任する常任理事会、幹部会等を置いている場合

は、その名称と根拠規程、理事会との関係、構成メンバー等を記述して下さい。

特に置いていない。

Ⅷ－１－(４)

監事の業務についての寄附行為上の規定、平成2１年度における監事の業務執行状

況について、できれば監事自身が率直に現状を記述して下さい。

監事の業務についての寄附行為上の規定及び監事の業務執行状況は下表のとおりであ

る。監事は、理事会に同席し、その都度法人の業務等について意見を述べている。また、

財産状況の監査についても、公認会計士と連絡を取り合い、適正に行っている。

学校法人山村学園寄附行為（抜粋)

（監事の職務）

第１４条 監事は、次の各号に掲げる職務を行う。

（１）この法人の業務を監査すること。

（２）この法人の財産の状況を監査すること。

（３）この法人の業務又は財産の状況について、毎会計年度、監査報告書を作成し、当該会計年度終

了後２月以内に理事会及び評議員会に提出すること。

（４）第１号又は第２号の規定による監査の結果、この法人の業務又は財産に関し不正の行為又は法

令もしくは寄附行為に違反する重大な事実があることを発見したときは、これを文部科学大臣（都

道府県知事）に報告し、又は理事会及び評議員会に報告すること。

（５）前号の報告をするために必要があるときは、理事長に対して評議員会の招集を請求すること。

（６）この法人の業務又は財産の状況について、理事会に出席して意見を述べること。
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監事の職務執行状況

職 務 内 容 職 務 内 容 職 務 執 行 状 況

(1) 財産状況の監査 ①実施時期 ・期間：平成21年5月19日・7月28日・9月8日・12月24日・平成22

年3月26日

②対象分野・事項：平成20年度決算に関する書類監査、施設の履行確認

③監査結果：すべて、適正に処理されている。

④公認会計士との連携の状況：年度当初に監査方針等打ち合せを実施して対

応している。公認会計士による平成20年度の監査は平成21年5月19日に実施

し、期中については年内7・8回の監査を実施した。

(2) 業務状況の監査 ①実施時期・期間：平成21年5月19日～平成22年3月31日までの18日間

②方法：理事会に出席して、議案に対する業務執行状況の確認を行っている。

③内容：学校現場の監査については、理事会等開催の際に併せて管理運営及

び施設設備整備状況について各所属長から状況聴取を行った。

④監査結果：理事の業務執行状況については、全般的に適切であると認めら

れる。短大及び高校の管理運営及び施設設備整備状況等は概ね適正である

と認められる。

Ⅷ－１－(５)

平成21年度の評議員会の開催状況（主な議案、評議員の出席状況等を含む）を開催

日順に記述し、評議員会についての寄附行為上の規定を記述して下さい。

評議員会の開催状況及び学校法人山村学園寄附行為は下表のとおりである。

評議員会の開催状況

年 月 日 主 な 審 議 事 項 出席者数 定数

平成 21 年 5 月 26 日 平成20年度事業報告について 15 15

平成 20 年度計算書類について

平成 20 年度監査報告について

平成 22 年 3 月 26 日 平成 21 年度補正予算(案)について 15 15

平成 22 年度事業計画（案）、予算（案）について

評議員の選任について

野田地区のグランド用地について
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学校法人山村学園寄附行為（抜粋)

（評議員会）

第１８条 この法人に、評議員会を置く。

２ 評議員会は１５人の評議員をもって組織する。

３ 評議員会は、理事長が招集する。

４ 理事長は、評議員総数の３分の１以上の評議員から会議に付議すべき事項を示して評議員会の招

集を請求された場合には、その請求のあった日から２０日以内に、これを招集しなければならな

い。

５ 評議員会を招集するには、各評議員に対して、会議開催の場所及び日時並びに会議に付議すべき

事項を、書面により通知しなければならない。

６ 前項の通知は、会議の７日前までに発しなければならない。ただし、緊急を要する場合は、この

限りでない。

７ 評議員会に議長を置き、議長は、評議員のうちから評議員会において選任する。

８ 評議員会は、評議員総数の過半数の出席がなければ、その会議を開き、議決をすることができな

い。

９ 前項の場合において、評議員会に付議される事項につき書面をもって、あらかじめ意思を表示し

た者は、出席者とみなす。

10 評議員会の議事は、出席した評議員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。

11 議長は、評議員として議決に加わることができない。

以上のほか、第 19 条に議事録、第 20 条に諮問事項、第 21 条に評議員会の意見具申

等、第 22 条に評議員の選任、第 23 条に任期、第 24 条に評議員の解任及び退任が規定

されている。

Ⅷ－１－(６)

法人の管理運営について今後改善や変更をしたいと考えている事項があれば記述し

て下さい。また法人が抱えている問題あるいは課題について差し支えのない範囲で記

述して下さい。

今後改善や変更したいと考えている点については、学園内３校の教育面、管理運営面

での連携強化があげられる。現在、短期大学と高校間で、短期大学からの出張講義など

を行っているが、さらにそれを短期大学の授業として単位化するなど、高校・短期大学

間の連携を強化していきたい。さらに、学園内３校間で、それぞれの持つ強みを活用し

合い、３校が連携し学園全体として、より魅力のある教育ができるよう工夫していきた

い。

法人が抱えている課題としては少子化対策があげられる。生徒及び学生募集、校舎の

建て替え、新たなグラウンドの確保など、より魅力ある教育、施設設備の充実を図るこ

とが必要である。また、前述のような学園内３校の連携を行いつつ、経費の効率化、諸
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規程の整備等を行いつつ、全体の将来計画を推し進めていきたいと考えている。

Ⅷ－２ 教授会等の運営体制について

Ⅷ－２－（１）

短期大学の教育・研究上のトップである学長は、短期大学の教育活動全般について

適切にリーダーシップを発揮しているか、また短期大学に係る教育・研究上の事項は

どのような流れで決定し、その流れのなかで学長はどのように関与しているかを、で

きれば学長自身が率直に現状を記述して下さい。なお学長選考規程等があれば訪問調

査の際に拝見することがありますのでご準備下さい。

学長は、前年度に掲げられていた課題、教育目標等について、各学科・委員会ごとに

その達成状況と次年度の課題について、書面で報告を求めている。さらに学長は、毎年 4
月の第 1 回教授会において、新年度における短期大学全体の取り組むべき課題・達成す

べき目標、各学科・委員会の在り方等について方針を述べている。また、学長、副学長

は年 2 回、授業、研究、学生指導、要望、抱負などについて個々の教員にヒアリングを

行い、意見交換を行っている。

教授会は毎月 1 回、定例的に開催されるが、開催日の 1 週間前から前日までの間に、

学長のほか、副学長、事務局長、事務局長補佐が出席する打ち合せ会議において、教授

会の議題と資料の検討・整理を行い、教授会資料を配付するようにしている。

これまで、教授会に費やす時間が 2 ～ 3 時間以上と長かったため、平成 21 年 11 月か

らは、会議時間の節約を図るとともに、審議事項に集中的に時間をかけることとし、各

学科・委員会等の報告事項は印刷物にして回覧するように改めた。報告事項は、ほぼ前

年どおりに遂行される学校行事、学生の動向に関する連絡などであるが、その他に、各

学科、委員会等の議事録が報告されるので、学長は必ず目を通すようにしている。

学長は、外部等の会議、行事がなければ、通常は学内にいるので、随時必要に応じて

個別に委員長、学科長、教員、事務局長などから相談を受け、緊急を要すると思われる

問題が発生した場合は臨時教授会、緊急対策会議を開催し、問題解決を図るようにして

いる。

特に、平成 21 年度は、新型インフルエンザが流行したため、地域内の学校、幼稚園、

保育所では学校・施設閉鎖の処置を取ったところが多かった。本学は、通常の授業のほ

かに、学生の教育実習、保育実習、施設実習の時期に当たったため、緊急に学長を本部

長とする新型インフルエンザ等対策本部を設置し、文部科学省、地域の保健所と連絡を

取りながら対策を講じた結果、大学閉鎖には至らなかった。

本学には、学長直属の委員会として、将来構想委員会が置かれている。この委員会は、

学長、副学長、学科長、事務局長等で構成され、学長を中心に、文字どおり本学の将来

に関する諸問題を検討する役割を担っているが、同時に、教育上、運営上、重要な事項

は、短期大学全体の立場に立って検討し、主な方針・方向を決定した後、各学科・委員
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会に案として提示し、各学科・委員会ではそれに沿って、さらに具体的に詳細な検討を

行い、実行・実現可能な案を作成して、最終的に教授会決定するという流れを取ってい

る。

また、学長は、必要に応じて、各学科会議・委員会、さらには非常勤講師の授業担当

者会に出席して、短期大学としての考え方、意見を述べるなど、意思の疎通を図るよう

にしている。

以上述べたことから、学長は短期大学の教育活動全般について適切にリーダーシップ

を発揮している。

Ⅷ－２－ (２)

教授会についての学則上の規定（教授会で議すべき事項等を含む）、平成21年度に

おける開催状況（主な議案、構成メンバー、出席状況等を含む）を年月日の順に記述

して下さい。なお、学則を添付して下さい。

教授会についての学則上の規定は下表のとおりであり、教授会で議すべき事項は教授

会規程に掲げられている。

教授会についての学則上の規程（抜粋）

第4節 教授会

（教授会）

第10条 本学に、重要な事項を審議するため教授会を置く。

２ 教授会は、学長、専任の教授、准教授及び講師をもって構成し、学長がこれを招集する。

学長が必要と認めたときは、その他の教職員を加えることができる。

３ 教授会に関し必要な事項は、別に定める。

教授会規程（抜粋）

第５条 教授会の審議事項は次のとおりとする。

（１）学則その他の諸規程の制定改廃に関する事項

（２）教員の資格審査に関する事項

（３）学生の入学・退学・転学・留学・休学に関する事項

（４）学生の試験及び卒業に関する事項

（５）教育課程に関する事項

（６）教育及び研究に関する事項

（７）学生の厚生補導に関する事項

（８）学生の賞罰に関する事項

（９）その他学長が必要と認めた事項
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平成 21 年度 教授会開催状況

年 月 日 主な議題 出席者数 定数

H21 年 4 月 4 日 非常勤講師採用に伴う資格審査委員の委嘱 16 16

4 月 16 日 除籍処分及び退学・休学許可について 16 16

平成22年度学生募集に係る入試種別募集人員について

5 月 14 日 平成22年度 学生募集に係る優遇措置について 16 16

6 月 11 日 平成21年度自己点検・評価執筆担当者及び実施計画について 16 16

7 月 2 日 平成21年度就職試験特別講座について 14 16

7 月 16 日 学生指導について 16 16

客員講師に関する取扱規程について

7 月 23 日 退学許可について 15 16

8 月 6 日 新型インフルエンザ感染者発生に伴う夏季休業中の諸行事等への基 14 16

本的な対応案について

8 月 24 日 学則変更（保育学科カリキュラム）について 16 16

9 月 3 日 平成21年度前期卒業判定について 16 16

9 月 24 日 山村学園短期大学入学試験のﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄに関する規程(案)について 15 16

10 月 8 日 単位認定について 15 16

11 月 5 日 卒業生の勤務状況調査について 14 16

授業公開の目的と意義について

12 月 3 日 授業改善のためのチェックリストについて 16 16

平成22年度コミュニケーション学科のｶﾘｷｭﾗﾑ変更に伴う学則変更に

ついて

12 月 14 日 平成22年度保育学科のカリキュラム変更に伴う学則変更について 15 16

H22 年 1 月 14 日 平成22年度入試広報日程（案）について 15 16

2 月 4 日 資格取得に伴う単位認定について 15 16

2 月 15 日 保育学科専任教員採用について 16 16

専任教員（コミュニケーション学科）昇任について

2 月 22 日 卒業認定者及び卒業保留者について 16 16

山村学園短期大学嘱託規程の一部改正について

学科長の任命について

3 月 1 日 山村学園短期大学キャリア支援センター規程（案）について 16 16

3 月 8 日 非常勤講師採用に伴う資格審査結果について 16 16

3 月 25 日 弁論大会・学生懇談会について 15 16

Ⅷ－２－(３)

学長もしくは教授会の下に教育・研究上の各種の委員会等を設置している場合は、

その名称と根拠規程、主な業務、構成メンバー、平成21年度の開催状況等を記述して
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下さい。

教育・研究・学生指導に関する委員会等は下表のように設置され、それぞれの規程、

細則等に基づいて活動している。

各種委員会とその業務内容等

委員会名 根拠規程 主な業務内容 構成員 開催状況

教務委員会 教務委員会規程 教務に関する事項 委員長ほか教員４名、 ３～４回/月

事務局員１名

学生支援委員会 学生支援委員会規 学生支援に関する事 委員長ほか教員３名、 ３～４回/月

程 項 事務局員１名

進路指導委員会 進路指導委員会規 学生の進路に関する 委員長ほか教員３名、 ４～５回/月

程 事項 事務局員１名

入試広報委員会 入試広報委員会規 入学試験、広報に関 委員長ほか教員４名、 ４回 /月

程 する事項 事務局員１名

図書・紀要委員会 図書・紀要委員会 図書、紀要刊行に関 委員長ほか教員１名、 ５回 /年

規程 する事項 事務局員１名

ＦＤ委員会 ＦＤ委員会規程 ＦＤに関する事項、 委員長ほか教員３名、 １回 /月

教職員研修 事務局員１名

自己点検・評価委 自己点検・評価委 自己点検・評価に関 学長、副学長、事務 ２回/年

員会 員会規程 する事項 局長ほか教員４名、 （注１）

事務局員１名

将来構想委員会 将来構想委員会規 短期大学の将来構想 学長、副学長、事務 ２６回/年

程 に関する事項 局長ほか教員４名

減免審査委員会 減免審査委員会規 諸納付金の減免に関 学長、副学長、事務 ３～４回/年

程 する事項 局長ほか教員３名 （注２）

セクシュアルハラ セクシュアルハラ セクシュアルハラス 委員長ほか教員３名、 １回/年

スメント防止対策 スメント防止対策 メント等に関する事 事務局員２名 （注３）

委員会 委員会規程 項

ネットワーク委員 ネットワーク委員 ネットワークに関す 副学長、事務局長ほ １回/年

会 会規程 る事項 か教員３名 （注３）

子ども教育センタ 子ども教育センタ 子ども教育センター センター長ほか保育 ５~６回/月

ー運営委員会 ー運営委員会規程 運営の運営に関する 学科教員７名 （注４）

事項

〔注意〕

注１：平成 21 年度は将来構想委員会のなかに組み入れて行ったため、回数としては少なかった。

注２：主に学期の始まりや学期の終わりに開催される委員会である。
注３：必要に応じて開催される委員会であり、平成２１年度は実質的に開催が少なかった。
注４：構成員は全員保育学科教員のため、保育学科の会議の中で切り替えて行っている。

◆参考資料○24 各種委員会規程参照。
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Ⅷ－２－(４)

短期大学の運営全般について抱えている問題あるいは課題について差し支えがない

範囲で記述して下さい。

本学のコミュニケーション学科では、日本人学生のほかに、私費外国人留学生を受け

入れている。この学科の入学定員に対する両者の構成比は毎年流動的であるが、最近は

日本人学生の減少が続き、私費外国人留学生が多い。私費外国人留学生には大幅な減免

措置、優遇制度が取られているため財政上の減収を招いている。さらに、コミュニケー

ション学科学生への減免措置、優遇制度適用が保育学科入学者とバランスを欠いている

ことなどの問題を抱えている。

また、教員は授業の他に各種委員会に所属して必要な業務を遂行しているが、共通の

空き時間の確保が難しく、委員会の開催曜日がうまくとれない。平成 22 年度に向けて、

授業曜日・時間帯の配置の工夫、教員の研修希望曜日の変更などを行って、共通の空き

曜日・時間帯を確保していきたい。
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Ⅷ－３ 事務組織について

Ⅷ－３－(１)

現在の法人全体の事務組織図を記載し、そのなかに短期大学の事務部門を記入して

下さい。また組織図には短期大学の事務部門の役職名（課長、室長相当者以上。兼職

の有無を含む）、各部門の人員（専任・兼任の別を含む）、各部門の主な業務を含めて

記入して下さい。また事務組織が使用している部屋等は、機器・備品を含めて訪問調

査の際にご案内いただきます。

法人全体の事務組織図及び本学の事務部門の役職名、各部門の人員と各部門の主な業

務は下図に示すとおりである。

（数値は人数）

総務部長（法人事務局長）

（理事会、寄附行為、登記、施設設備、工事）

人事部長

法人本部長 （任免、服務、給与、退職金、福利、教職員団体）

評議委員会 経理部長

（予算・決算、資金調達、出納管理、補助金）

広報部長

（広報、渉外）

理 事 会

山村学園高等学校 事 務 長 －総務庶務担当(6)、経理担当(2)、用務担当(2)

山村国際高等学校 事 務 長 －総務庶務担当(2)、経理担当(1)、用務担当(1)

監 事

山村学園短期大学

事務局長補佐 (1)

教務担当 (2)

学籍管理、成績管理、紀要、各種証明書

事務局長 総務・庶務担当 (2)

現金・預金管理、労災、文書、入試広報

施設・設備管理担当 (1)

施設・設備管理、環境整備、防火

学生・進路担当 (2)

進路相談、学生会、奨学金、資格講座、カウンセリング

図書館担当 (1)

図書、定期刊行物の収受、管理
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Ⅷ－３－(２)

事務職員の任用（役職者の任免を含む）について現状を訪問調査時にご説明下さい。

訪問調査時に説明する。

Ⅷ－３－(３)

事務組織について整備している諸規程名を列記して下さい。なお諸規程等は訪問調

査の際に拝見することがありますのでご準備下さい。

本学の事務部門は、学校法人山村学園事務組織規程、学校法人山村学園山村学園短期

大学事務分掌規程、山村学園短期大学教職員就業規則、学校法人山村学園文書取扱規程、

学校法人山村学園公印取扱規程に基づいて業務を行っている。

Ⅷ－３－(４)

決裁処理の概要と流れ、また公印や重要書類（学籍簿等）の管理、防災の状況、情

報システムの安全対策等の現状を記述して下さい。

① 決裁処理の概要と流れ

学校法人山村学園文書取扱規程及び公印取扱規程に基づき処理されている。文書の収

受後は、回覧決裁し（起案者→事務局長補佐→事務局長→副学長→学長→理事長）、処

理済の文書は文書ファイリングキャビネットに収納し、定められた保存期間後は廃棄許

可起案後に専門業者に委託して廃棄処分している。

② 公印や重要書類（学籍簿等）の管理

公印取扱規程に基づき、教員、事務局員から起案された原議書のうち、公印の必要な

ものは、事務局長補佐、事務局長、学長の承認を得て、理事長が決裁した案件に必要な

文書に対し、公印(理事長、学長)の押印を行う。公印の使用・重要書類は事務局長の管

理のもと、必ず許可を得て行うようにしている。

学籍簿等の管理は、プライバシー保護および安全確保を第一に、利用および保管に配

慮している。保管場所は事務局内のファイリングキャビネットに保管し、卒業生の学籍

簿も含め永久保存している。

利用に際しては細心の注意を払い、教員、事務局員等の閲覧希望者は事務局長の許可

を得て閲覧するようにしている。

③ 防災の状況

防災については、定められた法令に準拠した対応を図っており、地元の消防署の協力

を得て、年 1 回防災訓練を行っている。また火災については、事務局内に火災受信操作

盤が設置されており、事務局で常時監視している。
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日常および休日・夜間の防災は、警備保障会社との契約により、異変があれば警備会

社に通報するシステムをとって万全を期している。また日常において学内の点検巡視を

重要視し、事務局員及び地元シルバー人材公社と委託契約して防災に努めている。

④ 情報システムの安全対策等の現状

情報システムの安全対策等については、ネットワーク委員会規程及びその利用規程等

により責任の所在を明らかにし、教学サイドと管理（事務局）サイドとが役割分担して

安全対策を取っており、適切に管理運用されている。

Ⅷ－３－(５)

事務職員は教員や学生から支持され信頼されているか、できれば事務組織の責任者

（事務局長等）が現状を率直に記述して下さい。

事務職員が全学生の顔と名前を覚えることは大事なことである。規模の小さな短期大

学であるからこそ、事務局員は一人ひとりの学生のバックグランドまで把握できる。事

務局内のレイアウトも学生が入ってくるのが直ぐ分かるように配慮している。事務局で

は、学生が入ってくれば挨拶をし、速やかに用件を確認して対応するなど、事務局に「入

りやすい」、「聞きやすい」環境作りに努力している。アンケート結果（平成 21 年度実

施による学生満足度調査）から、学生の事務局員に対する支持や信頼はあるものと思わ

れる。

各種委員会には事務職員 1 ～ 2 名が構成員として所属し、担当事務の立場から意見を

述べ、情報の共有化を図り、協力して業務を推進するようにしている。

Ⅷ－３－(６)

事務組織のスタッフ・ディベロップメント（ＳＤ）活動（業務の見直しや事務処理の改

善等、授業改善を支援する職員等の研修等、事務職員の能力開発、内部研修、外部への研

修等）の現状を記述して下さい。

スタッフディベロップメント(SD)に関して組織的に取組み始めたのは、つい最近の

ことである。事務局では毎日、「朝ミーティング」を実施し、事務局長の指示・連絡、

担当分野の報告等を行い、各事務局員の担当している仕事がどの位置を占めるのか分か

るようにしている。

また、従前は事務局員の業務に直接係る研修出張は極めて少なかったが、ここ数年は

予算の許す範囲内でスキルアップと他短期大学の事務職員との交流を図ることにより、

本学の事務部門の諸課題解決の原動力になれるよう、事務局員の資質向上に心がけてい

る。
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Ⅷ－３－(７)

短期大学の事務組織が抱えている問題あるいは課題について差し支えがなければ記

述して下さい。

学校法人山村学園には 1 短期大学、2 高等学校があり、それぞれに事務室があり、事

務長または事務局長及び職員が配置されているが、組織間の人事交流及び情報・意見交

換の機会が極めて低い。「井のなかの蛙」にならぬよう広く学園内組織間及び他短期大

学との交流をとおして自らの足下を確認するなどの努力をする必要がある。

Ⅷ－４ 人事管理について

Ⅷ－４－(１)

教職員の就業について、現在、短期大学が抱えている問題あるいは課題について差

し支えがない範囲で記述して下さい。なお教職員の就業についての規程（就業規則、

給与規程等）を訪問調査の際にご準備下さい。

平成 19 年度より短期大学における就業規則を全面改定した。特に教員の出退勤・休

暇・休日勤務等の管理については、依然曖昧さがあり、服務の適正を期する必要がある。

また、学科間の教員の就業時間にアンバランスがあり、改善すべき課題である。

Ⅷ－４－(２)

法人（理事長及び理事会等）と短期大学教職員の関係について、できれば理事長及

び学長がそれぞれ記述して下さい。

理事長、理事は短期大学の現状を理解するために、短期大学の視察、行事への参列、

教職員との面談等を行い、監事による監査の際には、学長・事務局長等のヒアリングを

実施している。また、毎年、学園の財務状況について説明会を開催しているが、その際、

理事長は理事、法人本部長、法人総務部長等に参加を求め、全教職員に対して学園の置

かれている状況、当面の課題、今後の計画等について説明し、教職員からの質疑を受け

るなどして、短期大学の教職員と信頼関係の構築に努力している。

学長は、教授会における諸種の審議事項等のうち、理事会に諮る必要のある事項につ

いては教授会で審議した内容、経過、教授会としての意向等を理事会で説明し、理事会

で決定した事項及び理事会の意向等は教授会等をとおして教職員に伝えている。

以上のように、理事長、学長は法人と本学教職員との意思疎通を図るように努めてお

り、短期大学教職員の信頼関係はよく保たれている。
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Ⅷ－４－(３)

教員と事務職員との関係について、できれば学科長等及び事務局長がそれぞれ記述

して下さい。

① 学科長

事務局職員は、各学科会、各種委員会に構成員として加わり、教員の立場と事務局の

立場から意見を交換し、学生にとってよりよい対応ができるようにしている。

② 事務局長

事務局長の立場からは次のように考える。教員は教学面の機能を、事務局職員は物的

・人的・財務的管理面の機能を担っている。教員と事務局職員のそれぞれの専門性を生

かし、それぞれが短期大学の教職員として学生・保護者の期待に応える役割を担って行

くべきであると考える。

Ⅷ－４－(４)

教職員の健康管理、就業環境の改善、就業時間の順守等の現状を率直に記述して下

さい。

教職員の健康管理については、年 1 回の健康診断を義務づけている。非常勤講師及び

非専任職員にも希望者には受診させている。

事務局職員の就業時間は、就業規則どおり（8 時 30 分～ 17 時 15 分）に運用されてい

るが、職員数が少ないこともあって、残業しなければならないこともある。また、振り

替え休暇等で消化しきれないこともある。

教員の場合は 8 時 30 分から 10 時の間に出勤し、17 時 15 分以降に退勤している。出

勤時刻に幅があるのは、授業のない時は 10 時までに出勤してよいという長年の慣行に

よるものである。このように、現状では教員間で出勤時刻にアンバランスが生じており、

是正の必要があろう。

今後は、厳しい状況に置かれている短期大学の生き残りのために、また学生一人ひと

りの指導に時間を多く取るために、教員の在学時間を少しでも長くして指導に当るよう

な体制にしたいと考えている。

平成 20 年度以降、保育学科教員は毎週月曜日 8 時 30 分から 30 分間、全員参加の「朝

ミーティング」なる教員打ち合せを行い、その週の教職員動静・行事及び学生情報等に

ついて情報交換を行うなど、前向きな動きが出てきているが、他学科においては、従前

からの慣行を固守する傾向があり、早急な対応が必要であると考える。
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Ⅷ－５ 特記事項について

Ⅷ－５－(１)

この《Ⅷ管理運営》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、管理運営につい

て努力していることがあれば記述して下さい。

特になし。

Ⅷ－５－(２)

特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。

特になし。

添付資料⑥ 寄附行為

添付資料⑦ 学則

参考資料○21 現在の理事・監事・評議員名簿

参考資料○22 平成２１年度の理事会議事録

参考資料○23 学長選考規程

参考資料○24 委員会規程等

参考資料○25 事務組織についての諸規程

参考資料○26 教職員の就業についての規程
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Ⅸ 財務

Ⅸ－１ 財務運営について

Ⅸ－１－(１)

学校法人もしくは短期大学において「中・長期の財務計画」を策定している場合は、

計画の名称、策定した経緯等を簡潔に記述して下さい。なお中・長期の財務計画は訪

問調査の際に参考資料として拝見いたしますのでご準備下さい。

学校法人としては、中期的な将来計画を検討する組織として、理事を中心に構成する

「山村学園中期計画実行検討委員会」を立ち上げ、平成 19 年３月 24 日に「答申書」と

して理事長に提出した。この主な内容は学園内の２高等学校の将来に関する構想である。

現在、学園としては、この構想の前段階として、男女共学化に伴う新たなグラウンドの

取得とその対応策、財務を含めた将来計画の実行組織と準備等に関する事項について検

討を行っている。

短期大学に関しては、短期大学内の将来構想委員会において、コミュニケーション学

科の在り方、定員充足と採算性について検討を続けている。また、保育学科についても、

定員維持の視点から新たな取り組みを実現すべく検討を続けている。

Ⅸ－１－(２)

学校法人及び短期大学の毎年度の事業計画及び予算決定に至る過程、手続きを簡潔

に記述して下さい。

事業計画及び予算案については、各校の教育方針、運営方針に基づき各校で検討され

た案を理事会で検討し決定する。事業計画に基づいた予算案は、毎年１月に法人本部に

提出され、３月の評議員会、理事会の承認を経て決定される。その間、必要に応じて理

事長、法人本部長からヒアリングを受ける。

短期大学の事業計画及び予算決定に至る過程についても、同様の過程を経る。

Ⅸ－１－(３)

決定した予算の短期大学各部門への伝達方法、予算執行に係る経理、出納の業務の流れ

を必要な承認手続きを含めて簡潔に記述して下さい。なお経理規程等の財務諸規程につい

て、整備している規程名を列記して下さい。財務諸規程は訪問調査の際に参考資料として

拝見いたしますのでご準備下さい。

① 予算の伝達

理事会で予算の成立後、当初予算額として学長に通知される。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ⅸ 財務



- 112 -

Ⅸ 財務～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

② 予算の執行

予算の執行は、各部門の責任者が責任を持って予算執行するが、一定額以上のものに

ついては学園の定める執行規程により、各々定められた内容及び限度額に基づいて理事

長の決裁後に執行している。

平成 19 年度から、インターネットを活用した給与会計処理システムを導入し、法人

本部で統括管理できる環境を整備したので、リアルタイムで予算の執行状況が把握可能

になった。

Ⅸ－１－(４)

過去３ヶ年（平成19年度～21年度）の公認会計士監査状況の概要を開催日順に記述

して下さい。公認会計士の監査と監事がどのように連携しているか、また公認会計士

から指摘を受けた事項があれば、その対応について記述して下さい。

年度当初に監事と公認会計士が監査方針等について打ち合せを行っている。会計処理

方法等について公認会計士から指摘を受けたことについては、適切に処理している。

公認会計士による監査実施状況

年 度 年 月 日 概 要 備 考

平成 19 年度 平成 20 年 3 月 29 日 期中監査

4 月 2 日 実 査

4 月 19 日 期末監査

平成 20 年度 平成 20 年 10 月 9 日 期中監査

平成 21 年 3 月 24 日 期中監査

4 月 1 日 実 査

4 月 14 日 期末監査

平成 21 年度 平成 21 年 10 月 8 日 期中監査

平成 22 年 3 月 19 日 期中監査

4 月 1 日 実 査

4 月 14 日 期末監査

Ⅸ－１－（５）

財務情報の公開は今までどのように行ってきたか。また私立学校法第47条第２項に

基づき、財務情報の公開をどのように実施しているか。それぞれの概要を記述して下

さい。

本学の財務情報の公開は、学校法人山村学園財務情報開示に関する規程に則り、公開

している。平成 21 年度からは、本学ホームページ上で公開するようにした。



- 113 -

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ⅸ 財務

Ⅸ－１－(６）

寄附行為に基づき、どのような基本方針で資金等の保有と運用を考えているか簡潔

に記述して下さい。なお資金等の保有と運用に関する規程等が整備されていれば、訪

問調査の際に参考資料として拝見いたしますのでご準備下さい。

資金の保有と運用については、安全・確実性を基本に流動性、効率性を考慮し、銀行

預金を主体に運用している。

Ⅸ－１－(７）

寄附金・学校債の募集を行っていればその概要を記述して下さい。なお寄附金・学

校債の募集についての印刷物等を訪問調査の際に参考資料としてご準備下さい。

寄附金・学校債の募集は行っていない。

Ⅸ－２ 財務体質の健全性と教育研究経費について

Ⅸ－２－(１）

過去３ヶ年（平成19年度～21年度）の資金収支計算書・消費収支計算書の概要を、

別紙様式１にしたがって作成し、添付して下さい。

別紙様式１に従い、添付資料を作成した。

Ⅸ－２－(２）

学校法人の貸借対照表の概要（平成22年3月31日現在）を、別紙様式２にしたがっ

て作成し、添付して下さい。

別紙様式２に従い、添付資料を作成した。

Ⅸ－２－(３）

財産目録及び計算書類（資金収支計算書、資金収支内訳表・人件費支出内訳表・消

費収支計算書・消費収支内訳表・貸借対照表・固定資産明細票・借入金明細表・基本

金明細表）について、過去3ヶ年（平成19年度～21年度）分を訪問調査の際に参考資

料としてご準備下さい。
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Ⅸ 財務～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

Ⅸ－２－(４）

過去3ヶ年（平成19年度～21年度）の短期大学における教育研究経費比率（消費収

支計算書の教育研究経費を帰属収入で除した比率）を、小数点以下2位を四捨五入し1

位まで求め記述して下さい。

教育研究経費比率（平成 19 年度～ 21 年度）

19 年度 20 年度 21 年度

教育研究経費支出 (a) 69,975 千円 77,753 千円 61,355 千円

帰属収入 (b) 347,041 千円 367,512 千円 335,335 千円

教育研究経費比率 (a)/(b) 20.2% 21.2% 18.3%

Ⅸ－３ 施設設備の管理について

Ⅸ－３－（１）

固定資産管理規程、図書管理規程、消耗品及び貯蔵品管理規程等、施設設備等の管

理に関する諸規程を、財務諸規程を含めて一覧表として示して下さい。なお整備した

諸規程を訪問調査の際に参考資料としてご準備下さい。

諸規程 規程名

固定資産管理規程 固定資産及び物品管理規程

図書管理規程 山村学園短期大学図書館利用規程

山村学園短期大学図書館資料除籍要領

消耗品及び貯蔵品管理規程等 特に定めていない

山村学園短期大学自動車通学規程

施設設備等の管理に関する諸規程 山村学園短期大学自転車通学規程

山村学園短期大学「部室使用管理規程」

山村学園短期大学「研究室使用規程」

山村学園校舎使用料規程

山村学園短期大学体育施設開放実施要領

財務諸規程 山村学園経理規程、山村学園事務分掌規程

Ⅸ－３－（２）

火災等の災害対策等、以下の危機管理対策について現状を簡潔に記述して下さい。

① 火災等の災害対策

消防法に基づき必要な設備を設置し、法律等に定められた点検を実施している。日常

点検では、事務局員及び地元シルバー人材公社との委託契約に基づき、教員の研究室、

学生会室等を含め、全ての火気点検を実施している。また警備保障会社との契約に基づ
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き夜間・休日等事務局員不在時の火災には緊急対応を図っている。

また、平成 21 年度から、地震災害対策の一環として、緊急地震速報システムを導入

した。このシステムは、気象庁が発する緊急地震速報をネットワークで受信し、自動的

に構内緊急放送を行うものであり、学生・教職員等の早期避難・安全確保に努めている。

② 防犯対策

火災防止対策と合わせて防犯対策を実施し、更に記録機能付きの防犯カメラを設置し

ている。

③ 学生、教職員の避難訓練等の対策

年 1 回、全学生・教職員を対象に近隣消防署の協力を得て、防災避難訓練を実施して

いる。また全学生・教職員に AED 取扱講習会を実施している。

④ コンピュータのセキュリティ対策

ウィルス防止対策を中心に、事務局及び教育用コンピュータ等のセキュリティーの強

化を図って、個人情報の流出には細心の注意を払っている。

⑤ 省エネ及び地球環境保全対策

こまめな消灯・節水運動の導入、空調機の設定温度変更等により省エネに努めている。

⑥ 緊急地震速報システム（クルグラット）の導入により､素早い情報の入手に努めている。

Ⅸ－４ 特記事項について

Ⅸ－４－(１)

この《Ⅸ財務》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、財務管理について努

力していることがあれば記述して下さい。

特になし。

Ⅸ－４－(２)

特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。

特になし。

添付資料⑧ 資金収支計算書・消費収支計算書の概要（過去３ヶ年）

添付資料⑨ 貸借対照表の概要
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参考資料○27 中・長期の財務計画（策定されている場合）

参考資料○28 資金等の保有と運用に関する諸規程等（整備されている場合）

参考資料○29 寄附金・学校債の募集についての印刷物等（募集を行っている場合）

参考資料○30 財産目録及び計算書類（過去３ヶ年）

参考資料○31 固定資産管理規程、図書管理規程、消耗品及び貯蔵品管理規程等、施設設備等

の管理に関する諸規程、財務諸規程
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Ⅹ 改革・改善

Ⅹ－１ 自己点検・評価について

Ⅹ－１－（１）

短期大学では自己点検・評価を、短期大学の運営のなかでどのように位置づけてい

るか。また自己点検・評価を実施するための組織、規程等の整備状況を記述して下さ

い。また今後、自己点検・評価をどのように実施しようと考えているかについても記

述して下さい。

短期大学の運営を行う上で大事なことは、PDSA（Plan-Do-Study-Act）サイクルを意識

して運営することであると考える。年度初めには学長が方針を示し（Plan）、教職員が

一丸となって課題解決に全力を注ぎ（Do）、目標達成のレベルを評価して次年度の課題

を明確にする（Study & Act）などにより、常に組織として向上することが必須であり、

それを全学的に担うのが自己点検・評価活動であると位置づけている。組織については、

自己点検・評価委員会を設置し、平成 19 年度に自己点検・評価委員会規程を制定した。

また、今後の自己点検・評価については、毎年、自己点検・評価報告書を作成する予

定である。今後においては報告書作成にとどまらず、相互評価、地域教育関係者等によ

る外部評価も行う予定である。

Ⅹ－１－（２）

過去3ヶ年（平成19年度～21年度）の自己点検・評価報告書の発行状況を記述して

下さい。またその報告書の配付先の概要を記述して下さい。なお過去3ヶ年（平成19

年度～21年度）にまとめられた自己点検・評価報告書を訪問調査の際にご準備下さい。

自己点検・評価報告書の発行は、平成 19 年度、平成 20 年度、平成 21 年度に行った。

その報告書は埼玉県の関係部局、埼玉県内の関係短期大学、学校法人山村学園理事・評

議員及び学園内の各高校、本学全教職員等に配布し、また本学図書館に備え付けてあり、

いつでも閲覧できるようにしている。

Ⅹ－２ 自己点検・評価の教職員の関与と活用について

Ⅹ－２－ (1)

平成21年度までに行った自己点検・評価に関わった教職員の範囲を記述して下さ

い。また今後、どのような教職員の関わり方が望ましいと考えているかを記述して下

さい。

本学では、自己点検・評価委員会を組織し、その構成メンバーは学長、副学長、学科

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～Ⅹ 改善・改革
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長、第三者評価委員の経験者、事務局長等であり、これらのメンバーが全体の統括に参

画している。

自己点検・評価報告書の作成は、各評価領域を全教員で担当を分担し、理事会、法人

本部の協力を得て作成した。自己点検・評価報告書作成に必要な資料の収集は教員、事

務職員が手分けして行った。今後も本学の総力をあげて取り組むつもりである。

本学の改革・改善は、今後とも主体的に行う必要があり、そのための自己点検・評価

活動は全教職員が係ることが望ましいと考える。

Ⅹ－２－ (２)

平成21年度までに行った自己点検・評価結果の活用についてその実績を記述して下

さい。また今後、自己点検・評価の結果をどのように活用しようと考えているかにつ

いても記述して下さい。

毎年行っている学生による授業評価の結果は、教員の授業改善に活用されており、ま

た、教員同士で授業公開を行い、公開後に授業者と授業参観者との間で行った意見交換

会は有益であったので、今後もこれを活用していきたい。

このように、毎年度の自己点検・評価活動の結果並びにその成果としてまとめられた

報告書の内容は、全教職員で共有され、各部門で翌年度の課題解決に活用されてきた。

このような結果をふまえ、今後はさらに不備・不足の点を補い、改善のための具体案

を検討しながら、実行に移し、本学の質の向上に活用して行きたいと考えている。

Ⅹ－３ 相互評価や外部評価について

Ⅹ－３－(１)

平成21年度までに行った相互評価及び外部評価の概要を示し、評価結果の活用につ

いてその実績を記述して下さい。

平成 21 年度までは相互評価及び外部評価は実施していない。今後、これらを実施し、

本学の質の向上に活用していきたいと考えている。

Ⅹ－３－(２)

相互評価や外部評価を実施するための組織、規程等の整備状況を記述して下さい。

また今後、相互評価や外部評価をどのように実施しようと考えているかについても記

述して下さい。

相互評価や外部評価は、短期大学を主体的に改革・改善していくために頗る有益であ

ると認識している。本学は、保育学科とコミュニケーション学科から構成されているの

で、これと似たような学科を有する短期大学と行いたいと考えているが、現時点では平

成 23 年以降に実施したいと考えている。
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Ⅹ－４ 第三者評価（認証評価）について

Ⅹ－４－(１)

第三者評価を実施するための学内組織の概要を記述して下さい。

本学では、平成 22 年度に第三者評価を受けるにあたり、自己点検・評価委員会を組

織し、全体の方針、企画・立案・編集を行うこととし、下部組織として、評価領域ごと

の作業部会を設置した。作業部会には取りまとめ責任者を置き、報告書原案を作成した。

作成された報告書原案は、作業部会の責任者から自己点検・評価委員会に報告され、そ

の結果を自己点検・評価委員会で検討を重ね、編集作業を行い、報告書作成に当たった。

Ⅹ－４－(２)

第三者評価に当たって短期大学の決意を述べて下さい。理事長、学長、各部門の長

及び ＡＬＯ（第三者評価連絡調整責任者）がそれぞれ記述されても結構です。

学長

第三者評価は、本学の現状を知って問題点を明らかにし、改善すべき課題を掲げて解

決に邁進し、本学の質の向上と活性化に向けた魅力ある短期大学づくりの好機と位置づ

けており、教職員が一丸となって取り組む所存である。

保育学科長

平成 14 年度から実施してきた学生による授業評価、平成 19 年度から取り組んだ自己

点検・評価報告書作成は本学科の教育目標の見直し、学生指導の在り方等の改善に努め

てきた。しかしそれは学内における評価であり、それ故に気づかなかった問題点等が多

々あることであろう。第三者評価を受けることによって、評価の結果を真摯に受け止め、

今後のよりよい改革・改善につなげていきたい。

コミュニケーション学科長

コミュニケーション学科では本学創立以来、部分的な点検・評価は行ってきたが、必

ずしも十分ではなかったことが、平成 19 年度以降の自己点検・評価報告書の作成過程

で明らかになった。

第三者評価の結果を、本学科のよりよい改革・改善及び学科の一層の充実・発展に結

びつけていきたい。
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Ⅹ－５ 特記事項について

Ⅹ－５－(1)

この《Ⅹ改革・改善》の領域で示した評価項目や評価の観点の他に、例えば評価に

関する教職員への研修の実施等、当該短期大学が改革・改善について努力しているこ

とがあれば記述して下さい。

特になし。

Ⅹ－５－(2)

特別の事由や事情があり、評価項目や評価の観点が求めることが実現（達成）でき

ないときはその事由や事情を記述して下さい。

特になし

参考資料○32 過去３ヶ年にまとめられた自己点検・評価報告書

参考資料○33 相互評価、外部評価の実施についての規程等

参考資料○34 第三者評価の実施についての規程等
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将来計画の策定（自由記述）の記述について

この「将来計画の策定」は自由記述です。したがって、必ずしも記述する必要はあり

ません。しかし短期大学の現在を理解するためには、将来どのような方向に向かおうと

しているのかを知ることも重要です。その意味で、短期大学の将来計画（中期・長期計

画）がありましたら、差し支えのない範囲で記述して下さい。

本学における将来計画については、平成 20 年度から学内に学長を長とする将来構委

員会を設置し、鋭意検討中である。

主な検討事項はコミュニケーション学科の在り方が中心である。これまでは、フィル

ド・ユニット制（学生は、将来自分が進みたい進路に合わせて科目を選択し、自分時間

割を組むという方式）や厚生労働省による YES プログラム（若年者就職基礎能支援プ

ログラム)などを、この学科の特色としてきたが、本学を受験する高校生にとてはどん

な勉強をするのかイメージがわきにくいという反省から、オフィスビジネスサービス・

販売ビジネス、医療実務・福祉ビジネスの３コース制を取り、各コースにース担当教員

を配置して学生の指導に当たることとした。平成 22 年度は移行措置をりながら、平成 23
年度から本実施を予定している。その延長線には、この学科を充させ、学生の入学定員

を確保し、活性化につなげるという意図がある。


